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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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だってねエ、理想は喰たべられませんものを！

　　　──國くに木き田だ獨どつ歩ぽ「牛肉と馬ば鈴れい薯しよ」






　　　序プロ幕ロオグ







　理想とは何か。

　その問いへの答えは無数に在る。曰いわく言葉である、思想である、凡あら百ゆる意味の源泉である。

　俺に云いわせれば、その答えは明確だ。

　俺の手帳の表紙、そこに書かれた単語である。




　俺の手帳は万ばん能のうだ。それは指針として、主君として、預言者として俺を導く。時に武器となり鍵かぎともなる。

　理想。

　その手帳には俺の凡すべてが書き込まれている。何い時つも持ち歩くその手帳が、俺の未来の凡てだ。

　夕食の献こん立だてから五年後の引ひつ越こし計画まで。

　明日の業務目録リストから大根の地域最安値まで。

　予定、計画、目的と指針。その手帳に凡て書き込まれ、俺によって実現されるのを待って居る。

　大おお袈げ裟さな云い方をすれば──その『理想』と書かれた手帳は、俺にとっての未来預言書だ。

　理想は常にそこにある。

　俺はそこへ向かうだけで善よい。

　手帳の計画に従う限り、俺の未来は俺自身の支コント配ロール下かにある。

　未来の支コント配ロール。

　何と耀かがやかしい言葉か。




　しかし──

　幾いくら理想が輝かがやかしかろうと、その実現に至る道が杳よう々ようとして遠く見えざれば、輝きは拵イミテ物ーシヨンに等しく、理想は寝ね言ごとに等しい。

　それ故ゆえに、手帳を開いた第一の頁ページには、理想へと至る最短の心得が書かれている。

『すべきことをすべきだ』。




　俺の名は国くに木き田だ独どつ歩ぽ。

　現実を往ゆく理想主義者にして、理想を追う現実主義者。




　これは理想の実現を希こいねがう俺と、

　理そ想れをしっちゃかめっちゃかにかき乱す星の下もとに生まれた或ある新入社員との、

　激げき闘とうの顚てん末まつである。
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十日。




吾わが手帳の新たなるを繰くり両りよう三さん日にちを経へたり。




其その間吾われに関する重じゆうなる事は左の如ごとし。




○　竹たけ越こし君来宅。相あい伴ともなふて月げつ下かを逍しよう遙ようせり。




○　電でん網もう潜せん士しの田た口ぐち君より返電在り、外とつ国くによりの艦かん船せんの件。




○　梨なしを食ひしも、梨甘からず。




区く々くの事に思ひ煩わずらふ勿なかれ。




僻ひが様ざまならざるを成す、嗚呼ああ吾われまた此この外ほかに何を望まんや。









「待て！」

　下げ手しゆ人にんを追って、横よこ浜はまの街ちまたを駆かけてゆく。

　商店街の雑ざつ踏とうは今日も喧かまびすしい。呼び込みの出店の賑にぎやかな声、途みちを歩く人出のざわめき、値引きを請こう客の声と、人車くるまの東西に駆けぬける車輪の音。通りの右みぎ端はしで喧けん嘩かが起こっても、左端の人間は気付きもしないに違ちがいない。

　俺は人通りの喧けん噪そうを押し退のけ、下げ手しゆ人にんを追っていた。

　相手はちんけなこそ泥どろだ。宝ほう飾しよく店で騒さわぎを起こし、商品を強う奪ばって逃にげる。小物だが、被ひ害がいが三件続き、商店街も無視できず捕ほ縛ばくを依い頼らいしてきた。

　四件目の現場から逃げるこそ泥を追う。敵は健けん脚きやくで速度が落ちない。商店が終わり、細い裏道に逃げられては姿を見失う。俺は騒そう然ぜん紛ふん然ぜんとした通りを駆けぬけていく。

「遅おくれるな新入り！」

　自分の後方を走る同どう僚りように叫さけんだ。

「ちょっと待って国木田君。靴くつ紐ひもほどけた」

「知らん！　疾はやく来い！」

　後方からのたのたと付いて来るのは、仕事の同僚。つい先日入社したばかりの新人だ。

　名は太だざ宰い治おさむ。

　すました名だ。

「ああ疲つかれた、国木田君速いよ、もうちょっとゆっくり走ろうよ。健康に悪いよ」

「善いいから走れこの懶ものぐさ太た郎ろう！　お前の所せ為いで俺の胃は頗すこぶる不健康だ！」

「おめでとう！」

「黙だまれ！」

　この太宰と云う男、実力不明、経歴も不明、遣やる気は雀すずめの涙なみだ。極きわめて自分マイ本位ペエスであり、俺の予定を千ち々ぢに乱す。おまけに此奴こいつの趣しゆ味みは──

「ところで国木田君。奴やつこさん逃げちゃうよ」

　述じゆつ懐かいを邪じや魔まする太宰の声に前を向けば、逃とう亡ぼう者は出店の野菜をなぎ倒たおし、通りを左へと折れて逃げ去るところだった。

　思わず舌打ちした。

　記き憶おくの中から一帯の地図を思い起こす。奴が逃げた先は垣かき根ねの並ぶ狭せまい住宅地だ。隠かくれる処ところも逃げ込む家も売るほどある。

「見ろ太宰！　お前がとろとろ走るせいで、面めん倒どうな処に逃げ込まれた！」

「良いいじゃない、計算通りだよ。ねえそれより先刻さつきすごいもの見つけたんだけど、知りたい？」

「後にしろ！」

「実は『完全自殺読本』って云ってね、凄すごい稀き覯こう本ぼんだよ。ずっと探してたのだけれど、古本屋の軒のき先さきにあるのを見み附つけちゃって──ああ、早く戻もどらないと購かわれちゃうなあ」

　聞いてもいないことをぺらぺら喋しやべる。

「そんなに死にたいなら俺が撃うち殺してやろうか!?」

　俺が怒ど鳴なると太宰は、

「え、いいの？　悪いなあ」

　笑え顔がおで照れた。照れる処ところではない。

　この男、仕事にはまるで腰こしが入らん癖くせに、明けても暮れても自殺の事ばかり考えて居る。俺には想像のとても及およばん世界だが、いかに楽に、かつ安価に、自らを死に至らしめる方法を日夜真しん剣けんに模も索さくしているのだと云いう。つまり自殺嗜癖マニアだ。

　自殺嗜癖マニア？

　何だその悍おぞましい言葉は。

　だが、相棒が如い何かにぶっ飛んだ趣味を持って居ようが、そいつが如い何かに仕事の足を引っ張ろうが、犯人捕ほ獲かくの任務を失敗する訳にはいかん。

　何な故ぜなら、『依頼失敗』の文字は、手帳の予定表には書かれてないからだ。

　犯人の姿を追って脇わき道みちを折れる。

　曲がった先は薄うす幽ぐらい細道。人ひとりが通れる程ほどの狭い裏道だ。両側が生いけ垣がきで、古い宅地の裏庭やら井い戸どやらが見える。軒先には洗せん濯たく物ものが翻ひるがえっている。

　手て許もとの携けい帯たい端たん末まつで、周囲の地図を呼び出す。画面に俺達の居所を示す光点と、その周囲の建築物と裏道の様子が表示された。細道が縦横に住宅街を走っており、しかも犯人が直進すれば、前時代の倉庫が並ぶ旧工場区だ。あそこに逃げ込まれ隠れられれば、まず見付けるのは不可能だ。

　途みちの先で、小さくなっていく逃亡者の背中が見えた。犯人の目的地も倉庫街か。

「糞くそっ！」

　悪態が漏もれる。この距きよ離りからでは迚とても追い付けん。此所ここで取り逃がせば、奴は孰いずれまた犯行を重ねるだろう。依頼人である商店は経営を危あやうくし、探たん偵てい社は悪評を一つ増やす。

　どうする。どうすれば良い？

「さて、早く終わらせて本購かわないと。彼奴あいつの逃げる邪魔をすれば良いんでしょ？」

　にこりと太宰が笑う。

　太宰は大きく息を吸い込み、遠くまで響ひびく声で、

「火事だあっ！」

　と叫んだ。

　忽たちまち犯人の逃亡路の前に、慌あわてた住人達が飛び出して来た。調理鍋なべ蓋ぶたを抱かかえた婦人、寝ねぼけ眼まなこの青年、将しよう棋ぎ盤ばんを抱えた老人。出るわ出るわ、泡あわを食った近きん隣りん住居の家人達が、次々に現れて細道を塞ふさぐ。

　たまらないのは逃亡犯だ。

　逃亡路は混乱した人々で溢あふれ返り、往ゆくも戻るも儘ままならない。脅おどして通ろうにも人々は火元探しに必死で聞く耳を持たない。引き返そうにも開いた木戸が途を塞ぐ。

「どう？」

「阿あ呆ほう！　確かに敵は止まったが、これでは俺達も進めん！」

「大だい丈じよう夫ぶ、だって此所には敏びん腕わん探偵の国木田独歩が居るじゃないか！　と云う訳で見せ場を作ったから、張り切ってどうぞ」

　後でその口縫ぬい付けてやるからな！

　俺は愛用の手帳を開き、素す早ばやく文字を書き込む。

　『鉄線ワイヤー銃ガン』と走り書きされたその頁ページを破り取り、紙し片へんに念を込める。




「『独どつ歩ぽ吟ぎん客かく』──！」




　異能力。

　それをどのようにして行うか、合理的に説明することは出来ぬ。ただそのようにしてある、と云う他ほかない。何故手帳の頁ページなのか、何故物理法則を無視して姿を変じるのか。理論的な説明をつけられる者は無い。

　破られ、念を込められた手帳の紙片は、書き込まれた文言の通り、一挺の鉄線銃に姿を変えた。

　俺は傍かたわらの垣根に飛び乗り、逃亡犯に鉄線銃の銃じゆう口こうを向けた。

　視線の向こうでは、退路に行き詰づまった逃亡犯が道を塞ぐ市民を脅す為ため、懐ふところより拳けん銃じゆうを取り出そうとしている処だった。

　こんな場末のこそ泥どろまで拳銃を持つとは、世も末だ。

　兎とも角、こんな密集地で銃を撃たせる訳にはいかん！

　俺は狙ねらいをつけ、鉄線銃の引金トリガーを引く。

　鉄線銃より銛もり状の鉤かぎ針ばりが射出され、鋼鉄線の尾おを曳ひきながら標的へと向かう。

　逃亡犯が振ふりかざそうとした拳銃を、俺の鉤針が弾はじき飛ばした。更さらに逃亡犯の袖そでを貫かん通つうして背後の壁かべに縫い止める。

「大的ジヤツク中ポツト」

　太宰が下へ手たな口笛を吹ふいた。

　俺は鉄線を巻き取りながら垣根を蹴けって跳とんだ。別の生垣を更に蹴って前進。住人達の頭上を飛び越こえ、逃亡犯の眼前に着地した。

　俺が顔を上げるのと、逃亡犯が懐に隠し持った短刀を抜ぬくのが同時だった。

　至近距離から短刀が振り下ろされる。

　素しろ人うとが振り回す刃は物ものなど、眠ねむっていても中あたらん。

　俺は軽く顔を横に振って刃やいばを躱かわした。序ついでに犯人の肘ひじと手首を軽く押さえる。

　そのまま手首を捻ねじりつつ、振り下ろされた勢いを利用して肘を逆向きに叩たたいてやった。

　逃亡犯が宙を舞まう。

　逃亡犯は空高く円えん弧こを描えがいて飛んだ後、逆しまに壁に叩き付けられた。何が起こったか判わからないと云う驚おどろきの顔のまま、落下して昏こん倒とうした。

　相手の勢いを利用して投げる天地投げの技わざだ。

　啞あ然ぜんとして声も出ない住人達が、俺と逃亡犯を見比べている。

　漸ようやく追い付いた太宰が、笑顔で住人達に呼び掛かけた。

「はいどうも、皆みな様さまお騒さわがせ致いたしました、もう大丈夫ですよ。あと火事も誤報です」

「あ……あんたら、一体」住人の一人が問う。

　俺は衣囊ポケツトから探偵許可証を取り出し、その場に居る全員に見えるよう掲かかげ、そして云った。

「御ご心しん配ぱいは要いりません。我々は武装探偵社です」






　　　一．








七日。




今朝、降雨あり。




寒かん雨う粛しゆく々しゆく、厳寒の時節の如ごとし。




希こいねがわくは理想に生きん。




理想を行うことを務めん。恐おそれず、倦うまず、躊ちゆう躇ちよせずして進まん。




将来を夢ゆめみ光栄を追はずして、日々の職務に忠ちゆうなるものは幸さいわひなる哉かな。









　横浜の港にほど近い坂道を登ったその先に、武装探たん偵てい社の事務所がある。

　煉れん瓦が造づくりの赤茶けた建ビル築物ヂングだ。年季の入った建物で、潮風が強いために雨あま樋どいにも電柱にもくまなく錆さびが回っている。尤もつとも外見は危ういが造りは堅けん牢ろうで、兇きよう賊ぞくが外から機関マシン銃ガンをぶっぱなしても内部には傷一つ無い。

　何な故ぜそう云い切れるかというと、実際にぶっぱなした奴やつが居たからだ。

　ただ、探偵社が実際に居きよを構えるのは建物の四階のみで、それ以外には他の、ごく穏おん当とうな店たな子こが入っている。一階に喫きつ茶さ処どころ、二階に法律事務所。三階は空あき階フロア、五階は雑多な物置だ。喫茶処には給料日前はよく世話になるし、法律事務所は仕事で面めん倒どうがあるたびに頭を下げに行く。

　俺は今、その建物の昇エレ降ヴエ機ーターに乗り、探偵社に出社しようとしていた。

　昇降機を降り、武装探偵社事務所のドアの前に立つ。ドアには簡素な毛筆で『武装探偵社』と書かれた額がくが掛かっている。

　腕うで時ど計けいを見る。出社時間である八時までには、まだ四十秒の猶ゆう予よがあった。

　少し早く着きすぎて了しまったか。

　時間厳守が俺の信条モツトーである。四十秒を待つ間、手帳を繰くって今日の予スケ定ジユールを再度確かく認にんすることにした。既すでに朝食時に一度、寮りようを出立する時に一度、信号待ちの時に一度確認しているが、予定確認が過ぎて死んだという話は聞かん。

　手帳を読み、既に頭に入っている業務予定を反はん芻すうする。襟えりを正し、再度腕時計を見る。

　……佳よし。

「お早う御ご座ざいます」

　ドアを開けた。

「ああ国木田君、お早う！　ねえ見み給たまえよ！　大変なんだ！」

　ドアの前にはいきなり太宰が居た。笑って居る。

「竟ついに私はね、辿たどり着いたんだ！　嗚呼ああ、何と芳かんばしき世界だろう！　これが、これが死後の世界、黄よ泉もつ比ひ良ら坂さか！　想像した通りだ、見給え！　青せい煙えん地に這はい、月光窓に砕くだけ、西にし空ぞらに桃色ピンクの象が舞い踊おどる！」

　大おお仰ぎような身み振ぶりを交え、事務所のドア前で踊る太宰。邪じや魔まだ。

「うふふふふふ、矢や張はり『完全自殺読本』は名著だなあ！　裏の山さん道どうに生えてた茸きのこを食するだけで、こんなにも楽しく愉ゆ快かいな自殺の道へ逝いけるなんて！　素す敵てき！　うふふっ」

　太宰の目の焦しよう点てんが合っていない。黒こく瞳どうが小刻みに痙けい攣れんしている。

「な……何とか為して下さい、国木田さん！」　事務員の一人が涙なみだ目めで俺を見た。

　察するに、業務時間前からずっとこの調子なのだろう。

　太宰の机の上に目を遣やる。

　そこには、先日購かったとかいう『完全自殺読本』なる瀆とく神しん的てきな書しよ帙ちつが、ある頁ページを表にして置かれていた。頁の表題は『中毒死──キノコ』。書しよ帙ちつの横の皿には、齧かじりかけの茸くさびらが一いつ片ぺん。

　しかもよく見ると、書に描かれた茸とは、微び妙みように色が違ちがう。

「ねえねえ国木田君、君もお出いでよ黄よ泉みの国！　ご覧、酒は飲み放題、ご馳ち走そう食べ放題、美女の匂においは嗅かぎ放題！」

「助けて下さい国木田さん、我々ではどうしようも……」

　要するに、太宰が食しよくしたのは致ち死し毒の茸ではなく、『彼方あつちに逝いっちゃう系』の茸なのだろう。

　だが、それはそれ。

　俺は毎朝、出社直後は決められた順序で決められた行動を執とる。一日の最初を計画通り進めずして、その後の業務が計画通り進むであろうか？　断じて否いなである。

　くねくねと絡からんでくる太宰と泣きついてくる事務員を無視し、俺は自分の机に向かった。

　俺は何い時つもと寸分違たがわぬ動作で机に鞄かばんを置く。電算コン筐体ピユータの電源を入れる。何い時つもの動作で窓を開ける。

「うわっ！　窓の外に巨きよ大だいなイソギンチャクがいるよ国木田君！　バナナを！　バナナを食べている！　周りの白いぴろぴろを丁てい寧ねいに取り除いている！」

　俺は何時もと寸分違わぬ動作で陶器杯カツプに珈琲コーヒーを淹いれる。前日の業務にて出た不要書類を廃はい棄きする。

「そうか判ったぞ、脱ぬぐんだ、脱げば視し聴ちよう率りつが稼かせげるんだ！　簡単な事じゃあないか、脱ごう、そして代わりに全身タイツを着よう！　皆みなでタイツを着て銀行に行き、コサックダンスを踊るんだ！」

　俺は何時もと寸分違わぬ動作で通信棚だなの電報を確認する。珈琲を一口飲む。

「声がする……ううっ、私の、私の頭の中に、居るんだ！　……小さいおっさんが！　そして囁ささやくんだ、京都に行けと、京都で一ひと味あじ違う本場の味み噌そ田でん楽がくを食くってみ




　俺は跳とび廻まわし蹴げりで太宰の後頭部を蹴り飛ばした。太宰は壁かべに激げき突とつし昏こん倒とうした。
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　そもそも。

　この人間試験を受けたら完全零れい点てんで失しつ格かくするに違いない男が俺の同どう僚りようとなったのは、僅わずかに四日前。

「新入社員？」

　或ある日、業務で資料纏まとめをしていると、社長室に喚よばれた。

　新たに調査員を雇やとったので面倒を見ろと云いう。

　意外だった。

　斬きった張ったの危険な荒あら事ごと世界を稼ぎ場とする武装探偵社だが、調査員が足りぬという話を聞いたことは無かった。かく云う俺も、副業として週に二日、新しん鶴つる谷や学がつ館かんという学問所で代数の講師をして居る。

　無論、直近では《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件、《横浜来訪者連続失しつ踪そう》事件、非合法組織ポートマフィアとの衝しよう突とつなど、武装要員の必要とされる事件が増えている。主力調査員たる乱らん歩ぽさんの活かつ躍やくでは網羅カヴアーしきれぬ荒事の依い頼らいが増えつつあるのも確かだ。社長の決断は、それを見み越こしてのことだろうか。

「紹しよう介かいする。入れ」

　しばし黙もつ考こうしていると、社長が室へやのドアに向かって声をかけた。

「どうもー」

　満面の笑えみで入ってきたその男を見る。

　砂色の外套コートに洋風の開かい襟きん襯衣シヤツ。背は高く瘦やせぎす、黒い蓬ほう髪はつは手入れもなく身み形なりの整わぬ恰かつ好こうだが、何となく秀しゆう麗れいな顔立ちの男だ。頸くびと手首に巻いた白い包帯が少し気になった。

「太宰治。齢よわいは二十はたち。どうぞ宜よろしく」

　二十はたち。俺と同どう輩はいか。

「社員の国木田だ。判わからん事があったら俺に訊きけ」

「おお！　噂うわさに高き武装探偵社の調査員ですか。感激だなあ！」

　太宰と名乗った男は、無む理り矢や理りに俺の手を摑つかんで握あく手しゆした。手を大おお袈げ裟さに振ふる。

　その時、ふと──その男の目に一いつ瞬しゆん、冷たく鋭するどい光が宿った気がした。

　先せん輩ぱい社員を冷静に値ね踏ぶみするような。否いや、俺の心理人格まで透とう徹てつさせ見み透すかす、雲上の仙せん人にんのような──

　だが瞬またたきひとつのうちに仙人の視線は消え、太宰は気の抜ぬけた顔に戻もどった。

　見み間ま違ちがいか、目の錯さつ覚かくか。

　気を持ち直して俺は尋たずねる。

「それで太宰、何故この探偵社に？　此所ここは請こえば入れる寺子屋のような処ではないぞ」

「それがねえ。無職で遣やることもなくて吞のみ屋で管くだ巻まいてたら、偶たま々たま隣となりあったおじさんと意気投合しちゃって。飲み比べで勝ったら仕事を斡あつ旋せんして遣やるわい、って云うもんだから冗じよう談だんの積つもりで勝負したら、勝っちゃって」

　誰だれだそのおっさん。

「其その方かたは異能特務課の種たね田だ先生だ。昨日来訪され、宜しく頼たのむと挨あい拶さつされていった」

　社長が真顔で云う。

　だが、さらっと出された種田先生の名前に、俺は呼吸が止まった。

　内務省異能特務課の種田と云えば、市し井せいには存在すら知られていない、国の特務機関の重役である。業務は異能者の管理と情報統制。社長が武装探たん偵てい社を立ち上げる際も、種田先生の助力を大いに仰あおいだと聞く。

　幾いくら社長でも、種田先生の推すい薦せんした人物では無む礙げに断れまい。

「お世話になります、センパイ」

　俺の心中の不ふ穏おんを知ってか知らずか、我らが新入社員は白い歯を見せて微笑ほほえんだ。
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　だが、内務省の重じゆう鎮ちんが認めた大人物であろうとなかろうと、朝っぱらから茸きのこを食してあちらの世界にぶっ飛ばれては甚はなはだ迷めい惑わくだ。

　太宰と組んで今日で三日目。

　精神こころは一時も休まらず、仕事は一向に進まず、苦情の入電は増え続けた。

　目を離はなすと直すぐ入水だと云って河に飛び込む、気付けだと云って酒場で吞んだくれる、天てん啓けいを得たと云って美女を口説く。二に十じつ歳さい児じと呼ぶに相応ふさわしい勝手気き儘ままな振る舞まいで、俺の予スケ定ジユールを千ち々ぢに乱した。

　さりとて仕事は仕事、部下は部下。面めん倒どうを見ろと云う社長の指示に対し僅わずか三日で音を上げたとあっては、社長の信しん頼らいはもとより、探偵社員の矜きよう恃じに悖もとる。

「如ど何うだ、新人は」

　探偵社近くの碁ご室しつ。狭せまい畳たたみ張りの一室で、社長が碁を打ちながら云った。

「大だい厄やく災さいです。悪魔デビルと悪霊ガイストと貧びん乏ぼう神がみが合体したような奴やつです」

　俺は檜ひのきの碁ご盤ばんに黒くろ石いしを置く。木目の上で碁石が弾はじける音が響ひびく。

「しかし、まあ、何とかします」

　業務後、俺と社長は、何い時つも行く碁室で碁を打っていた。誰も居ない和室で、碁盤を囲んで正座で向かい合う。

「済まぬな」

　社長の白しろ石いしがツケて、好こう形けいを作っていた俺の右う辺へんを死地に戻す。

「いえ。種田先生の件もあります。しかし……先生は何な故ぜ、あのような男に探偵社ここを」

　喋しやべりながらも手を探す。右みぎ下した隅すみの白地に対しコウを狙ねらうか──否いな、二手ヨセコウが関の山だ。左辺で粘ねばっても中央に伸のびられて終わる。もう手が無い。社長と互たがい先さきで打つのはまだ少し掛かかりそうだ。

「種田先生は奔ほん放ぽうな性格だが、こと人物の鑑かん識しき眼がんに於おいては妙みよう々みようたる人だ。彼かの若者に非ひ凡ぼんな才を見み出いだしたのかも知れぬ」

　確かに、噂に聞く種田先生の目め利ききは稀き代たいのものらしい。でなければ内務省特務機関の采さい配はいなどという大任が務まる筈はずもない。

　だが──『非凡な才』？　あの、右耳と左耳の間に泥どろ水みずが詰つまっていそうな男が？

「私も種田先生と同意見だ。太宰は事前試験は筆記、実地共に満点で通過パスした。彼は頗すこぶる優ゆう秀しゆうだ。其それも危あやうい程ほど」

「危うい……とは」

「太宰の過去を事務方に調べさせた。だが、何も無い。全くの空白だ。軍警諜ちよう報ほう部に居る昵じつ懇こんの友を頼たよったが、不気味な程に何も出ぬ。恰あたかも何者かが、念入りに過去を抹まつ消しようしたかの様に」

　軍警の諜報部でも過去が探さぐれないとなると、確かに異常だ。

「或あるいは、本当に何も無く、ただぶらぶらして居ただけでは」

「かも知れぬ。然さもなくば──」

　何時もより更さらに眉み間けんに皺しわを寄せて、社長は続けた。

「太宰の持つ異能力に就ついて訊いたか？」

「いえ、まだ」

　そう云えば、異能力者とは聞いたが、まだその力に就いては訊けていない。

「太宰の異能力は、『触ふれた凡あら百ゆる異能力を無効化する』と云いう力だ」

　耳を疑った。

　異能力無効化。一見すれば何の絢けん爛らんさも持たぬ粗そ朴ぼくな能力だが、異能の中でも特に異い端たん、使い様によっては異能組織ひとつ潰つぶし得る超ちよう凡ぼんなる能力である。

　俺の異能力、『独歩吟ぎん客かく』は、手帳の頁ページに文字を書き、手帳を破って念じると書いた物体を具現化出来ると云う能力だ。但ただし手帳の寸法サイズを大きく越こえる物は具現化出来ない。汎はん用よう性が高く優秀と評されることが多いこの能力だが、それでも『便利』の範はん疇ちゆうを超こえるものではない。必要な物があるなら、最初から携けい行こうしておけば善いいだろうと云われれば、その通りだからである。

　だが太宰の異能力は違ちがう。

　理論的に、太宰で無ければ打だ倒とう出来ぬ敵と云うものが無数に存在する筈なのだ。世界最強の異能者でも、太宰の前では唯ただの凡ぼん夫ぷとなる。

　各国の異能者組織が挙こぞって引き抜きに掛かっても不思議ではない。

　社長の云わんとするところが段々と飲み込めて来た。

「つまり……こう云う事ですか？　大だい人じん物ぶつたる種田先生の酒の席で、偶たま々たまそのような奇き才さいなる異能者が隣となりに座り、偶たま々たま意気投合した。言動は珍ちん妙みようながら筆記試験で満点を取るような頭の切れる男が今は偶たま々たま無職で、外ほかの伝つ手てでは迚とても入社出来ない武装探偵社に、話の流れがとんとん拍びよう子しで進んで首しゆ尾び良よく入社した。──出来過ぎている、と？」

「考え過ぎやも知れぬ。しかし、武装探偵社には省庁、軍警の人脈も多い。職しよく業ぎよう柄がら、国家機密に準ずる情報を扱あつかう事も多分に在る」

　確かに、犯罪組織の一員であれば、警察機構と協力関係にある探偵社は、入り易やすさの割に利点メリツトの多い潜せん入にゆう先だ。

　しかし──太宰が、探偵社に潜入した間かん諜ちようかも知れない？

　傑けつ人じんたる種田先生を出し抜ぬき利用する程の？

　あの太宰が？

「国木田。お前に彼の男の『入社試験』を頼みたい」

　俺は頷うなずく。社長の云う『入社試験』とは、探偵社が代々の調査員に課してきた、云わば『裏うら審しん査さ』である。これを経へない事には真ほん実とうの社員とは認められない。

「仕事に太宰を同行させ、その魂たましいの真しん贋がんを見み極きわめよ。間かん諜ちよう、密みつ偵てい、諜報員スパイの類たぐいの疑い在りし時は躊躇ためらわず馘首クビにせよ。そして何より若もし、その魂に邪じや悪あく、奸かん凶きようの兆きざし在りし時は──」

　社長は背後に用意して居た囊ふくろから、黒い自動拳けん銃じゆうを取り出し、俺に差し出した。

「…………」

　無言で拳銃を受け取る。

　重い。

「お前が討うて」

「はい」

　若し太宰が何らかの奸かん計けいに与くみしているなら、水際で阻そ止しするのが探たん偵てい社の役目である。

　武装探偵社の探偵許可証を持つ者には準警察的権限が付ふ与よされる。拳銃や刃は物ものの携けい帯たいも条件付きで認にん可かされている。警察組織から情報も引き出せる。何より調査権限により、その気になれば当局捜そう査さの攪かく乱らん、警察情報の改かい竄ざん、重要施し設せつの盗とう聴ちよう盗とう撮さつと、凡あら百ゆる悪行が可能なのだ。最悪の場合、テロリストとして重要施設に破は壊かい工作を行い、何なん百びやく何なん千ぜんの人命を奪うばうことすら不可能ではない。

　俺の手の中で、黒くろ鉄がねの自動拳銃は冷たく黙もくして居る。
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　さざ波を立てる入り江えに、月つき影かげはその姿をひたしていた。

　横浜の湾わん港こうをのぞむ雑ざつ踏とうを歩く。潮しおの音ねは宵よい闇やみの喧けん噪そうと競きそい、月光は街の燈あかりと競っている。

　俺が歩く背後うしろを、太宰がひょこひょこと随ついて来ている。

　太宰の茸キノコ騒そう動どうに半日費ついやし、漸ようやくで仕事に掛かれる運びとなった訳だ。

「国木田君、この前披ひ露ろうした君の異能力──『独歩吟客』だっけ。又また見せてよ」

「お断りだ。異能力は軽々しく披ひ瀝れきするものではない。それに俺の異能力は一ひと度たび毎ごとに手帳の頁ページを消つ費かう。この手帳はさる職人が年間百冊しか造らん限定生産品で値段も格別だ。お前相手の一発芸代わりになど使えるか」

　俺は腕うでの時計を確認し、振ふり返った。

「それより太宰、もう少し疾はやく歩け。約束の時間に遅おくれる」

「時間って云ったって国木田君、情報屋の処に行く刻限は、べつだん約束してないんじゃなかったっけ？」

「否いや、電話では『大体十九時頃ごろ』と云っておいた」

「で今丁度十九時だよ。場所は此所ここから歩いて五分なんだから、遅れようがないよ」

「阿あ呆ほう！　『十九時頃』と云えば、俺の時計で18:59:50から19:00:10の間の二十秒の事に決まって居るだろうが！」

「そんな時計持ってるの国木田君位くらいだよ……」

　太宰がぶつくさ云いながら歩く。

　因ちなみに俺の腕時計は毎朝起き床しようと同時に専用装置にて標準時に同期させる為ため、誤差は一秒未満である。

「誰だれかが多幸ハツピー茸キノコを喰くった所せ為いで、一日仕事にならなかったからな。二度とあんな物喰うな。喰うならちゃんと致ち死し毒の奴やつを喰え」

「いやあ、楽しい一ひと時ときでした」

「もう大だい丈じよう夫ぶなのだろうな。まだ空に桃色ピンクの象が見えていないか？」

「象？　馬ば鹿かだなあ、そんなもの飛んでる訳ないじゃない。飛んでるのは紫むらさ色きいろのゾウリムシだよ」

　こいつもう駄だ目めかも知れない。

　太宰と会話をする度たび、自分の疑念が阿あ呆ほらしくなってくる。

　この男が間かん諜ちよう？　邪悪？

　こいつに出来る悪行など、鉄道に飛び込んで運行時刻を乱す位くらいが関せきの山やまではないのか。

　とは云え、太宰が唯ただの面おも白しろい無能ならば話は簡単、放ほう逐ちくすれば善いい。俺としても願ったり叶かなったりなのだが──

「太宰、これから向かう件の依い頼らいは憶おぼえているだろうな」

「紫色のゾウリムシ退治」

「……先刻さつきから薄うす々うす思っていたが、お前態わざと云ってるだろ？」

「あはは。あれでしょ？　『幽ゆう霊れい屋や敷しき調査』」

　太宰が笑え顔がおでさらりと云った言葉に、俺は顔を顰しかめた。

　昨日、俺宛あての電子書面メールで、依頼の文書が届いた。文面は、こうだ。





　謹きん啓けい




　武装探偵社ご一同様におかれましては、益ます々ますご健勝のこととお慶よろこび申し上げます。

　此この度たびは武装探偵社様に折り入って御お願ねがいの段あり、ご多た忙ぼう中ちゆうとは存じますが、筆を執とらせて頂きました。

　実を申しますと、在る建物にて夜な夜な生ずる怪かい奇きに就いて、調査を御願いしたいので御ご座ざいます。

　誰も利用する筈はずのない建造物に、夜よ毎ごとに不気味な呻うめき声、囁ささやき音など聞こえ、また窓には仄ほの明あかりがちらつくなどあり、近きん隣りんに住む愚ぐ生せいらの心安まる暇ひまも御座いません。

　不ぶし躾つけな御願いかと存じますが、誰ぞの悪いた戯ずらか否いなか、悪戯であればその理由、方法の御解明など頂ければ誠まことに幸こう甚じんの至りで御座います。

　僅わずか許ばかりで御座いますが、別べつ途と依い頼らい料を届けさせて頂きました。御査収頂きたく存じます。

　尚なお、今回の依頼内容に就ついては秘密遵じゆん守しゆを御願いしたく、誠に勝手乍ながら宜よろしく御願い申し上げます。

　末筆ながら、皆みな様さまのご健康とご多幸をお祈いのり申し上げます。




　敬白






　実に回り諄くどい、持って回った文面だが、要するに『近所の建物から怪あやしい声や音がするので調べて呉くれ』と云いう事らしい。

　この文面が届いた直すぐ後、書留で依頼料が探偵社に届いた。中を検あらためると、予定経費を差し引いても相場依頼料の倍ほどが入っていた。

　となれば、断る理由など無い。通常通り調査はする。

　だが──懸け念ねんがひとつ。

　依頼人の名が無い。

　依頼人が誰なのか、何ど処こに住み連れん絡らくは如い何かなる方法で行うのか。これではそれが全く判然としない。或あるいは意図的に隠かくしたのかも知れないが、これでは調査結果報告も出来ん。

　そこで俺と太宰とは、連れ立って先に『依頼人捜さがし』に向かう羽目に陥おちいった。

「ひょっとして、依頼人も怨うらめる悪あく霊りようだったりして。それで騙だまされた私たち探偵を、幽霊屋敷で待ち構えてパックリひと吞のみに──」

「愚おろか者め。幽霊が電子書面メールを出すなどと云う怪かい談だんが世にあるものか」

　尤もつとも、幽霊が相手だったとしても俺は怖こわくないがな。

　無む駄だ話をし乍ながら俺達が向かったのは、港の倉庫街だ。赤茶けた煉れん瓦が造づくりの倉庫の群むれが、月光を撥はね返して闇やみ夜よに茫ぼうと浮うかんで居る。

　俺達はその一つ、余よ所そよりも一回り小さく古い倉庫に足を踏ふみ入れた。

　天てん井じようが高く、壁かべの漆しつ喰くいは潮風に侵おかされ剝はがれている。保管されている機械部品の鉄と機械油の臭におい、そして古い埃ほこりと時間の臭いを嗅かぎながら、事務室の呼よび鈴りんを押す。

　鉄を叩たたくような摺しゆう動どうの音が響ひびき、電でん子し錠じようが解除された。

「入ンな」

　果はたして、室内より甲かん高だかい答いらえの声があった。

　幾いくつもの遠えん隔かく錠前が施ほどこされた重い樺かば製せいの戸を潜くぐり、室内に入る。

　室へやは二十畳じように少し足りぬ程度。壁に床ゆかに電子機材が積み上げられ、光電ダイ素子オードの明めい滅めつが薄うす暗ぐらい室内を照らして居た。

　部屋の奥中央には電算コン筐体ピユータの群が立ち並び、野の良ら犬いぬの唸うなりの如ごとき冷却扇フアンの音を響かせて居た。机き上じように四枚ある液えき晶しよう板ばんに、それぞれ別個の画面が青白く光る。

「イヨオ眼鏡メガネ。今日も手帳の言いい成なりかい？」

「偉えらそうな口を利きくなよ情報屋。社にある証しよう拠こ品を然しかるべき筋に回せば、お前は十年獄ごく舎しや暮らしだ。そうなればお前の亡なき御お父ちち上うえが泣くぞ」

「父上の話は出すんじゃねエよ」

　机に両りよう脚あしを載のせてふんぞり返る情報屋は、十四歳の少年だった。

　散ざん切ぎり頭に大きい眼め。夏でも冬でも、一いつ張ちよう羅らの白い編上衣セーターを着ている。躰からだは小さいが、眼光は爆はぜた硝子ガラスのように鋭するどい。

「それより遅ち刻こくだぜ？　珍めずらしいじゃんか。何、コレと逢引デート？」少年が小指を立てて若にや気ける。

「断じて違ちがう。逢引デートとは結けつ婚こんを決めた女性とするものだ。そして結婚予定は六年後と、手帳の『将来設計』の頁ページに書いて在る」手帳を繰くりながら、俺は答えた。

「何だ。眼鏡メガネ、結婚決めてる女が居んの？」

「それが出来るのは四年後の予定だ」

「あ、そう……」

　俺が手帳を繰りながら真ま面じ目めに答えると、少年は目を丸くして顎あごを落とした。

「理想と計画に生きる、それが大人だ。見習え少年」

「うん……国木田君のキャラは大体判わかったけど、今のはちょっとアレだよね……」

　背後から、木戸を潜って太宰が現れる。

「あれ、新顔。誰？」

「やあ。名乗っても勿もち論ろん良いいのだけれど、次に国木田君が云う台詞せりふがあるから無理」

「少年、人に名を尋たずねる前には自ら名乗るべきだ。あと太宰、許可なく俺の言動を先読みするな」

「眼鏡メガネはつくづく『べき』って言葉が好きだな……まアいいや。己等オイラは田口六ろく蔵ぞう。十四歳。職業は電でん網もう潜せん士し」

「探たん偵てい社に電網ハツ破りキングを仕し掛かけて露ろ見けんし、俺に投げ飛ばされた阿あ呆ほうだ」俺は丁てい寧ねいに注ちゆう釈しやくを加えて遣やった。

「良いだろ、もうその時の話は。なあ、好いい加減あん時の通信記録渡わたせよ」

　六蔵少年は三み月つき前まえ、武装探偵社の情報記録素子に外部から電網攻撃を仕掛け、探偵社を混乱に陥おとしいれた過去が有った。無論、探偵社が電脳方面の備えを怠おこたる筈がない。混乱が収まると直ちに逆探知を行い、此所ここを突つき止めた。

　結局六蔵少年は俺にしこたま締しめ上げられ、犯罪の証拠たる通信記録を軍警に渡さぬことを条件に、情報屋として協力すると云う友好的協力条件を吞んでいる訳だ。

「それで、事前に渡した電子書面メールの送り主は判ったか？」

「人ひと遣づかいが荒あらいぜ眼鏡メガネ。先刻さつきの今で出来る訳ねエだろ。も少し待てよ」

　少年には件くだんの、名も知れん依い頼らい人の居所調査を依頼して在る。電子書面メールの逆探査は、六蔵少年の技術からすればさほど難しい案件では無かろう。

「それでなくともアンタの別件依頼──『失しつ踪そう者の足取り追つい跡せき』で忙いそがしいんだ。そっちが先だろ？」

「そうだな」俺は肯がえんじる。

　──『横浜来訪者連続失踪事件』。

　一見何の関連もない被ひ害がい者しやが、或ある日ふらりと居なくなり、そのまま戻もどらないと云う失踪事件だ。失踪者の数、実に十一名。

　捜そう査さ本部が出来て早はや一ひと月つき。被害者同士の共通点は僅わずかに、横浜の外の人間であるという点、自らの足で歩いて姿を消しているという点しかない。解決の糸口すら摑つかめぬ難事件である。

　六蔵少年に課した依頼は、被害者の失踪直前の行動記録ログ追跡である。鉄道の乗車記録やタクシーの記録などから被害者の足取り調査を依頼したのだが、首しゆ尾びは芳かんばしくないようだ。

「何その事件。初耳だなあ。詳くわしく教えてよ」

　太宰が興味を示し、首を突っ込んでくる。

「後できちんと話す」

　だが俺は軽くあしらい、話題を拒きよ否ひした。

　無論理由あっての事である。俺はこの連続失踪事件の解決を、太宰の『入社試験』に充あてようと目もく論ろんでいる。情報は時機を正しく見て開示したい。

「ふゥん、新人教育って訳か。眼鏡メガネも出世したなァ」

「これが中々頑がん固こな上司でね、困っちゃうよ。──あそうだ、六蔵少年だっけ？　君、電網破りハツカーなんでしょ？　何か無いかなあ、国木田君の弱みとか、見られると困る秘ひ匿とく写真とか」

「おい太宰！　人の前で堂々と脅きよう迫はくの算段をするな！」

「おっ、話が判るね新人。千円、壱いち万円、十万円。どのコースが良い？」

「そんなにあるのか!?」

　待て、待て待て。落ち着け。

「巫ふ山ざ戯けるな、俺に弱みなど無い。餓鬼ガキが吹ふいているだけだ、太宰、相手にするな」

「……ふうん」含ふくみの在る視線を俺に向ける太宰。

「信じないなら良いぜ別に。信じた客に売るだけさ。ただ、眼鏡メガネが先に金払はらうッつうんなら、証拠資料を削さく除じよしても良いけどなァ」

「誰だれが払うか。俺に見られて困る情報など無い！　行くぞ太宰！」

　太宰の襟えり首くびを引っ張りながら、入口の木戸を足早に潜り、少年の室へやを後にした。




　……十じゆう壱いち万まん壱いつ千せん円えんか……。
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　夜の倉庫街に人ひと影かげは無い。

　倉そう庫こ街がい通どおりの路上で、俺と太宰は二人、連れん絡らくしたタクシーが来るのを待って居た。

　行き交かう車しや輛りようの燈が長い尾おを曳ひいて流れて往ゆく。黄色い影。銀色の帯リボン。紅あかく光り散乱する制動ブレーキ燈ランプ。白く広がる前ぜん方ぽう燈とうが建物の影を切り取る。車輛の窓まど硝子ガラスに反射した常夜燈が、液体のように眼前を流れ去る。

　海風は強く雲を送りまた払い、月光は港こう湾わん街に黒と白の影を落とす。

「愉ゆ快かいな子だったねえ」笑え顔がおの太宰が夜空を見たまま云いう。

「奴やつをお前と引き合わせたのは失敗だった。碌ろくな事にならんと先に気付くべきだった」

「センパイ、一つ質問して良い？」

「何だ」

「何な故ぜ、六蔵少年の面めん倒どうを見てるの？」

　太宰を見ると、その表情は真しん剣けんだった。

「彼に仕事を出すのは何故かな。失踪者の足あし跡あとなんて探偵社でも追えるでしょう。今回も電話で済む話なのに足を運んでるし」

　俺は黙だまった。容易には答え難がたい問いだ。

「ちらっと話に出ていた、彼の御お父ちち上うえと関係があるのかな？」

　思わず太宰を見る。

「中あたりだね」俺の表情を見て、太宰は笑う。

「……六蔵の父親は優ゆう秀しゆうな警官だった。だが死んだ」

　仕方なく、俺は語り始めた。

「嘗かつて、探偵社は警察と協力し、ある犯罪者を追っていた。大物の犯罪者で、国や企き業ぎようの施し設せつを幾いくつも破は壊かいした凶きよう悪あく犯だ。警察の必死の追跡にも拘かかわらず、奴の居所はまるで摑めなかった」

「それって──《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件？」

「そうだ」

　軍、警察を巻き込み、本ほん邦ぽうを揺ゆるがす大だい騒そう動どうに発展した凶悪事件だ。

「俺達探偵社は追跡の末、竟ついに奴の潜窟アジトを見つけ出す事に成功し、市警に報告した」

「大おお手て柄がらじゃない」太宰が感心する。

「ああ、確かにそうだ。だが当時のあの事件は軍、公安、市警が合同で動いており、指揮系統が入り交じって混乱していた。さらに悪い事に、犯人はこちらの動きに勘かん付づき、潜窟アジトに立て籠こもった。大量の高ハイ性エクス能プロ爆薬オシブを抱かかえて」

　記き憶おくが蘇よみがえる。電話口の市警の怒ど号ごう。捕ほ縛ばくせよ。待機せよ。飛び交う矛む盾じゆんした指令。

「混乱した指示の所せ為いで、素す早ばやく現場に駆かけつけたのは現場刑けい事じが僅かに五名。彼かれ等らに出された指令は速すみやかな突とつ入にゆうと制圧。……だが世間を震しん撼かんさせた凶悪犯《蒼あお王おう》を相手に、特とく殊しゆ部隊でも異能者でもない五名に何が出来る？」

　しかし、現場の人間は全体を把は握あく出来ない。上に突入と云われれば、そうするしかないのだ。

「結果、犯人は追い詰つめられ、爆ばく弾だんに点火し爆死した。犯人も五名の刑事も、全員死亡」

「──その亡なくなった警官の一人が、六蔵少年の父親なんだね？」

「六蔵少年は早くに母親を亡くし、父親と二人暮らしだった。警官である父を尊敬していたそうだ」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめる。

「その時、市警へ潜窟アジト発見の報を入れたのが、俺だ」

　あの時、より上位の指令系統に連れん絡らくしていれば。或あるいは、探たん偵てい社が共に突入していれば。

「俺が殺したようなものだ」

「違ちがうよ。どう考えたって指示を出した市警の上層部、さらに云えば自じ爆ばくした犯人が悪い」

「そうかも知れん。だが少年の意見は違うだろう。でなければ、探偵社に復ふく讐しゆう紛まがいの電網ハツ破りキングを仕し掛かけたりはせん」

　恐おそらく六蔵少年は探偵社を恨うらんでいるだろう。面と向かって確かめたことはない。だが──

「六蔵少年の父親はもう居ない。それだけが事実だ。誰かが父親の代わりに奴を見守り、時には拳げん骨こつを落としてやらねばならん。俺には偶たま々たまそれが出来る。ならば好都合だ」

「国木田君はロマンチストだねえ」太宰が溜ため息いきにも似た苦く笑しようを漏もらした。

　俺は自分をロマンチストと思った事は無いし、浪漫ロマンの何たるかも殆ほとんど理解して居ない。

　だが俺の知ち己きたる人々は皆みな、口を揃そろえて『お前はロマンチストだ』と云う。理由は良く判わからん。

　この世は理想通りにならん事ばかりだと云うのに。

　考えている内に眼前でタクシーが一台停とまる。運転手が手を振ふる。
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　タクシーの運転手に就ついて、人々は心中に様々な知ち見けんを有ゆうしている。

　清潔たれ、実直たれ、いや裏道迂う回かい路の類たぐいを悉しつ知ちした街路の達人たれ、或いは運転技術に長たけた技術者たれ、笑顔爽さわやかなる好青年たれ、いやいや乗客の料金メーターを一番に考える節約者たれ。各おの々おのの主張は至し極ごく尤もつともであり、他者が異いを差さし挟はさむ余地などない。

　因ちなみに、俺のタクシー運転手に対する願望は唯ただ一つである。

「いやーお久し振ぶりですね国木田調査員。本日はお日ひ柄がらも良く絶好の探偵日和びよりでございますね、今日も眼鏡似合ってますね、僕も運転手の仕事を続けてますとね、お客様の眼鏡の善よし悪あしが判ってくるんでございますよ。気品と云いますか、生うまれの良さと云いますか。国木田調査員の眼鏡はとても善い眼鏡だ！　保証いたしますよ、ええ」

「頼たのむから少し黙って運転しろ」

　第一、何を以もつて眼鏡の生うまれの良さを判断するのか。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。──少し知りたいが。

「タクシーの運転手は無口に限る。客にそう云われたことは無いか？」

「いいえ、云われませんねえ。と云うより、運転中お客様が発言されたことがありません。僕が喋しやべるので」

　このタクシーを巷こう間かんで何と表現するか俺は知っている。地じ雷らい、だ。

　俺と太宰は、前もって連れん絡らくしておいたタクシーに乗って、依い頼らいの調査場所へ向かって居た。車窓から見える闇あん中ちゆうに市街の輝かがやきは既すでに無く、疎まばらな林りん影えいが濁にごった月げつ明めいを掃はいて後方へと流れてゆく。

　無論、不幸にも地雷タクシーに乗り合わせて了しまった訳ではない。態わざ々わざ呼び寄せたのだ。何故か。

　聞き込みを行う為だ。

「太宰、先さき程ほど少し話した『横浜来訪者連続失しつ踪そう事件』を憶おぼえているか」

「ああ、六蔵少年が調べてる奴？」

「ああ。被ひ害がい者しやは十一人。その内二人を失踪直前に目もく撃げきしたのが、この運転手だ」

　俺は眼前の小こ柄がらな運転手を指で示した。

「目撃って云っても、港から宿泊亭ホテルまで乗せただけですけどね。お一ひと方かたは旅行の女性、もう一ひと方かたは業務ビジネス出張の男性でしたね」

「この写真の人物で間ま違ちがい無いか」

　俺は懐ふところから数枚の写真を出した。孰いずれも宿泊亭ホテルの監かん視し映像で確かく認にんされた、失踪者の写真だ。建物に入る姿、帳場で手続きをする姿、翌日宿泊亭ホテルを出る時の姿と、三種類ある。

「ええ、この方達で間違い在りませんよ。服装も写真の通りでした。僕がこの宿泊亭ホテルまでお乗せしたんです」

「オーケイ、それで国木田君、何い時つになったら私はその失踪事件とやらの内容を教えて貰もらえるのかな？」

「……善いいだろう」

　俺はその場で、事件の略あら説ましを説明し始めた。

　約一ヶ月前、出張で横浜を訪おとずれていた四十二歳の男が突とつ如じよ消えた。足あし跡あとを追うと、港から宿泊亭ホテルにチェックインし宿泊、翌日に街へ出た事までは判明した。だが男が仕事の会合に現れることは無く、家に戻もどる事も無かった。宿泊部屋に荷物を残したまま、自らの足で何ど処こかへと消えたのだ。

　他ほかの失踪者もほぼ同じ状じよう況きようで、単身の旅行者、展示会の参加者など合計十一名。失踪者に年ねん齢れい、居住地、職業の共通点は無く、単独で横浜を訪れていたと云いう点のみが類るい同どうして居る。宿泊亭ホテルより後の足跡を追うべく市中の聞き込みを市警が行っているが、目撃情報は皆かい無む。煙けむりか霞かすみの如ごとく、忽こつ然ぜんと消失した事になる。

　市警が最も可能性として強く見ているのは、誘ゆう拐かい。しかしこの大都会で、目撃者も無しに人ひとり攫さらえるような場所などそう存在しない。また家族に身みの代しろ金きん等の脅きよう迫はくはなく、誘拐だとしても目的が不明だ。

「目的ならあるじゃない」

　そこまで黙だまって聞いていた太宰が、そこで明るい声を出した。

「〝出しゆつ荷か〟だよ」

「何？」

「だから、誘拐して売るのさ。聞く限り失踪者は健康な成人でしょ？　心臓、腎じん臓ぞう、角かく膜まく、肺、肝かん臓ぞう、膵すい臓ぞう、骨こつ髄ずい──まあ海外市場で売るから日本円で凄すごい値がつく訳じゃないけど、それでも十一人の人体なら宝の山さ。単独犯なら一財産だ」

「確かに、裏社会ではそう云う闇流通が在ると聞くが──いやに詳くわしいな」

　一いつ般ぱん人がそうした知識と接するのは、精せい々ぜいが映画や創作噺ばなしの中だけだと思うが。

「いやなにね、場ば末すえの飲み屋で、酒の肴さかなにそんな話を聴きいたってだけさ」

　胡う散さん臭くさい説明だ。言い訳めいている。

　まあ、この男は全身を構成する物質全すべてが胡散臭いが。

「……ならば失踪者は、自ら臓器調達人バイヤーの元を訪れたと云うのか？　『私の臓器を購かって下さい』と？　態わざ々わざ出張や旅行の最さ中なかに？」

「そうだね、ちょっと不自然かな。となるとやっぱり臓器売買じゃなくって、事情があって姿を消したかった。それで失踪専門の斡あつ旋せん業者に依頼して新しい名前と戸こ籍せきを貰ってからドロンと消えた、とか」

「それでも斡旋業者に会う為ため自ら街を移動すれば、目撃されるなり監視映像に残るなりするだろう」

「業者に変装の達人が居るんじゃない？」

「そういえば在るって聞きますよねえ、僕聞いた事ありますよ、撮さつ影えい業界なんかで男性でもまるきり女性に化けられる技術が在るとか。何でも先まず真綿を頰ほおの内側に詰つめて顔の輪りん郭かくを変えてから──」

「お前の話は聞いてない」長話に発展しそうだった運転手の台詞せりふを素す早ばやく遮さえぎる。

「あ、閃ひらめいた。見てこの写真、二人とも眼鏡してるじゃない。共通点が見付かった！　つまりこれは、『眼鏡連続失踪事件』だ！」

　写真を見る。確かに映像の被害者は眼鏡を掛かけている。黒くろ縁ぶちと銀ぎん縁ぶち。

「よし国木田君、出番だよ！」

「何の出番だ。それに他ほかの九人の中には眼鏡をして居ない者も何人か居たぞ。共通点とは云えん」

　俺の記き憶おくでは、九人の内眼鏡は四名、遮光サン硝子グラスが二名、残り三名は何も掛けて居なかった。

「ちぇっ。……それじゃあ仕方ない、別の方法で国木田君を囮おとりにしようか。犯人の標的は旅行者だよね。じゃあ国木田君には、ゴム長なが靴ぐつに背囊リユツク、赤と緑の格こう子し柄がら襯衣シヤツ、登山ニツカ股引ボツカで横浜の街を歩き回って貰おう。巨きよ大だいな写真機で通行人を片かた端はしから撮とりまくり、語ご尾びは『ずら』で」

「誰だれがやるか！」

「『誰がやるずら！』」

「そんなもの作戦と呼べるか！　却きやつ」

「『却きやつ下かずら！』」

「先読みするな！」

「えー？　それじゃあ国木田君には裸はだかに手品シルク帽ハツトで、一輪車で街路を疾しつ走そうしながら好きな女性の傾向タイプを叫さけんで貰おう」

「趣しゆ旨しが変わって居る！」

「ではですね、国木田調査員には道化ピエロ姿で読書を」

「お前は黙ってろ！」

　ええい、どいつもこいつも！

　段々腹が立ってきた。

「太宰！　少しは真しん剣けんに働け！　何い時つになったらお前は真ま面じ目めに仕事をするのだ！」

「ええ、私ずっと真面目なのだけどなあ」

　だとしたら余計悪い。

「善いよ、じゃあこうしよう。もう直すぐに、私は清せい廉れんなる探たん偵ていになると誓ちかうよ。地道に調査し、検分し、推理する。上司たる国木田君が舌を巻き、これならば明日から単独で仕事を任せても問題無いな、そう膝ひざを打つような優ゆう秀しゆうな男になるよ」

　太宰がまくし立てて弁明するが、全く信用ならない。

「もう直すぐとは何時だ」

「このタクシーを降りたら」

　ほう。

「本当だな」

「無論さ。自殺主義者に二言は無いよ。……で、その代わりと云っては何なのですが」

　見ろ、そう来ると思った。

「何だ。給料を上げろだの、楽な仕事を回せだのはお断りだぞ」

「そんな大層なことじゃないよ。ただちょっと、さっきから興味を惹ひかれるモノが在ってね」

　太宰はじーっと、運転手のほうを注視して居る。その眼めが好こう奇き心しんに輝かがやいて居る。




「……運転させて」
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「ぎゃああああああああぁぁぁぁ！」

「うーはははははははははー！　私は風!!」

「待っ、太宰、お前止めっ、頼、ぬわあああおぉっ！」

「うぎぃあああ───!!」

「オロロロロロロロロ」
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「さあ、無事着いたよ！」

「お前にはっ……二度と、運転させん……！」

　ドアを開き、太宰は颯さつ爽そうと、俺は転がり落ちるようにタクシーから降車した。

　運転手に至っては助手席で伸のびている。一晩目覚めることは無かろう。

「何、酔よったの？　だらしないねえ」

　太宰の発言に軽い殺意を覚える。

　これを車くるま酔よいとは呼ばん。足あし腰こしが震ふるえて立てん。平へい衡こう感覚が無い。生誕直後の草食動物の如ごとく両手両足をついて震えながら立つのがやっとである。

　過か酷こくな武道鍛たん錬れんでも此これ程ほど疲ひ弊へいしたことはない。

「さて、早さつ速そく仕事と参りましょう！　先程約束したからね、サクサク行くよ！」

　少し休ませろ、とは先程説教した手前云いい辛づらい。

「依い頼らいの住所はすぐそこだね。……処ところで、国木田君って幽ゆう霊れいとか狐こ狸り妖よう怪かいの類たぐいは平気？」

「幽霊？……そんなモノを怖こわがって武装探偵社が務まるか。いかな魑ち魅み魍もう魎りようより、刃は物ものと銃じゆう火かの方が脅きよう威いに決まって居るだろうが」

「それは善よかった。何しろ今回の調査場所は、あそこのようだから」

　太宰の指し示す方角に目を移す。

　そこに在ったのは山奥に佇たたずむ、崩ほう壊かいした黒い建造物。

　闇やみを煮に染しめ、死と朽きゆう壊かいの気配も濃のう厚こうな、打ち棄すてられし廃はい病院の怪かい容ようであった。
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　何な故ぜ。

　何故この様な深夜に調査を行おこなって了しまったのか。

　人は生きる限り必ず病やむ。無む謬びゆうの精神が存在しないように、無む病びようの身しん体たいも存在しない。その証しよう左さに、人は皆みな病院より生まれ病院にて没ぼつする。病院とは謂いわば、此し岸がんと彼ひ岸がん、死者の世界と生者の世界との境界あわいである。

　それが見放され朽くち果てた廃病院となれば、尚なお更さらの不気味さだ。割れた窓より忍しのび込む月光に照らされて、瓦が礫れきに落ちる影かげは幽ゆう玄げんの青、床ゆかに淀よどむ水みず溜たまりは虚きよ血けつの紫むらさきである。

　前庭に咲さく彼岸花ばかりが毒々しく朱あかい。

「暗い……何も見えん」

「それがまた好いい感じじゃない」

　廃病院の廊ろう下かを摺すり足で歩く俺の横を、軽い足取りで太宰が追い抜ぬいて行く。

　壁かべは腐ふ敗はいし崩くずれ、配線は朽ち果て天てん井じようより垂れ下がる。窓まど枠わくは外れ、備品はあらかた盗ぬすまれ、病室は虫むし螻けらの住処すみかと成り果てている。

　一体、この様な廃はい墟きよに、誰が好んで這は入いろうと云うのか。

「依頼人の願いは、ここで夜よ毎ごと繰くり返される音と光の正体を解明する事だ。何が出るか判わからん。警けい戒かいするぞ」

「うん……勿もち論ろん判ってるけど、国木田君、警戒しすぎじゃない？」

　俺は太宰を睨にらんだ。

「何を云う。敵を決め付け、過小評価する事こそ愚ぐ者しやの蛮ばん行こう。探偵社の一員たる者、常に最悪を想定して動くと知れ」

　俺は慎しん重ちように慎重を重ね、背を低くし、不意の襲しゆう撃げきに備えるべく構えて廊下を進む。

「ひょっとしてビビってる？」

「びびびビビってなど居ない！　阿あ呆ほうか！」

「じゃあ疾はやく行こうよ」

「愚おろか者め、此この手の映画では、調子に乗って軽けい率そつな行動を取る者から先に犠ぎ牲せいになるのだ」

「此この手の映画って何」

「良いから先に往ゆけ。俺は後方を警戒する」

「それって先に行きたくないだけじゃ……あそうだ、暗いから駄だ目めなんだよ、照明ライトで照らせば」

　それは既すでに考えた。灯あかりに頼たよりたいのは山やま々やまだ。だが……。

「病院に何者かが居た場合、我々の照明に気付いて逃にげる懼おそれがある。月光を頼りに進むぞ」

「ふうん」

　闇あん中ちゆうを二人して進む。颶ぐ風ふうに建物が軋きしむ。何ど処こかで水すい滴てきの落ちる音がする。

　廃病院の周囲の土地には民家どころか建物ひとつ無く、ただ渺びよう茫ぼうたる林と山さん野やが広がるばかりである。吹ふき荒すさぶ風に煽あおられて黒い木々の隊列がざわざわと啼なく。

　依頼人の文面を思い出す。何が『近きん隣りんに住む』だ。この建物は周囲数粁キロに及およんで迚とても人の立ち入るような処ところではない。近隣に住まうのは狐きつねか熊くまばかりといった風ふ情ぜいだ。

　──では依頼人は、一体何者なのか。

　──依頼人の名が無い。

　──ひょっとして、依頼人も怨うらめる悪あく霊りようだったりして。

　太宰の言葉が蘇よみがえる。

　前方後方、悉ことごとく闇ばかりで何も見えん。建物の隙すき間まに迷い込んだ風なき風が鳴るのがまるで女の哭なき声だ。

　…………。

　霊れいなど信じん。俺は代数学の講師であり、化ばけ学がく・物理学も修めて居る理学の徒とだ。怨おん霊りようが形を取り生者に徒あだなすなど、暗所に対する恐きよう怖ふ心が創つくり出した妄もう想そうだ。

　…………。

　怖くない。俺は震えてなどいないぞ。泣いてもいない。

「出たァッ！」

　ぎゃああああ！

　突とつ然ぜん前方で叫さけんだ太宰の声に心臓が飛び上がる。

　太宰は振ふり返り、大きく口をあけたまま俺を見て、俺の表情を確かく認にんし、ゆっくりと、しかし深く、にやあっと笑った。

　こいつは……！

「馘首クビにするぞ!?」

「いやあ、国木田君があんまりに緊きん張ちようしているようだったから、気き紛まぎらわしにね」

「もうお前など知らん！」

　太宰を押し退のけ、さっさと先に進む。

　くそ、暗い。何も見えん。何も見えんから、その闇に何か居るのではないかと錯さつ覚かくしてしまう。

　闇やみ影かげに眼めが、虚こ空くうに吐と息いきがあるのではと勘かん繰ぐってしまう。

　暗い。

　暗い。

　もう駄目だ。




「『独どつ歩ぽ吟ぎん客かく』──懐かい中ちゆう電灯ォォォ!!」




　明るくなった。
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　廃病院内部を調べて回った結果、確かに人の這入ったような気配が幾いくつか有った。

　何か車輪付きの荷を引き摺った跡あと。革かわ靴ぐつの足あし跡あと。服の糸いと屑くず。ただそれが、毎夜忍しのび込んでいる犯罪者の形けい跡せきなのか、あるいは唯ただの火事場強ごう盗とうの跡なのかは、判然としなかった。

　異能力で顕けん現げんさせた小型の懐中電灯で照らせば視界は確保される。だが病院にのし掛かかる濃こい射ぬ干ば玉たまの闇やみが払はらわれる訳ではない。

　文字通り一寸先は闇、前方を照らせば足あし下もとは闇やみ大わ海だに没し、足下を照らせば前方は暗黒の洞ほらである。おっかなびっくり進んでも、捜そう査さを進展させる様なモノは何もない。

「これはイタズラだね。帰ろう」とうとう太宰が飽あきて踵きびすを返した。

「おい待て、『地道に調査し、検分し、推理する』は如ど何うした。この程度で音を上げて探たん偵ていが務まるか。もっと証しよう拠こを──」

「必要ないよ。これ見て」

　太宰が摘つまみ上げたのは、暗色の細引コードだった。両りよう端たんが床に埋うまって消えている。──否いや。

「それは──配線か？」

　だとすれば、かなり新しい。時経へて朽ちた病院の内装電線とは明らかに異なる。恐らく数ヶ月内に設置されたモノだろう。

「この配線を辿たどると──」

　太宰が配線を手た繰ぐり、その端はしを追った。巧たくみに隠かくされ埋め込まれては居るが、竟ついにその一いつ端たんに辿り着く。

　太宰が持ち上げたそれは、

「これ……撮さつ影えい機だね。誰だれかがこっそり設置したんだ。きっと此所ここだけじゃあない。やれやれ、依い頼らい人は偽にせの依頼で呼びつけて、お化バけに怯おびえた国木田君が泣くのを盗とう撮さつしてた訳だ。悪い奴やつだね」

「お、俺は泣いてない！」

「そうだよねえ。こんな暗いだけの廃墟で怯えるなんて、小学生でも有り得ないよねえ」

「…………」

「大体病院の幽ゆう霊れいなんて、居てもきっと気き概がいがないよ。病死でしょう？　事故死だったら事故現場に憑つく筈はずだもんね。そんな霊、人を取り殺す程ほどの根こん性じようもないよ。悪くても精せい々ぜいが未練とか悔かい恨こんさ。『死にたくなかったなぁ』とかね。ああやだやだ、折せつ角かく死ねたのに何を贅ぜい沢たくな」

「太宰……おい、まあその、そのへんで……」

　お……怨霊が聞いて居たら如ど何うするのだ。

「せめてさ、生者を怨むのならこう、瘦やせさらばえた肺はい病びよう病やみの女とかじゃないと。濡ぬれ髪がみ振ふり乱して怨みを込めて、『あな怨めしや、生者羨うらやましや、此この暗き淵ふちより救うてたもれェェ、此の苦しみより救い出してたもれエェェ、嗚呼ああ苦し、血が、骨が、肉が、腑はらわたが、ア、ア、アァァァァ』」




「助けてえええぇぇぇっ!!」




　突とつ如じよ響ひびいた女性の甲かん高だかい叫びに、心臓をげろんと吐はき出す程驚おどろいた。

　だが一いつ瞬しゆんの後、冷水を浴びせられたようにはっとする。




　今の悲鳴、生きた人間のものだ。




「今の声は……」

「こっちだ！　急げ！」

　太宰を待たず、朽くちた廊ろう下かを駆かけ出す。

　最短で階きざはしを下り、廊下を渡わたる。瓦が礫れきを蹴け立たてて悲鳴のした方角へ奔はしる。

　辿り着いたのは地下区域だ。剝はがれた天てん井じように朽ちた廊下。給湯室、医薬管理室、放射線撮影室に霊れい安あん室しつが並ぶ。

　声を追って、旧ふるい給湯室に飛び込む。

　居た！

　広い衣類洗せん浄じよう用の水すい槽そうの水面から、女性の右手が突つき出て必死に藻も搔がいている！

　急ぎ駆け寄って水中を覗のぞくと、水底に肌はだ着ぎ姿の若い女性。片かた腕うでに手て錠じようが掛けられ、水底の把は手しゆに繫つながれて居る。

　手錠の所せ為いで、水面上に出られないのだ！　これでは溺でき死しする！

「何だこれは──！」

「この鉄てつ格ごう子しを毀こわさないと！」

　太宰が格子を摑つかんで叫んだ。衣類洗浄用の水槽には大きな嵌はめ殺しの鉄格子が蓋ふたをしており、女性の脱だつ出しゆつを阻はばんでいる。

　両手で摑んで全力で揺ゆする。錠でも掛けられているのか、迚とても膂りよ力りよくで外れそうにない。

　水中の女性と目が合う。鳶とび色いろの瞳ひとみ。限界まで見開かれたその瞳が強く訴うつたえかける。

　助けて。

「今助ける！　水槽の端に寄れ！」

　手を振って動きを指示する。気付いたのか、女性が背中を水槽の壁かべにつけて身を縮めた。

　俺は腰こしから拳けん銃じゆうを取り出す。安全セイフ装置テイを外し、水槽の外がい壁へきに向けて構える。

「下がってろ太宰！」

　中の女性に跳ちよう弾だんが飛ばぬよう角度をつけて、外壁に三発撃うつ！

　撃ち込まれた水槽の壁には穿せん孔こう痕こんと亀き裂れつが刻まれた。壁に罅ひびが入り、内部の水が溢あふれる。

　その罅に向かって、全身を旋せん回かいさせた回し蹴げりを放つ！

　回転力を得た俺の踵かかとが外壁に突き刺ささり陶とう器きとモルタルの壁素材を一いち撃げきで破は砕さい。大穴が穿うがたれ、大量の水が溢れ出る。

「げほ……げほげほっ！」

　大穴から水が噴ふん出しゆつし、漸ようやく水位が顔より下になった女性が、貪むさぼるように呼吸を再開する。何とか間に合ったようだ。

　太宰が大型の蛇じや口ぐちを捻ひねり水を止めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」俺は格子の中に手巾ハンカチを差し出した。女性が未いまだ震ふるえる指で受け取る。

「誰かが溺おぼれさせようとしたようだけど……犯人を見たかい？」太宰が尋たずねた。

　咳せき込み、全身で息をしていた女性が、喉のどを詰つまらせ乍ながらも漸く声を出した。

「私──誘ゆう拐かいされたのです。仕事で横浜を訪おとずれた日、急に意識が遠のいて──気が付いたら此所ここに」

　俺と太宰は顔を見合わせた。
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　太宰と協力して鉄格子と手錠を毀こわし、女性を救助した。鉄格子は円シリ筒ンダー錠じようで三さん重じゆうに施せ錠じようされていた為ため、已やむなく拳銃の尻しりで叩たたき毀した。

「佐さ々ざ城き信のぶ子こと申します。東京の大だい學がくで教きよう鞭べんを執とっております。横浜を訪れた折、ふと気が遠くなりまして……気がつくと此所に」

　しとどに濡れ青い顔をした佐々城女じよ史しは、それでも気き丈じように状じよう況きようを説明した。

「佐々城さん。貴女あなたが意識が遠のき誘拐されたと云いうのは、何日前か判わかるかい？」

「申し訳ありません……気を失っておりまして詳くわしくは……ただ躰からだや空腹の具合からして、二、三日以上は経っていないかと思いますが……」

　横浜連続失しつ踪そう事件の被ひ害がい者しやが姿を消したのは三十五日から七日前の間。女史の言葉が正しければ、十二人目の被害者である可能性が高い。

「…………」

　太宰は先刻さつきから黙だまりこくって腕うでを組み、頻しきりに何かを考えて居る。

　佐々城女史は長い黒くろ髪かみの、やや瘦せた女性だ。年ねん齢れいは俺と同じ位だろうか。

　彼女の躰は震えていた。誘拐された後に服を奪うばわれたのか、衣服は極ごくわずかな下着と肌着のみ。太宰の外がい套とうを借りて羽織っているとは云え、この深夜に肌着のみの半はん裸ら、それもずぶ濡れの身では震えるのも無理もない。

　寒気に震え、自らの腕かいなを抱かかえる手も、床ゆかに投げ出された足も、おそろしく細い。肌はだに張り付いた衣服が艶なまめかしい曲線を描えがいて居る。肌は向こうが透すけるのではないかと思えるほど儚はかなく白い。

　領うなじに張り付いた水みず髪がみが、胸むな元もとに雫しずくを滴したたらせる。何となく、理由も無しに俺は目を逸そらした。

「それよりも、この建物には同様に捕とらえられた方が居る筈はずです！　声を聞きました」

「何っ」

　他ほかの失踪者か。彼等もまた誘拐され、この建物内に監かん禁きんされて居るのか。

「ご案内します！　こちらへ」女史はふらつきながらも立ち上がり、俺達を案内しようとする。

　だが。

「……待て」手を掛かけて佐々城女史を止めた。

「太宰。この状況をどう見る」

「佐々城さんの恰かつ好こうがエロい」太宰が真顔で云った。

「真ま面じ目めに！」

「……出来過ぎているね」太宰が腕を組んで再び答えた。

「私達はこの廃はい墟きよに、謎なぞの声や光を調べに来た筈だよね。なのにもう一つの事件、連続失踪事件の被害者を発見した。この二つは無関係な、別個の事件の筈だ。私達が担当して居ると云う一点を除けば……佐々城さん、犯人を最後に見たのは何い時つ？」

「申し訳ありません、姿をきちんと見た事は一度も……ですが、私が気付いた時には水槽の蛇口が捻ひねられ、水が顔近くまで貯たまっていました。恐おそらく私が目を覚ます五分ほど前に、犯人自らが蛇口を開いたのだと思います」

　その時に叫さけんだので、俺達に聞こえたのだ。すれすれの機タイミングだった訳だ。

「なら犯人はつい先刻さつきまで居た訳だね。我々が近くを歩いて居る事を犯人が気付かなかったとは思えない。では犯人は何な故ぜこんな事を？」

「俺達の存在を知って慌あわてたか、或あるいは──」

　周しゆう到とうな罠わなか。

　だが、罠を恐れてこのまま退散するなど論外だ。

　この建物に失踪の被害者が居おり、監禁されて居る目算が強いとあらば、助け出さん訳にはいかん。

「最初の被害者は失踪から既すでに三十五日経たつ。今なお監禁されて居るのなら命に関かかわる。太宰、彼女を警護し乍ながら随ついて来い」

　銃じゆうを構え、廊ろう下かを進む。




　念のため市警に一報を入れた後、佐々城女史の案内で辿たどり着いたのは、霊れい安あん室しつであった。遺体は貴重品であり、平素より盗とう難なんを防ぐ必要がある為、扉とびらは頑がん丈じよう。鉄てつ扉ぴは掛かけ金がねで施錠されて居る。生きた人間を幽ゆう閉へいするにも好条件だ。

　罠の無いことを確かく認にんして掛かけ金がねを破は壊かいし、室へやに駆かけ込んだ。両手首を交差させ、銃じゆう口こうと電灯を同時に前方に差し向ける。

　霊安室は十米メートル程度の奥行きがあり、おそろしく暗い。殆ほとんどのモノは引き払はらわれ、あるいは盗ぬすまれて、室内はがらんと空くう虚きよだ。あるモノと云えば脚あしの折れた遺体担たん架か、裂さけた遺体袋ぶくろ、壁に備え付けられた引き出し式の鉄てつ棺かん桶おけ。

　その他には何も無い。死体も、生きた人間も。──否いや。

　電灯の光に反応して、室へやの奥で何かが動いた。そちらに電灯の白びやつ光こうを投げる。

「た……助けて呉くれ……」

　居た。

　壁かべ際ぎわの鉄てつ檻おりに、纏まとめて四人。皆みな佐々城女史と同じような、簡素な肌はだ着ぎ姿だ。

「ここは、何ど処こ？」

「先刻さつき女の叫さけび声ごえが……どうなって居るんだ」

「落ち着け。俺達は救助だ。叫さけび声ごえの女性も救助した。怪け我が人は居るか？」

「い──否いや、だが、ここは何処なんだ？　我々は何故こんな場所に」

　近づいて状況を確認する。入口とは逆側の壁かべに、猛もう獣じゆうを船せん舶ぱく輸送する際などに使う金かな網あみ檻おりが打ち付けられていた。手持ちの器具での取り外しは難しそうだ。檻自体も、造りが単純なだけに頑がん健けんで、破壊には時間が掛かるだろう。

「ふうん。電子端たん末まつ式の施錠ロツクだね」太宰が檻の錠じよう前まえに近付いて確かめる。「暗号か、生体認証か、合言葉か……『開け胡麻ゴマ』！　『稲フラ光ツシとユ・雷サン鳴ダー』！　『恥はじの多い生しよう涯がいを送っております』！　うーん、開かないか。壊すしかないね」

　何だ最後のは。

「壊すには多分、この辺を、こう──」

　太宰が端末に触ふれようとした瞬しゆん間かん、佐々城女史が弾はじかれたように叫んだ。

「駄だ目めです、その錠前に触れては不い可けません！」

　太宰が驚おどろいて振ふり返る。端末に紅あかい燈ともしびが点ともる。

　上階で何かの金属が落ちる音。何かが開く音。

　檻の中に乳白色の噴ふん煙えんが撒まき散らされる。思わず駆け寄った俺の眼めと喉のどに刺さすような激痛。

　檻の中の失踪者達が魂たま消ぎえる絶ぜつ叫きようを上げた。

「毒どく瓦斯ガスだっ！」

　激痛に涙なみだが溢あふれる。視界が覚おぼ束つかぬ。世界が滲にじむ。まるで何もかもが踊おどっているかのようだ。いくらか吸って了しまった。だが被害者を見捨てる訳にはいかん。檻に手を掛ける。

「近付いては駄目です、もう手て遅おくれです！」

　誰だれかが腕を摑つかみ背後に引っ張る。五月蠅うるさい。俺は助けねばならん。被害者は死んではならん。

　それが理想だ。それが世界の在るべき姿だ。

「国木田君！　疾はやく！」太宰が後方で叫ぶ声。

　厭いやだ。これは間ま違ちがって居る。

「駄目です！」

　佐々城女史が俺を抱だき締しめて止める。何故だ。何故止める。人は死んではならんのだ。俺の目の前では、誰も──

　太宰に引き摺ずられ室へやを後にした。俺は何かを叫んで居たが一向に憶おぼえて居ない。




　監禁されて居た四名は全員死んだ。






　　　二．








十一日。




深夜帰宅の後のち吾われ硯すずりに向かひつ、黙もくす。




記き憶おくして忘るゝ能あたはざる日なれど、手記をして書くるを認めず。




如い何かなる苦難にも忍しのぶ可べし、三斗との泥どろを塗ぬられ猶なほ笑ふ可べし。




黙もく、又また黙もく。









　探たん偵てい社の執しつ務む机で、新聞を読む。

　朝から報道は大変な騒さわぎだ、映像も、電網ネツトも、或ある煽セン情セイ的シヨナルなニュースをがなり立てている。

『横浜連続失しつ踪そう事件の被ひ害がい者しや、発見さるも死亡』

『民間の探偵会社が独断で踏ふみ込んだ為ため死亡か』

　そして画像。白はく煙えん、悶もだえる犠ぎ牲せい者しや、そして鉄檻に摑みかかる俺。

　新聞には未まだだが、間もなく載のるだろう。

　探偵社の電話は朝から絶え間なく鳴り響ひびいている。苦情の電話だが、近くそれに遺族からの訴そ訟しようの電話が交じるだろう。さらに残り七名の失踪者の行ゆく方えは、依い然ぜん不明だ。

　何者かが、毒どく瓦斯ガスによる被害者死亡の瞬間を撮さつ影えいし、世間に散ばら蒔まいたのだ。

　机の電話が神経に響く音で鳴る。俺は受話器に手を伸のばした。

　俺が手に取るより早く、太宰が受話器を摘つまみ上げ、直すぐ元に戻もどした。呼出音が消える。

「これが敵さんの狙ねらいだった訳だね」明るい声だ。写真を持っている。

「せめてもの慰なぐさめはこれだね。国木田君、中々男前に写ってるよ」

　太宰が持つ写真を無言で取り上げようとしたが、ひらりと手を掲かかげて避よけられた。

「今日はもう帰れば？　君、凄すごい顔しているよ」

「……帰らん。業務が有る」

「こんな非常事態に律りち儀ぎだなあ。私なんか探偵社屋に入ろうとしたら二回石投げられたよ」

　俺は外に眼を遣やる。朝から数名の抗こう議ぎ者が、社屋の外でがなり立てて居る。明日は更さらに増えるだろう。

「律儀？　阿あ呆ほう、最優先の業務が有るだろう。犯人捜しだ」

「まあ……それは確かに、その通り」恍とぼけた顔で太宰は肯がえんじる。

「佐々城女史は？」

「参ってるね。今は医務室で与よ謝さ野の女せん医せいが診みてるよ。大だい事じは無さそうだけど」

「彼女の話を聞こう」

　俺は立ち上がる。佐々城女史は犯人に接せつ触しよくし唯ゆい一いつ生せい還かんして居る証人だ。誘ゆう拐かい手口から犯人が判わかるかも知れん。

　先に医務室に向かった太宰を追うべく立ち上がり、ふと写真に目を落とした。俺と佐々城女史、被害者は顔まで写って居るが、太宰の姿は外套コートの裾すそが写る程度だ。

　あいつ、どうやってこの隠かくし撮どりを避けたのだ？
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「申し訳ありません……お力に成りたいのですが……」

　医務室で女史は力なく俯うつむいた。

「私は元がん来らい体が弱く、貧血で倒たおれる事が間ま々まあるのです。特に事件の日は体調を崩くずして居おりまして……駅で気を失ったのは恐おそらくその為かと」

　それでは、犯人の姿も手口も判らんという事か。だが──

「だとしても、昏こん倒とうした貴女あなたをどさくさで誘拐した奴やつが居いる訳だ」

　横浜駅の直ただ中なかで誘拐など、人が多過ぎて不可能だ。気絶した女性を運ぶならば尚なお更さら目立つ。敵は複数犯か、或あるいは余よ程ほど巧たくみな技巧トリツクを用いたか──

「昨日は……本当に、有り難がとう御ご座ざいました。あの時助けて頂かなければ、私の命は御座いませんでした。そればかりか、こうして保護して頂き、何かと扶ふ助じよ頂いて……私その、頼たよれる知人親類も居りませんもので」

　佐々城女史は細い頸くびをうなだれて黙もくした。それきり喋しやべらない。そうされると、元来の細さ色の白さと相まって、糸の切れた仕し掛かけ洋人形のようだ。

　実際、彼女は人生の糸が切れたに等しい。正体不明の殺さつ人じん鬼きに殺されかけ、理由も判らず、今なお命を狙われているやも知れんのだ。

「それに昨晩は、ご邸てい宅たくにお泊とめ頂きましたうえ、ご面めん倒どうを……お掛かけ致いたしまして」
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　……ん？

「泊めた？　何ど処こに？」

「うち」太宰がしれっと答える。

　…………。

　…………そういうのアリなのか、最近は？

「太宰様……有り難う御座いました。その……大変、お世話に……なりまして」

　何な故ぜか頰ほおを紅あからめて恥はじ入る佐々城女史。

「どうしたの、国木田君？　もの凄く変な顔してるよ、今の君」

「太宰、お前……幾いくら何でも手が早すぎないか？」

「いえ、違ちがうのです。私から御お願ねがいしたのです。その……是ぜ非ひにと」

「いやあ、お気になさらず。紳しん士しの嗜たしなみですから。初対面の方に御願いされるのも、良く有ることだし」太宰が笑え顔がおで返礼した。

　…………。

　俺は軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな色いろ恋こいは好まん。男女の仲は慎つつしみ深く互たがいを尊敬したものであるべきだ。

　故ゆえに、一夜の行きずり、気分だけの睦むつみ、計画の無い刹せつ那な的な交際などは断じて許されざる、弾だん劾がいすべき行こう為いと常々考えて居る。

　故に、故に。太宰如ごときがいくらモテた処ところで、寸すん毫ごうたりとも羨うらやましくは無い。悔しくも無い。




　羨ましくなんか無いぞ。
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「薄はつ倖こうの美女だねえ」

　医務室より戻り、調査に向かうべく社にて準備を整えている時、太宰が若にや気けながら云いった。

「お前はああいう女性が好みか」

「私は女性は皆みんな好きだよ。凡あら百ゆる女性は生命の母にして神秘の源だからね。でも佐々城さんは、頼たのんだら一いつ緒しよに心中してくれそうで良いなあ」

「お前は蟬セミとでも結けつ婚こんしていろ」

　男女の交際は清く靭つよく在るべきだ。お互いに補完しあい高めあう理想の配はい偶ぐう者しやとのみ交際し、一生添そい遂とげる。それが俺の『理想』だ。

　実際に手帳にそう書いてある。

「国木田君こそどうなの。佐々城さんどう思う？」

「事件の被害者にして証人。それだけだ」

「全く想像出来ないから訊きくんだけど……国木田君の理想の女性って、どんな人？」

「読むか」

　俺は自らの手帳の頁ページ、『配偶者』の項こうを開いて見せる。俺の手帳には凡あら百ゆる計画が記入されている。

「長っ！　これ全部!?」

　太宰が手帳の頁を読み進めるにつれ、表情が凍こおり付いてゆく。

「……うわっ。いやいやいや、それは流石さすがに……うわ、ええっ」

「何だその反応は。変か？」

「いや、良いいと思うよ。男性なら誰だれしもが共感出来る理想だよね……それぞれの項こう目もくは」

「そうだろう。女性に理想を求めて何が悪い」

「その通り、全くその通りだよ国木田君。でも一つ云えるのは、その頁ページ絶対女性に見せない方が良いよ。引くから。私でも今『こんな奴いねぇよ！』って叫さけぶの我が慢まんしてるもの」

　そんなものか。

「さあ、判ったから仕事に行くぞ。誘拐犯の手て掛がかりを追う。太宰、何か気付いた事はないか」

「ひとつ在るよ」

「何だ」

「女性の理想を追うなら、まずその地味眼鏡メガネを何とかしないと」

　太宰が素す早ばやく俺の眼鏡を奪うばい、自分の眉み間けんに掛ける。似合わん。

「その話題はもういい！　返せ！」

　眼鏡など、業務に差し支つかえなければ十分だ。眼鏡の品質で評価が変わるならば誰も苦労はしない。

　それにしても眼鏡の太宰は実に滑こつ稽けいな面つら構がまえだ。何故か平時より阿呆に見える。

「…………眼鏡？」

　眼鏡。被ひ害がい者しやの写真。顔。監かん視し装置。全員が、宿泊亭ホテルの──

「如ど何うしたの、国木田君」

　自らの足で宿泊施し設せつから消えた失しつ踪そう者。全員が一人で横浜に宿泊。施設出入口の監視映像。

「行くぞ太宰」太宰から眼鏡を奪い返し、自分に掛ける。

「犯人が判った」
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　横浜港に潮風が吹ふく。俺と太宰は、横浜港の海辺、河口の畔ほとりに立っていた。

　空を見れば日は既すでに高く、雲と雲とが作る青の底で白い光が砕くだけて頭上に降り注いでいた。だが俺の心中は晴れん。

　目の前に見覚えのあるタクシーが停車する。

「国木田調査員！　さあ、早くお乗り下さい」見覚えの有る運転手がこちらを手招きした。俺達は急ぎ乗り込む。

「悪いな、急に頼んで」

「何の何の、探たん偵てい社の、国木田調査員の一大事とあらば、たとえ火の中水の中で御座いますよ！　さて何と致しましょう、お急ぎで向かわねばならぬ処ところが有るとか。制限速度ぶっちぎりで急行致しますよ！」

「制限速度は守れ。実は、先せんだって話した横浜連続失踪事件、あの犯人が判わかった」

「何ですと！　廃はい病院の報道、僕も拝見しましたよ。亡なくなられた被害者の無念如い何かばかりか……その犯人の捕ほ縛ばくに向かわれるのですね、合が点てん致しました！　早くせねば犯人に逃にげられる、して、現場は。誘ゆう拐かいの凶きよう行こうが行われた場所は何処いずこでございましょうや！」

「ここだ」

「は？」




「犯人はお前だ。そして誘拐現場はここ、タクシーの中だ」




「は……何と仰おつしやりました？　僕には、意味が、何やら」

「考えた。この都会で、人ひとり目立たず誘拐出来るのは誰か。見知らぬ人間でありながら、被害者が何の警けい戒かいも無く個室に二人のみと成るのを許す場所は横浜の何処に有るか。ここだ。お前はここで被害者に催さい眠みん瓦斯ガスを嗅かがせ、気絶した処を誘拐したのだ。自分は防毒面マスクで瓦斯ガスを防いで」

「いや……いやいやいや、お待ち下さいよ。確か調査では、被害者の方々は自らの足で歩いて何処へともなく消えたと、乗り物に乗った形けい跡せきや施設に入った記録も無かったと、そう聞いておりますが。若もし被害者が皆このタクシーに乗ったのであれば、通話なり、乗り込む処を誰かが記き憶おくされて居るのでは？」

「そうだ。間ま違ちがい無く被害者は全員、このタクシーに乗り込んだ。だが市警が幾いくら調べても、その記録は出ない。調べる日付を間違えていたからだ。被害者が乗り込んだのは、彼等が失踪した日ではない」

「それは……どういう」

「まあまあ、国木田君。こう云うのは相手の質問に一々答えてたらキリが無いよ。私が順を追って起こった事を説明するね」

　太宰が割って入り、推理を進めていく。

「運転手さん、君は日常業務を行いながら、ある特定の客を探して居た。条件は簡単。『一人で横浜を訪おとずれており、これから宿泊亭ホテルに向かう事』『帽ぼう子し、眼鏡、遮光サン硝子グラス等で顔が部分的に隠かくれて居る事』『君と背せ恰かつ好こうが近い事』──君は小こ柄がらだから、条件さえ合えば女性でも良い。その方が被害者の関連性が消え、捜そう査さを攪かく乱らん出来るから」

「一体……どういう意味で」

「マァ反論は最後まで聞き給たまえよ。君はこの辺を流すタクシー運転手だ。どんなに厳しく見み積つもっても二、三日あれば該がい当とうの人物は見付かるだろうね。『これぞ』と云う人物が現れたら、国木田君が云った通り、催さい眠みん瓦斯ガスを室内に撒まいて気絶させる。それから君は隠れ家まで運転し、被害者を監かん禁きんし、荷物と服を奪う。廃病院の被害者が皆みんな肌はだ着ぎ姿だったのはその為ためだね。さて此所ここからが君の腕うでの見みせ処どころだ」

　太宰は嬉うれしそうに手を叩たたいて、続きを語っていく。

「君は被害者の衣服を着て、被害者に変装する。昨晩君が云いっていた通り、顔を化け粧しようし、頰ほおや体に詰つめ物をすれば、そこそこの変装は可能だ。無論訓練は念入りにしただろうし、その上で変装する自信の有る容姿の被害者しか選ばなかっただろう。その上君が騙だますのは人間ではなくて『映像』だ。君は被害者の宿泊する予定の施設に行き、わざと監視映像に映る」

　捜査で見た監視映像を思い起こす。今思えば、十一名の内に眼鏡六名、遮光サン硝子グラス二名、計八名と云う比率は高過ぎる。残りの三名も帽子か長ちよう髪はつで、顔が監視映像に一部しか映らない恰好をして居た。変装の容易な、特定の服装をした被害者を選んだ結果だったのだ。

「後は簡単だね。宿泊部屋に被害者の荷物を置き、翌日堂々と立ち去る。すると記録映像では入る時も、受付も、出る時も同一人物だから、市警は宿泊亭ホテルから出た後の足そく跡せきばかりを執しつ拗ように調査することになる。無論足跡なんて見付かる筈はずがないよね。君は横浜市し街がいの地理を知ち悉しつして居るし、何ど処こを行けば記録が残り、何処を逃げれば監視映像に映らないか位は事前に把は握あく済みだ。調べれば調べる程ほど、被害者が自ら望んで記録を避さけ、消えたように見える」

「ご無体な。そんな、理り屈くつで考えただけの仮説を披ひ瀝れきいただきましても、証しよう拠こが、そう、証拠がありません」

「どうかな。佐々城女史の誘拐も同様に、お前の単独犯で可能だ」

　俺は太宰の言葉を継ついで説明を続ける。

「駅で気絶した佐々城女史を誘拐するのは最も簡単で、お前からすれば予想外の幸運だったろう。普ふ通つう昏こん倒とうした急病人が居れば周囲の人間は救急車を呼ぶ。だが救急車は、病院から駆かけつけるまでに時間が掛かかる。しかし現場は駅だ。駅ならば、今直すぐ発車出来るタクシーが常に待機して居る。女史は居合わせた善意の有志によって助けられ、時間優先の判断からタクシーに乗せられた。そしてお前は堂々と女史を連れ去ったのだ。違ちがったのは、お前が云われた通り病院に連れて行かなかった事だけだ」

「…………それは」

　運転手は何か云いたげな声を発したが、それ以上何も云わなかった。その表情は此所ここからでは判然としない。

　俺は視線を車内の内装に転じた。その隙すき間まにごく僅わずかに付着した、白い微び粒りゆう子しを指先で摘つまみ上げる。

「自首するならば早い方がいい。証拠は孰いずれ出るぞ。例えばこの車内……犯行後は念入りに掃そう除じしたのだろうが、消しきれなかった瓦斯ガスの残ざん留りゆう粉ふんが車内に僅かに残って居る。解かい析せきに回せば直ぐ成分が出る」

「それは……覚えが有りません。恐おそらく乗客が勝手に撒いたのでしょう。そう云う事も出来ます。証拠にはなり得ない」運転手が絞しぼり出すような声で反論する。

　だが、反論している時点で自白したも同じだ。

「証拠など無くとも、お前しか有り得んのだ」

　俺は更さらなる論ろん拠きよを伝える。

「今太宰の云った手口を使えるのは、被ひ害がい者しやを乗せたタクシーのみだ。お前が被害者の内二人を乗せたと云う事は、他ほかの九人も乗せた事を自供したに等しい」

「国木田調査員。それは物的証拠では有りません」

　運転手が視線を合わせぬまま、明めい瞭りように言い切った。

「あなたが云うのは凡すべて状じよう況きよう証しよう拠こです。僕の家から凶きよう器きが見付かった訳でも、犯行の瞬しゆん間かんを捉とらえた映像が有った訳でもない。それでは僕を起き訴そは出来ても、有罪には持ち込めません」

　次は俺が沈ちん黙もくする番だった。

　確かに此奴こいつの云う通りだ。此奴を有罪にする為には、被害者と運転手を結びつける物的な証拠──血液、指し紋もん、映像記録、犯人しか知り得ない情報の自供──等が必要だ。今のところそこまで確たる物的ハード・証エヴイ拠デンスは無い。それどころか現状では嫌けん疑ぎ不十分で不起訴処分と成りかねない。運転手の口くち振ぶりからして、証拠は徹てつ底ていして隠いん滅めつして居るだろう。

　思ったより頭の回る奴やつだ。どうするか──

　だが、次の一言は俺の予想を全く覆くつがえすものだった。

「国木田調査員……取引を致いたしましょう。条件を吞のんで頂ければ、僕は自首致します」

「何？」

「条件とは、武装探たん偵てい社が僕を依い頼らい人として警護し、安全保障する事です。期限は僕が検察取り調べを終え、取引に依よる証人保護が成立する迄まで、七十二時間の間」

「証人保護取引だと？　どう云う意味だ」

「時間が……有りません。僕は殺される。彼奴あいつらに殺されるんだ」

「待て。話が見えん。順序立てて教えろ。誰だれに、何な故ぜ狙ねらわれるんだ！」

「あんな連中と取引するんじゃあなかった……個人が何の後ろ楯だても無しに臓器売買ビジネスに手を出したから、奴やつ等らの逆げき鱗りんに触ふれたんだ！　拙まずい……拙いんです、調達人バイヤーとも連れん絡らくが付かない。僕は切り捨てられたんだ！　何故、絶対に露ろ見けんしない筈だったのに……奴等がもう、すぐ其そ処こまで」

「成る程──そう云う事だね」太宰が顎あごに手をあてて一人頷うなずいた。

「おい太宰、こいつはどう云う意味だ！　奴は何を云ってる！」

「そのままだよ。彼は被害者を臓器密売組シンジ織ケートに売って居たんだ。けど僅か一ひと月つきの間に大量の商品が出回ったために、臓器が一時的に値ね崩くずれを起こして相場が混乱したのだよ。譬たとえるなら、大だい企き業ぎようが微び妙みような管理をしてる供給市し場じように、個人事業者が突とつ然ぜん割り込んで市し場じようを引っかき回した訳だね。するとどうなる？」

「大企業が──怒おこる？」

「表社会なら健全な競争だ。けど界かい隈わいの臓器供給を担になう親元は裏社会の、血液と暴力を貨か幣へいとする連中だ。自分のシマを荒あらされた彼等は怒って──」




　その瞬間、車体に衝しよう撃げき。

　更に連続で車体が跳はねる。甲かん高だかい音が響ひびく。

　俺達が乗るタクシーの右側が浮うく。弾だん丸がんが飛来する音と共に、窓まど硝子ガラスが爆はぜ割れた。

「銃じゆう撃げきだ！　頭を下げろ！」

　俺は叫さけぶ。窓まど硝子ガラスの破は片へんが車内に降り注ぎ、金槌ハンマーで乱打するような衝撃と振しん動どうが車体を揺ゆらす。

「奴等だ！　ひいっ、助け……死にたくないっ！」

「おい、待て！」

　運転手が車のドアを開け、襲しゆう撃げきとは逆方向に遁とん走そうした。

「国木田君、運転手を逃にがしても死なせても、事件の真相は藪やぶの中だよ！　敵より先に捕つかまえないと」

　車内に伏ふせた太宰が叫んだ。云われるまでも無く判わかっているが、状じよう況きようが困難ハード過ぎる！

「私が運転手を追うから、国木田君は連中を引き付けておいて！」

「待て、単独行動は危険だ！　太宰！」

　制止も聞かず、太宰が駆け去って行った。最初の鉄てつ火か場ばで新人に単独行動をさせる訳にはいかん。しかし別行動以外の選せん択たく肢しが無いのも事実だ。

　悪態をつき乍ながら敵を見る。敵は三名。黒服に黒眼鏡。海外の密輸短サブ機関マシン銃ガンで武装していた。いきなり街中を鉄火場に変える苛か烈れつさと容よう赦しやの無さ、服装と練度の高さから察するに──

「糞くそっ、最悪だ！　ポートマフィアか！」

　ポートマフィアとは、横浜港こう湾わん周辺を根城とする非合法組織である。性質は裏社会の組織で最も残ざん忍にん苛烈、首領ボスの命令を絶対至上とする鋼鉄の掟おきてにより結束し敵対者を粉ふん砕さいする。横浜で最も兇きよう悪あくな非合法組織である。

　其そのポートマフィアの武装要因が三名。時間を掛けていては圧殺される。

「『独どつ歩ぽ吟ぎん客かく』──閃光フラツ榴弾シユバン！」

　手帳に文字を綴つづり、破いて念を込める。紙片がうねり、拳こぶし大だいの榴りゆう弾だんへと姿を変じた。

　俺は割れた窓から、敵の一団目掛けて榴弾を投とう擲てきした。

　閃光フラツ榴弾シユバンは敵の視覚、聴ちよう覚かくを一時的に奪うばう事を目的とした光学音おん響きよう兵器である。

　敵の至近で爆ばく裂れつした榴弾は、病人で有れば心停止する程ほどの閃せん光こうと爆ばく轟ごう音おんを放つ。襲撃相手が閃光フラツ榴弾シユバンで反はん撃げきするとは露つゆ程ほども思って居なかったのだろう、マフィアの一団は側頭を押さえ蹲うずくまった。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきに俺は車しや輛りようから飛び出し、敵に向けて駆ける。

　最も手近な一人の頸けい部ぶに肘ひじを落として地面に叩たたき付け、次の一人を搗かち上げ上段蹴げりで吹ふき飛ばした。

　最後の一人が銃じゆう身しんで殴なぐり掛かかって来た。俺は上体を横に捻ひねる体捌きスウエイで回かい避ひする。

　体勢が崩くずれたマフィアの手首を摑つかみ捻る。手首を引きつつ外側に捻る『四方投げ』の技わざで相手を投げ飛ばす。

　空中で弧こを描えがいたマフィアは、頭ず蓋がいから地面に叩き付けられ忽たちまち昏こん倒とうした。

「やれやれ」

　全員の気絶を確かく認にんし、タクシーの傍そばまで歩いて戻もどる。

　太宰の方も巧うまくやっていると良いが……。

　刹せつ那な、背後より膨ぼう大だいな殺気。

　見返すより疾はやく横方向に跳とんだ。つい今まで俺の居た場所に、黒い奔ほん流りゆうが駆け抜ぬける。

　奔流はタクシーに衝しよう突とつし、そのまま車輛を両断した。

　車輛が中央より真っ二つに搔かっ捌さばかれ、断面から螺ら旋せんや軸じく棒を撒まき散らしながら空中を跳ねていった。驚きよう愕がくする暇ひまもなく、俺は更に地を蹴って回避を重ねる。手近に有った標識が、手て摺すりが、鋭えい利りな断面を見せて細切れに寸断されていく。

　地面を半回転して向き直れば、遠くに見える黒外がい套とうの小こ柄がらな青年がひとり。

「ゴホっ、ごほ──」

　殺気の正体は奴か。

「ゴホっ──片手間仕事と蔑なみして来たが、三名を一いち刹せつ那なで制する手て並なみ、お美み事ごと成なり。次は僕やつがれの『羅ら生しよう門もん』と御相手頂く」

　武器も持たず構えも無く、時折咳せき込み背を折りながら唯ただ歩み来る青年。だがその全身からは狂きよう犬けんの悪意が無音の暴風と成って吹き荒れている。

　短たん軀くに洋装の黒外套。黒い奔流の異能。ポートマフィアの黒き禍まが狗いぬ。

「貴様──ポートマフィアの芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけか！」

「いかにも。首領ボスの命めいに依り、マフィアの庭を荒らした昧まい者しやの頸くびを刎はねに来た。奴は何処いずこか」

「ここには居おらん。尻しりに帆ほかけて逃げ出した」

　俺は運転手が逃げた先を指で示した。しかし俺の視線は芥川を捉とらえたまま。一瞬も目を離はなせない。

　最悪の中の最悪が来た。ポートマフィアの芥川と云いえば、裏社会の猛も者さ共でも泣いて逃げ出す禍まがつ名だ。

　黒き牙きばの禍まが狗いぬ。破は壊かいと災さい厄やくの異能者。絶望と惨さん劇げきの使徒。芥川を彩いろどる闇やみの二つ名には枚挙に遑いとまがない。

　見まみえるのは初だが、タクシーを両断した破壊の業わざを見る限り、噂うわさ以上の危険さだ。どうする。

　簡単だ。芥川の狙ねらいは誘ゆう拐かい犯。芥川が其それ程ほどに危険な相手ならば、命を張ってまで誘拐犯を庇かばう道理など無い。素す直なおに引くに限る。

「奴やつは証人だ。残りの失しつ踪そう者の居所を聞き出すまで、殺させる訳にはいかん。奴を追いたければ俺を倒たおせ」

「命を賭として殺人者を庇うか。そうこなくてはな」

　糞くそ。我ながら阿あ呆ほうな性格だ。

　だが武装探たん偵てい社が一いち隅ぐうとして、事件の証人をむざむざ外げ法ほうの輩やからに殺させる訳にはいかん。

『すべきことをすべきだ』。手帳の言葉を諳そらんじる。

　芥川の黒外套が蠢うごめく。千の物もの怪のけが集つどい凝ぎよう縮しゆくして仮かり初そめの姿を得たかのようだ。布で在ることを放ほう棄きし、あるものは爪そう刃じんの、あるものは鋭えい牙がの形を取りはじめる。

「ポートマフィアが走そう狗く、芥川龍之介。参る」

「武装探偵社が一隅、国木田独歩。参る」

　芥川から爆ばく発はつ的に放射される黒こく刃じんが、驟しゆう雨うとなって前方より殺さつ到とうする。

　俺は横に跳ぶ。黒刃の幾いく筋すじかが衣服を裂さき、残りが背後の壁かべに無数の孔あなを穿うがつ。

　引き戻される黒刃が再び襲おそい来る前に、俺は手帳に素す早ばやく文字を書き込み、頁ページを破り取った。

　紙片が瞬またたく間に鉄線ワイヤー銃ガンに姿を変じる。引金トリガーを絞しぼり、鉤かぎ針ばりを撃うつ。

　しかし鉄をも穿つ鉄線銃は、芥川に命中する寸前、見えない障しよう壁へきに阻はばまれて弾はじかれた。

「何……!?」

　奴が防ぼう禦ぎよ動作をした様子は無かった。これも奴の異能か？

　空を射た鉄線が巻き取られるよりも疾はやく、芥川の外套の一部が黒き餓が獣じゆうの首に変じた。咆ほう吼こうを撒き散らし、餓獣の頭部が水平方向に迸ほとばしる。疾い！

　身を捻って回避するが、左ひだり肩かた口ぐちを牙に引き裂かれた。鮮せん血けつが飛ぶ。だが止血する暇など無い。次々に襲い来る黒獣の牙を、後退しながら回避する。反撃どころか、近付く暇さえ無い！

「逃げてばかりか武装探偵社。詰つまらぬ」芥川が直立した儘ままで吐はき捨てる。

　頰ほおを冷ひや汗あせが滑すべり落ちた。──強い。

　中あたれば致ち死しの黒刃を間ま合あい数米メートルの距きよ離りで高速射出し、反撃どころか回避以外の行動を取らせない。飛び道具も容易たやすく撃ち落とす。運良く中あてたとしても、先程の謎なぞの障壁。死角が無い。

　間断なく襲い来る黒刃を避よけ、舗ほ装そう道路に着地した瞬しゆん間かん、正体不明の悪お寒かんが走る。

　舗装路面を貫つらぬいて、足あし下もとから槍やりの如ごとき黒刃が一いつ斉せいに噴ふき出した。
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　注意を空中に向けておき、別の黒刃に地下を穿せん孔こうさせて居たのだ！

　体を捻って再さい跳ちよう躍やくしようとするが、体重が沈しずみ過ぎている。間に合わない。

　俺の脇わき腹ばらを黒刃が貫かん通つうし、背中側に抜けた。

「があっ……！」激痛に視界が染まる。

　堪たまらず膝ひざをついてしまう。拙まずい、次が来る。一瞬でも動きを止めれば追つい撃げきで死ぬ。だが如ど何うしようもない。

　俺の頸くびに羅生門の黒布が巻き付けられる。俺の足が地面から離れる。大だい蛇じやの鎌かま首くびのように黒布が撓しなり、傍かたわらの壁に俺は強く叩き付けられた。

「他た愛あい無い、所しよ詮せんは日ひ銭ぜに稼かせぎの探偵屋か。此この儘まま頸を捩ねじ切って遣やろう」

　黒布が締しまる。世界が赤く染まる。

「どいつも、こいつも……俺の仕事の邪じや魔まを……するな！」

　頸を絞められ乍ながら右手の鉄線銃を撃つ。だが標的は芥川ではない。

　発射された鉄線銃の鉤針は芥川の傍ら、建物側面を走る水道管に命中。芥川に向けて水道水が噴ふん出しゆつした。

「何っ……？」

　芥川が腕うでを掲かかげて水を防ぼう禦ぎよするも、高圧流水は芥川を含ふくめた路面の悉ことごとくを濡ぬらせていく。

「愚おろかな。水みず遊あそ戯びごときで僕やつがれが怯ひるむか」

　俺は左手に手帳の頁ページを掲げた。先程鉄線銃を造った時、同時に書き込んで居た二枚目の頁を。

「『独歩吟ぎん客かく』──雷撃スタン針器ガン！」

　忽たちまち変じ生じた拳こぶし大だいの携けい帯たい高電圧雷撃スタン針器ガンの電源を入れ、水みず溜たまりに向けて投とう擲てきした。

　一いつ閃せん。地上に星が生じる。

「ぬあああああっ!?」

　着水した雷撃スタン針器ガンが水を伝導体として、紫むらさきと白の光こう芒ぼうを放つ。

　からみつく蛇へびの如き紫電が、水に濡れた芥川の全身を駆け抜けていく。

　路上を第二の太陽となって照らした紫電は、水蒸気と路面が爆はぜる音を残し、やがて消えた。

　俺の頸を縛いましめていた羅生門の黒布が解け、俺は舗装道路に着地する。痛む頸と脇腹を押さえながらも、芥川を見た。

　芥川は蹲うずくまっている。全身から蒸気と白はく煙えんが立ち上っている。

「く、くく……くははは」

　芥川が蹲ったまま肩かたを震ふるわせて嗤わらった。あの電でん撃げきを喰くらって未まだ動くか。

「武装探偵社は幇ほう間かんの集いに非あらず、か。善よいぞ。実に善よい」

「……来るなら来い。手帳の頁ページはまだ売る程ほどある」

　俺は四し肢しを奮い立たせ、再び鉄線銃を構える。

「貴様が僕やつがれを滅ほろぼす器うつわか否いなか、是ぜが非ひでも味見したい……が、生あい憎にく邪魔が入った様だ」

　芥川が視線を遣やった先に顔を向けると、市警の巡じゆん回かい車しやが鳴らす警笛が近づいてくるのが聞こえた。銃じゆう撃げ戦きせんの通報を受けたのだろう。

「裏切者ひとり如き何処に逃にげようと狩かれる。今回は退こう。続きは孰いずれ」

　芥川が咳しわぶきつつ俺に背を向けた。そのまま去っていく。まるで散歩の帰りのような気負いの無さだ。事実、奴にすれば今戦うも退くも大した違ちがいでは無いのだろう。

「二度と、来るな……」

　芥川の背を見送り乍ながら、俺は膝を地に落とした。

　ポートマフィアの芥川。噂うわさに違わぬ、いや噂以上の禍まが狗いぬだ。再戦は二度と御ご免めん被こうむる。

　帰って死体の様に寝ねたい。
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　とは云いえ寝る訳にもいかず、俺は小休止の後、再び出社した。事件の顚てん末まつを報告する為ためだ。探偵社の医務室で腹の傷を応急処置して貰もらってから事務所に戻もどると、既すでに太宰が居おり、一仕事終えた顔で茶を啜すすって居た。

「太宰。運転手は捕とらえたのだろうな」

「勿もち論ろん。さっさと縛しばり上げて軍警に引き渡わたしたよ。尤もつとも、犯人もこれでマフィアに暗殺されずに済む、って喜んでたけど」

　安心した。太宰も当初の推量ほどには阿あ呆ほうでも無いらしい。

　マフィア襲しゆう来らいと同時に別行動と称しようし太宰が去った時は、『マフィア襲来を察知して逃げたか』とも疑ったが、結果八方丸く収まったのだから杞き憂ゆうと云う事にしよう。

「ならば、一連の事件の犯人はあの運転手、という筋書きで幕か」

　骨を粉にして駆かけずり回ったが、報ほう酬しゆうは無し。軍警から礼状と感謝の粗そ品しなを下か賜しされて終おわり、一件落着、と云った処ところだろう。やれやれ。

「今日はもう働く気にならん。雑務を終えたら飲みに行くぞ」

「先せん輩ぱいの奢おごり？」喜色満面の笑えみで太宰が訊たずねる。

「厭いやな後こう輩はいだ。奢って遣るから明日は真ま面じ目めに働け」

　俺は自分の机に戻り、残務を処理する。

　回覧された書類に目を通し、何なん箇か所しよかに業務の電話を掛かける。今回の件の報告書を認したためる。

　何の気なしに見ると、業務用の電算コン筐体ピユータに電子書面メールが届いて居た。大して注意も払はらわず、読むともなく読む。

　文章を目で追う。

　最後まで読み、もう一度最初から読み直す。

「太宰」そう呼び掛かけて初めて、自分が呼吸をしていなかった事に気付く。

「飲みは中止だ。仕事が入った」

「えー？　私もうその積りになっちゃって、胃が酒しゆ杯はいの形に凹へこんでるよ」

「依い頼らいが来た。廃はい墟きよに俺達を誘ゆう導どうした、例の匿とく名めいの依頼人からだ」

　喉のどが渇かわく。舌が張り付く。こんな言葉は云いたくない。

「依頼は、爆ばく弾だん解除。明日の日にち没ぼつ迄までに爆弾を見つけ解除せねば、百人以上が死ぬ」






　　　幕まく間あい　一．







　深夜。

　賑にぎやかしくも愚かしい繁はん華か街がい、その常夜電でん飾しよくの煌きらめきを遠く眺ながめる、静かな道沿い。

　何者かが人知れず、車内に居た。

　車は人ひと気けの絶えた駐ちゆう車しや場に停とめられている。

　駐車された車の中で、その人物は光電ダイ素子オードの蛍けい光こうに薄うすく照らされている。

「面めん倒どうな仕事は疾はやく済ませちゃおう」

　誰だれにともなく、独り呟つぶやく。

　膝ひざの上に置いた、薄うす型がたの薄型ラツプ端末トツプを打だ鍵けんする。画面を文字列が埋うめていく。

「私、この手の電子遊びは苦手なのだけどねえ」

　薄うす笑わらいと共に、彼の指が軽かろやかに鍵キーボ盤ードを叩たたいていく。文字列が踊おどる。

「──けどまあ、こればかりは他人に任せる訳にいかない」

　彼は薄うす闇やみでひとり笑む。

「さて探たん偵てい社は、そして国木田君は、この陥かん穽せいを見破り──横浜の街を守る事が、出来るかな？」

　彼──太宰は、車窓より外を見る。

　波打つ黒い闇やみ大わ海だに、横浜の明めい滅めつする街明かりが、逆しまに映って揺ゆれている──






　　　三．








十二日。




社しや中ちゆう泊はくにて夜を明かせり。




夜半独り眠ねむらず、孤こ燈とうに対むかつて座す。




夥おびただしき人死に、又また夥おびただしき人へり。




吾われと彼ら何の相そう違いか有らん、皆みな天てんの一いつ方ぽう地ちの一いつ角かくに享うけ、相あひ携たずさへて無む窮きゆうの天に還かえる者に非あらずや。




神よ教へ給たまへかし。









「全社報告議事を継は始じめます」

　卓たくを囲んで並ぶ出席者に声を掛ける。

　此所ここは応接間としても使用する、社の会議室だ。卓には事務員、調査員併あわせて七名が列席して居る。探偵社のほぼ全主力と云っても良い。これだけの面子メンツが一堂に会する事態は極きわめて稀まれだ。

　俺は資料を繰くり、説明を行う。

「事の次し第だいは各員手て許もとの資料を参照して頂きたい。搔かい摘つまんで申しますと、探偵社を標的とした脅きよう迫はく、それも悪あく辣らつかつ周しゆう到とうな醜しゆう聞ぶん攻こう撃げきが現在為なされています」

「探偵社がヤバいってのは、此所に居る皆知ッてるサ。爆弾事件とやらの概あら略ましを話しなよ」

　声を上げたのは参列者の一人。社の専属女じよ医い師し、与謝野先生だ。

「判わかりました。これが脅迫者から送られた電子書面メールです。犯人像にも繫つながる為、是ぜ非ひご一読下さい」

　俺は資料を広げる。印刷された文面には、慇いん懃ぎんな文体で次のように記されて居た。





　謹きん啓けい




　貴社益ます々ますご繁はん栄えいのこととお慶よろこび申し上げます。

　過日ご支し援えん頂きました建造物調査の件、迅じん速そくなるご対応ご尽じん力りよく、厚く御おん礼れい申し上げます。早さつ速そくでは御ご座ざいますが次の依頼を御願いしたいと存じます。

　先さき程ほどこの市内某ぼう所しよに於おきまして、或ある大規模爆ばく薬やくを弊へい方ほうにて設置させて頂きました。就つきましては市し井せいの安全の為、この爆弾を速すみやかに発見、除去して頂きたく御ご依い頼らい申し上げます。

　猶なお、この爆弾の起き爆ばく刻限は明日の日にち没ぼつであり、その期限迄までの事件解決を強く所しよ望もうする次第です。

　弊へい方ほうにて製造させて頂きましたこの爆弾は、さる事件にて百余名の尊き人命を奪うばったものと同じ爆弾で御座います。その事件での被ひ害がいは酸さん鼻び極まるもので御座いました。

　太陽が落下したかのような白びやつ光こうと消えぬ炎ほのお。居並ぶ建物は根ね刮こそぎ崩くずれ、人々は焼けながら逃にげ惑まどい、路面は融ゆう解かいし、吹ふき飛んだ車しや輛りようが建物に刺ささって燃え盛り、誠まことに地じ獄ごくの様相で御座いました。斯か様ような惨さん状じようを横浜の街に齎もたらさぬ為にも、探偵社の皆みな様さまには粉ふん骨こつ砕さい身しんのご尽力を御願いしたく、重ねて御願い申し上げます。

　蛇だ足そくでは在りますが、前回の依頼と同じく、探偵社様の御動向を映像にて蒐集しゆうさせて頂いております。折おり悪あしく爆弾解除が成らなかった際には、前回と同じく失敗の旨むね各所にて映像公開させて頂きますので、悪しからずご了りよう承しよう下さいませ。

　末筆ながら、皆様のご健康とご多幸をお祈いのり申し上げます。




　敬白




蒼あおの使徒　　　　　






「……胸むな糞くその悪い文面だねェ」与謝野先生が吐はき捨てた。

「全くです。先日の廃はい病院に於ける監かん視し装置の事実を考えると、明らかにこの《蒼の使徒》と名乗る依頼人こそ、探偵社の評判を貶おとしめる映像を各所に配布した犯人であり、今回の爆ばく弾だん脅きよう迫はくの主犯です。『探偵社が爆弾を見つけ解除出来なければ、前回と同じように失敗を世間に散ばら蒔まく』との脅おどしと思われます」

「犯人の目的は探偵社の看板を貶める事か」社長が冷静に云いう。

「おそらく」

　探偵社は幾いく度たびもの修しゆ羅ら場ばを越こえている。直接暴力では軍隊一個師団でもぶつけぬ限り陥かん落らくはするまい。

　だが、営利企き業ぎようであり、依頼者からの信しん頼らいで成り立つ客商売である以上、この手の醜スキヤ聞ンダルには脆ぜい弱じやくにならざるを得ない。爆弾解除失敗の報道が過か剰じように広まり、司法介かい入にゆうでもされれば、探偵社の評判は地に落ち、看板を掲かかげるのが不可能な事態にまで追い込まれるだろう。

「爆弾の設置場所の目星は付かぬか」

「『爆ばく発はつで百余名を殺傷可能な場所』と云う条件で、事務方が候補地点を洗い出しています。が、駅や楼閣ビルをはじめ候補地が無数にあり、その中から刻限までに爆弾を発見するのは至し難なんかと」

「監視映像の線からは如ど何うだ」

　確かに、犯人が脅迫文で云っている通り、探偵社の評判を落とすには『爆弾解除失敗』の映像を記録し、巷こう間かんに流す必要がある。その為に前回と同じ隠かくし撮どりの装置を使う筈はずだ。

　しかし──

「監視装置、或あるいは盗とう聴ちよう装置、孰いずれも電バツ池テリー型の最新装置を用いれば、数日分の映像・音声を蒐集することが可能です。形状も賽子サイコロや万年筆程度と小さく、爆発で機能停止する直前まで情報データを無線送信し続けます。爆弾以上に発見が難しい為、現実的には難しいでしょう。念のため、卸おろし業ぎよう者しやにその手の装置の大量購こう入にゆう者がないか問い合わせて居ますが──」

　現在のところ芳かんばしい回答は無い。

「《蒼の使徒》なる名に該がい当とうする犯罪者は」

「それも今のところ在りません」

《蒼の使徒》。最初の依頼と異なる点は、犯人が自ら名乗っている点だ。何かの意味が込められて居るやも知れん。

　現状判明しているのは、《蒼の使徒》が爆弾について高い知識を持っている事、何な故ぜか探偵社を貶めようと策を固めている事だ。

「現在、協力機関に連れん絡らくして、爆弾の専門知識があり、かつ探偵社に怨うらみを持つ人物を抽リスト出アツプして貰もらっています」

「乱歩さんへは未まだ連絡が附かないのかい？」与謝野先生が訊たずねる。

　確か乱歩さんへは、社長自ら連れん絡らくをしている筈だが──

「今朝連絡が附いた。九州の事件も佳か境きようのようだ。此方こちらへ戻もどる手て筈はずで居るが、日没に間に合うかは厳しい」社長が腕うでを組んで答える。

[image: ]

　与謝野先生の云った乱歩さんとは、探偵社の主力調査員たる異能力者、江え戸ど川がわ乱歩さんの事だ。殺人、傷害、誘ゆう拐かいに至るまで、事件に相対するだけで真相を看破する、『超ちよう推理』と云う凄すさまじい異能力を所持して居る。今回の件も乱歩さんが居れば早そう晩ばん解決の筈だ──が、生あい憎にくと中央官かん吏りたっての依頼で九州に出張中だ。白はく髪はつの死者が蘇よみがえり妻と親友を殺害すると云う奇き怪かいな殺人事件を調査中であり、直すぐに横浜へ戻れる状態ではない。

「例の、拘こう束そく中の運転手と接見は出来ぬのか」社長が三み度たび訊ねる。

「運転手は現在、軍警の特とく殊しゆ航空輸送機で上空を航行中です。マフィアの暗殺を警けい戒かいしての隔かく離り措そ置ちですが、その為に面会は厳しいかと」

　標的が空の上とあっては、さしものマフィアも手出し出来まい。だがその為に、今回の重要参考人であるタクシー運転手からの情報収集を困難にしている。

「軍警諜ちよう報ほう部に話を通しておく。航空輸送機と通信し、質問事じ項こうを文書で回答させよう」

「直ぐ書状を纏まとめます」

　あの運転手が《蒼の使徒》であるとは考え難にくい。誘ゆう拐かい被ひ害がい者しやを監かん禁きんした場所を、奴やつがわざわざ探偵社に書面メールで教える筈がない。運転手も自分の犯罪を《蒼の使徒》によって密告された、ある種の被害者なのだ。だが、だとすれば運転手と《蒼の使徒》との関係は何なのか。

　孰れにしても、奴が何か知っている事を期待するしか無い。

「全員聞け。今回の事件は武装探偵社に対する卑ひ劣れつなる情報攻撃である。捜そう査さの対象は二つ。攻撃者たる《蒼の使徒》の発見、及および爆弾の除去。最優先は、時間期限の有る爆弾だ。若もしこの爆弾の発見適かなわず人命が失われたならば、我われ等らに探偵を名乗る資格は無い。之これは社員としてではなく、一個の人間としての尊厳プライドを賭かけた戦いであると認にん識しきせよ。捜査開始」

　社長の号令と共に、全員が立ち上がり行動を開始する。
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　呼吸する暇ひまもない様な慌あわただしい捜査が始まった。期限は今日の日没。それまでに市中の何ど処こに有るとも知れぬ爆弾を探し出すのだ。時間が足りん。

　調査の最さ中なかに思い出し、電話を取る。六蔵少年に、第一の依頼書面メールを逆探知する様指示して居たのだ。あの調査が実を結んで居れば、事件は一気に進展する。

　長い呼び出し音の後、六蔵少年が電話を取った。

「はぁーい……こちら田口ィ。ただいま留守に……ふあーぁ、留守にしております。ンじゃ」

「おい巫ふ山ざ戯けるな。火急の用だ」

「何だ……眼鏡メガネかよ。何時だと思ってンだ？　まだ朝の九時だぞ」

「朝九時に寝ねて居るのはお前だけだ社会不適格者。早寝早起きして外に出ろ。不健康だぞ」

「何だよ偉えらそうに。お前は己等オイラの親おや父じかよ」

「違ちがう。俺は──」

　お前の父親には成れん。

　そう云いかけて、言葉を飲み込む。

「兎とに角かく、事態が変わった。例の依い頼らい文を出した主ぬしを、速すみやかに見付けねばならん。調査に進展は有るか」

「あれなア。思ったより難題だぜ。専門的な話は省くが、何重にも迂回拠点ハブを嚙かませて発信元が判わからないように細工してやがる。素しろ人うとの悪いた戯ずらじゃねエぜありゃ」

　相手が素人でない事は既すでに実感を持って確認済みだ。

「同じ発信者から第二の電子書面メールが来た。これと併あわせて発信元を特定出来んか？」

「可能性は高まるけど、やってみん事には判らんね。──尤もつとも、手が他ほかに無ねエ訳わけじゃないぜ」

「どう云う意味だ」

「迂回拠点ハブに仕し掛かけ指示プロ式グラムを潜もぐり込ませるのさ。そこから更さらに発信元を逆探知する。手間は掛かるが確実性は高たけエよ。ただし、ちょっとばかし法に触ふれるがね」

「構わん。大事の前の小事だ。やれ」

「おっと。良いいのかい？　潔けつ癖ぺき症しようの眼鏡メガネらしくねえな。今の会話録音したぜ。今の通話と引ひき換かえに、己等オイラが探偵社に侵しん入にゆうした時の記録を渡わたせ、つったらどうする気だよ」

「その時は渡す。だから疾はやくやれ」

　元より、あの記録を官憲に提出する気は無かった。交こう換かんの口実を造る為ために態わざとした失言だったが、六蔵少年はそこまで気付かなかったようだ。

「太っ腹だな眼鏡メガネ。ちゃんと依頼料は別に払はらえよ」

　そう云いって電話は切れた。

　切れた受話器を持って暫しばし黙もつ考こうする。

　感傷に浸ひたる暇は無い。最優先はあくまで爆ばく弾だん。刻限迄までに確実に発見せねば、最悪の死傷者を出す大災害となる。だと云うのに今は何の手て掛がかりも無い。

　糞くそ、こんな時に太宰は何処に行ったのだ。
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　繁はん華か街がいを探すと、太宰は程ほど無なく見付かった。

　通りに面した古風な珈琲コーヒー喫きつ茶さで、女性を口説いて居た。

「横浜こつちは初めてでしょう？　善よかったら街を案内するよ」

「申し訳ありません、私の為に……ですが宜よろしいのですか？　探偵社様は爆ばく弾だん騒さわぎで大変な事態のご様子。国木田様も早朝より、連絡に調査にとお忙いそがしそうでしたが」

「国木田君は仕事の鬼おにだからねえ。知ってる？　あの人十二時頃ごろで約束すると、前後十秒の誤差で到とう着ちやくするらしいよ。鉄道列車みたいだよね」

「まあ……そうなのですか？」

「コラ太宰！　仕事をサボるな。そして俺の話を女性を口説く談話トークのネタに使うな」

「あとね。国木田君、この前の廃はい病院の時に、幽ゆう霊れいに怯おびえて少女のような涙なみだ声ごえで──」

「聞けよ！」

　佐々城女史と楽しげに会話していた太宰の後頭部を、高らかにしばき回す。

「痛っ！　何するんだい国木田君。あれ国木田君、いたの？」

「いたの？　ではない。判ってて続けただろうお前。探たん偵てい社の緊きん急きゆう事態に何をお前はお洒しや落れ逢引デートなどして居るのだ。しかも相手は事件の被害者だぞ」

「羨うらやましい？」

「羨ましくない！」

　断じて決して、羨ましくなどない。

「厭いやだなあ。彼女は犯人に殺されかけ、心に傷トラウマを負った被害者だよ？　彼女を警護し、かつ心の手当ケアをする事こそ、探偵社として重要かつ喫きつ緊きんの任務じゃあないか。あと経験上、辛つらい目に遭あって傷ついた女性と云うのは優やさしさと笑え顔がおと包容力で落とせる」

「最後の台詞せりふで凡すべて台無しだ阿あ呆ほう」

　……一応、後で手帳にメモしておこう。

「だが、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくが服を着て歩いているようなお前に出番があるのか？　此これ程ほどの美人であれば恋こい人びとのひとり位居るだろう」

「そう思うから国木田君は国木田君なのだよ。聞けば佐々城さんは親類もなく、頼たよれる親しい人も居ないそうだよ。唯ゆい一いつの恋人とも、少し前に別れたのだとか」

　──頼れる者がないとは聞いてはいたが、其それ程ほどまでだったか。

「だから国木田君、いけるよ」若にや気けた顔の太宰が俺の脇わき腹ばらを肘ひじで突つつく。

「何がだ」

　何の事やら判らない。……という顔を作る。

「いいか太宰。俺が此所ここに来たのは、朝の会議をサボったお前に状じよう況きようを説明して遣やる為だ。次サボったら、太宰が自殺した時、迅じん速そくかつ適切な処置をして無事蘇そ生せいさせるからな」

「うわ、国木田君、えげつないこと考えるね……」厭そうな顔をする太宰。

　太宰の表情に満足した俺は、手持ちの書類を卓たく上じように並べていく。

「最新情報だ。誘ゆう拐かい犯の運転手を、軍警が聴ちよう取しゆした際の供述記録が届いた。奴は廃病院に失しつ踪そう者を監禁し、逃とう亡ぼう防止用の瓦斯ガスを仕掛けた事を認めたそうだ。ただし認めたのはそこまで。隠かくし撮どりの監かん視し装置を仕込んだ覚えはないと云っている。奴がこの期ごに及んで噓うそを吐つくとは考え難にくい。つまり」

「犯人は少なくとも二人居るって訳だね。誘拐した奴と、撮さつ影えいした奴。前者が運転手で──後者が《蒼の使徒》かな？」

「恐おそらくな」

「あのう」佐々城女史が恐る恐る声を掛ける。

「このような話、私が聞いても宜しいのでしょうか？　探偵社様の捜そう査さ機密ですとか……関係者外秘などに抵てい触しよくするのでは」

「佐々城さんは被ひ害がい者しやだし、立派な関係者だよ。気にすることはない。でなきゃあ規則の鬼たる国木田君が、君の前で説明を始めたりしないさ」

「俺は別に規則に厳しくは無い。普ふ通つうだ」

「ね？　こんな風に、偶たまに素す敵てきな冗句ジヨークも飛ばしてくれる愉ゆ快かいな先せん輩ぱいだよ。で、それで？　他に私達が追う犯人の手掛かりは？」

「普通だ」

「……御ご免めん。普通だね、うん。説明続けて」

　何な故ぜか謝られた。

「では続けるが、件くだんの運転手の経歴を洗った結果だ。情報を見る限り、奴やつは裏社会などとは何の接点も無い、極ごく普通のタクシー運転手だったようだ。犯罪歴も怪あやしい交友も無い。そんな奴が単独で誘拐を思い付き、臓器密売組シンジ織ケートの調達人バイヤーに渡りをつけたとは考え難い。奴に臓器売買と云う『儲もうけ話』を伝授した奴が居る」

「そいつが《蒼の使徒》？　だったら運転手に名前訊きけば良いじゃない」

「それだけは云えんそうだ。云えば今度こそ消されるからと──体毛を凡すべて引き千切ってでも吐はかせたいが、生あい憎にく奴は空の上で厳重警備されて居る。軍警に接見の根回しをしている内に、刻限の日にち没ぼつになってしまう」

　一体、今回の犯人は何者なのだ？

　運転手に臓器密売の話を持ち掛け、廃病院に監視装置を仕掛け、爆弾を製造したうえでどこかに仕掛け、そして探偵社を脅きよう迫はくしようとしている。奴の目的は一体何だ？

「済みません。差し出がましいとは思いますが……」黙だまって聞いていた佐々城女史が云う。「先程から伺うかがっていた《蒼の使徒》なる人物ですが……かの《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件の犯人ではないでしょうか？」

「あの事件か」

《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件。

　六蔵少年の父親が殉じゆん職しよくした事件だ。

　俺も『蒼あお』の一いち字じを見た瞬しゆん間かん、奴の仕し業わざではと一いつ瞬しゆん疑った。

「だが事件の首しゆ謀ぼう者しやたる《蒼王》は自ら爆ばく発はつで死んだ筈はずだ。死者が生者を脅おびやかす事は出来ん。この世の真理だ」

「好いい事云うねえ国木田君。じゃあ幽霊なんて怖こわくないね」

「幽霊の話は二度とするな」

「ですが……爆発は甚じん大だいで、《蒼王》の遺い骸がいは跡あと形かたも無かったと聞きます。あるいは死を偽ぎ装そうして逃亡し、今も何ど処こかに隠いん伏ぷくして居るのでは……」

　それに関しては俺も気になり、軍警に問い合わせた。だが回答は否いな。

「軍警の現場解かい析せき班に依よると、《蒼王》が爆発現場で死亡した事は間ま違ちがい無いそうだ。彼かれ等らの解析技術は確かだ。それに同はら胞からたる警官が巻き添ぞえで殉職した現場で、彼かれ等らが間違いや見落としをするとは思えん」

「しかし……」

「私さ、《蒼王》について其それ程ほど知らないのだけど、そんな、探偵社に復ふく讐しゆうせんが為ため地じ獄ごくの底から這はいずり戻もどるような輩やからなの？」

　不勉強な奴だ。俺は仕方なく説明する。

　蒼王とは、政府施し設せつを狙ねらった襲しゆう撃げき・破は壊かい事件、《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件の首謀者である。国内の単独犯罪者としては規模・影えい響きよう共に大戦後最悪の反乱テロ者リストと云われた。

　蒼色旗を掲かかげる前、蒼王は唯ただの優ゆう秀しゆうな国家官かん僚りようだったそうだ。

　最高学府を主席で卒業し、海外留学の後、中央文官として行政と立法の世界に青せい雲うんの志こころざしを抱いだく、極ごく当たり前の青年。それが何故破壊に依よる粛しゆく正せいを志向するようになったのか、真相は定さだかではない。

　或ある日、国内の主要放送局に、一本の録画映像が送り届けられた。それは染め抜ぬきの蒼色旗で顔を隠した青年に依る犯行声明であった。放送で青年は自らを《蒼王》と名乗り、不完全な世界を嘆なげき、不完全さは不完全さで埋うめ合わせるしかない、と説いた。

『吾われらがいかに希求しようとも、隣りん人じんは病やみ、父母は死に、悪人は極ごく一部しか裁かれぬ。

　ならば希求しよう、理想の世界を。

　神の御み手しゆではなく、不完全な吾われらの血ち塗ぬられた手に依って』

　その宣言と同時に、国内三箇か所しよの政府施設が攻こう撃げきされた。市警関連施設への放火、走行自動車への追つい突とつ、軍警屯とん所しよへの爆ばく破はである。後の調べで、攻撃の被害者はそれぞれ、八人を殺したが検察の書類不備で無罪と成った殺人犯、途と上じよう国こく難民支し援えん予算を私的に着服したと噂うわさされる与よ党とう議員、若き憲兵員を暴行の末殺し組織的に隠いん蔽ぺいしたとされる軍警小隊だと判明した。そしてその全員が、攻撃により死亡した。

　彼は法で裁かれぬ犯罪者を、犯罪行こう為いに依って断罪したのだ。

　この電でん撃げき作戦には誰だれもが驚きよう愕がくした。警備厳重、高度な防ぼう御ぎよ網もうを敷しかれた政府施設を同時複数破壊したのだ。誰もその様な攻撃が可能だとは想像だにしていなかった。

　その後も蒼王の犯行、そして断罪は繰くり返された。

　完全に面めん目ぼくを失った軍及および政府当局は蒼王の速すみやかな発見と捕ほ縛ばくを全国に指示。探たん偵てい社にまで応おう援えん要よう請せいが及んだ。

　その後のことは先に話した通りだ。潜窟アジトの発見、突とつ入にゆうと自じ爆ばく。死者の堆うずたかき亡なき骸がらの上に築かれた解決。

「だが、犯人が蒼王だとすれば、何故探偵社の信用失しつ墜ついを此これ程ほど執しつ拗ように狙うのか不明だ」

「恨うらまれてるのは君じゃないの、国木田君？」

　蒼王が、俺を？

　確かに蒼王に追い付く直接の情報を得たのは俺だ。俺が市警に居場所を連れん絡らくし、捕縛班が動いた。だが──真ま逆さか。

　国内犯罪史上最悪の反乱テロ者リスト、《蒼王》の──亡ぼう霊れい。

《蒼王》は死して猶なお、己おのが怨えん嗟さを晴らさんが為に、俺と探偵社に復讐の手を──

「孰いずれにせよ、相手の正体が知れるまでは警けい戒かいしたほうが良いね。誰が何い時つ狙われるか知れないよ。佐々城さんも安全な処ところに匿かくまわないと」

「となると探たん偵てい社しや屋おくか？　しかしあそこは夜間は無人だぞ。何ど処こに──」

　唐とう突とつに、俺は太宰の奸かん計けいに気付いた。

「真ま逆さかお前、護身安全の為と言いくるめ、御ご婦ふ人じんを自分の部屋に囲かこう心算つもりではないだろうな。許さんぞ貴様、連日連夜に及およんでそのような淫いん奔ぽんな、いかがわしい、不健全な関係は。獣けものか貴様。全くけしからん、俺ならもうちょっと、こう、相手を労いたわった──」

「待った国木田君。私、佐々城さんとは何も無いよ？」

「は？」

「だからさ。初日に泊とめた時も私は隣りん室しつで休んだし、以降も指一本触ふれて居ないのだよ。幾いくら何でも殺されかけた日に口説くのも非常識でしょう。手て強ごわい先輩の目もあるし」

　あれ……そうなのか？　では、俺の早はや合が点てんか。

「まあ国木田君が勘かん違ちがいしてるのは知ってたし、面おも白しろいから放置してたのは事実だけど」

　こいつは……。

　しかし、俺のような無む雑ざつにして清せい廉れんなる真人間がこの手の誤ご謬びゆうに陥おちいった場合、「一晩泊めただけではしたない勘かん繰ぐりをするなんて、国木田君はムッツリスケベだねえ」の一言で凡あらゆる正論を封ふうじられ、反はん駁ばく出来ず悶もん死しするしかない。それが無かっただけ善よしとするか。

　……するだろう、勘繰り。太宰だぞ？

　何にせよ、太宰が女性と見ればすぐ手を出すような阿あ呆ほうでなかったのはせめてもの救いだ。事件の被ひ害がい者しやとの距きよ離り感かんは難しい。

「紛まぎらわしい云いい方をするな。何も無いならそれで善よい。これからも事件の関係者とは程ほど々ほどの距離を取り、適切な関係を築け。それが専門家プロと云うものだ」

「……判わかった」

　太宰は聢しつかりと頷うなずき、それから佐々城女史のほうを向いて云った。

「ところで佐々城さん、好きな男性の傾向タイプとかあるの？」

「お前の『判った』は何なに語ごだ!?」

　前言撤てつ回かい。此奴こいつは唯の女好きだ。

「た、傾向タイプですか……？　私が男性に何か傾向タイプを求めるなど烏お滸こがましくて大変恐きよう縮しゆくですが……その、理想に燃え、何かに打ち込む男性など、非常に素す敵てきに……感じます」

　なんだって。

「あー、駄だ目めだよ、完全にそれ国木田君じゃない、私、脈ないじゃない。ちぇっ、じゃあ後は二人でお話はなししててよ。私は両手の指の数を点検してるから」

「こ、こら太宰！　勝手に会話から離り脱だつするな！」

「ちょっと何するのさ、何本数えたか忘れたじゃないか」

「拗すねるな！　善いいから戻って座れ！」

　このタイミングで二人きりにされたら、何を話していいか判らんではないか！

「ですがその……私などは普ふ通つうの女ですから、理想が為に邁まい進しんする方の傍そばにいても何のお役にも立てず、理想を支えようと心を砕くだいても、空回りしてお互たがい疲つかれ果ててしまうばかりで……挙げ句、理想との二に者しや択たく一いつで捨てられて仕し舞まいました。ですので、理想主義の方とお付き合いすることは、今後控ひかえようと思っております」

　儚はかなげに微笑ほほえむ佐々城女史。何なんだ……。

「国木田君は表情が判りやすいなあ」

「お、俺は別に何も思っていないぞ！　あっち向け太宰！」

「痛いだっ！」

　太宰の首を無む理り矢や理り捻ひねって、明後日あさつての方向を向かせる。

「来いって云ったりあっち向けって云ったり、ややこしいなあ。元の話に戻そうよ」

　……何の話だったか？

「ああ、佐々城女史の安全の話だ。一応、警察関係に伝つ手てが無いわけではないが……」

「あの……宿しゆく泊はくのお世話までして頂いて、お心ここ遣ろづかい嬉うれしいのですが、矢や張はりご迷めい惑わくが……今日からは何ど処こか、宿泊亭ホテルなど見付けますので、どうかお気き遣づかいなさらずに」

「いかん。宿泊亭ホテルは安全とは云えんし、件くだんの事件の後で縁えん起ぎが悪い。かと云って太宰の自室では、何い時つこいつが淫いん獣じゆうと化かすか知れん。拙う宅ちに来い」

「え？」

「え？」

「いや、べ、別に疚やましい動機などは無いぞ！」

「いや、今の話の流れではどう考えても疚やましさ大だい奔ほん流りゆうでしょ。諦あきらめが悪いなあ」

「違ちがう！　俺はただ純じゆん粋すいに」

「あっはっは、噓うそだよ。佐々城さん、国木田君の家なら安全は確実だ。それに大だい丈じよう夫ぶ、国木田君にそんな度胸ない……じゃなかった、彼は理想に生きる高こう徳とくの人だから。彼の手帳見る？　国木田君の理想の女性像、凄すごいよ」

　太宰が佐々城女史に手帳を手て渡わたす。はっとして俺は自分の衣囊ポケツトを叩たたく。俺の手帳が無い。

「太宰！　お前何い時つの間に掏すった!?」

「ほら、その頁ページ」太宰が手帳を開いて指差す。

「あら……宜よろしいのですか、このような」

「興味あるでしょ」

「ええ……まあその、偽いつわらず申しますと、少し気にはなりますが」

　照れ笑いと共に手帳の文言を目で追う佐々城女史。

　徐じよ々じよに顔色が消えていく。

「え、これは如ど何ういう……成る程。でもこれは……」

　理想の女性像。

　手帳八枚、十五項こう目もく。五十八要素に及ぶ超ちよう大作である。

「えっ……あ、つまり……うーん、あー……」

　太宰の言葉を思い出す。

『その頁ページ絶対女性に見せない方が良いいよ。引くから』

　佐々城女史が読み終わり、再び顔を上げた時、そこには先程の笑えみは無かった。

　あるのは唯ただ、彫ちよう刻こくされた石せつ膏こうのごとき、生命力の枯こ渇かつした極きよく低てい温おんの微笑スマイル。

「国木田様」

「はい……」




「これはないです」
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　誰だれか酒持って来い。
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　本ほん邦ぽうの中心、経済政治の中央機能が揃そろう首都東京の地。

　その建造物には様々な種類の人間が出で這は入いりしていた。褐かつ色しよく、白色、多種多様な人種の異い邦ほう人じんが立ち働いている。

　そこは駐日合衆国大使館。

　本邦領りよう内ないに於おける、最も広い外とつ国くに領土である。

　一いつ般ぱん訪問者が並ぶ待合所には、午後過ぎにも拘かかわらず人々が黙もくし順番を待つ。皆みな審しん判ぱんの時を待つように押し黙だまり、当人以外には見えぬ概がい念ねん上の何かを凝じ然つと睨にらんでいる。

　据すえ付けの薄うす型がた液えき晶しようでは米国野メジヤー球聯盟リイグの実じつ況きようが映し出されており、黒帽ぼう子しを被かぶった壮そう年ねんの白人男性が、気け怠だるげに贔ひい屓きの球団が失点したのを詰なじっていた。

　俺は、横の太宰を見る。太宰は実に嬉しそうに笑っている。

　今から継は始じめる作戦が、楽しみで仕方ないのだろう。

　笑い事ではない。

「国木田君、準備はいいかい？」

「既すでに胃が痛い。頼たのむから失策しくじるな。下へ手たをすれば俺達二人共、国際法で裁かれるぞ」

「国際犯罪者……何か恰かつ好こう良いね。じゃ行ってきます！」

「こら、おい！」

　湧ゆう出しゆつする不安に太宰を止めようとしたが、太宰は既に受付に向かい歩み出していた。

　尚なお、太宰の衣装は接はぎだらけの襤ぼ褸ろ襦じゆ袢ばん、俺は紺こんの高級背広に首巻布ネクタイである。

　太宰は大使館員が働く受付の前に立つと、開口一番、大だい音おん声じようでこう云いった。

「ねぇー、まーだーなーのおぉぉー!?　もう六時間も待ってるのだけどぉー！」

　周囲の人間が振ふり返る。邦ほう人じん女性の受付員が目を白黒させる。

「やだやだやだ、もうやだよ私、これ以上待たないよ！　今すぐ偉えらい人寄よ越こしてよ！」

　太宰は手足をバタつかせ、受付に向かってゴネ続ける。作戦とは云え、いい年の大人が遣やると、あまりの情けなさに見ている此方こちらが吐と血けつしそうだ。俺ならば、あれを遣る位なら自ら毒を呷あおって死ぬ。

「あの、申し訳有りませんが、御ご用よう向きは」

　受付職員の邦人女性は混乱し乍ながらも訊たずねた。健けな気げな応対だが、相手が悪い。

「だからあ、先刻さつきから云ってるでしょう！　亡命だよ、ボーメイ！　私は、貴君らの誉ほまれ高き連れん邦ぽう共和合衆国に亡命を心底より希こいねがうものであります！　それなのに先刻さつきから待てど暮らせどさあ！　それとも受け入れ拒きよ否ひ？　拒否ですか？　一いつ介かいの事務員が斯か様ようなる政治判断を為なすなど越えつ権けん行こう為いも甚はなはだしいぞお姉さん！」

「貴様、何を騒さわいでいる！　大使館内での擾じよう乱らんは重罪だぞ！」

　当然の事ではあるが、入口にて警備を行う警備員が太宰に向け駆かけ寄って来る。

　俺の出番だ。

「待て。私はそこで騒ぐ男の連れだが、君達は彼を捕ほ縛ばくする権限が有るのか？」

　駆け寄る警備員の前に俺は立ちはだかる。

「領事関係に関するウィーン条約、第三十一条第二項こう！　『接受国の当局は、領事機関の長若もしくはその指名した者又または派は遣けん国の外交使節団の長の同意がある場合を除くほか、領事機関の公館で専もつぱら領事機関の活動のために使用される部分に立ち入つてはならない』！　彼が領事機関の長に邪じや魔ま者ものと認にん定ていされるまでは、彼は大使館の賓ひん客きやくだ。彼のイチャモンを許可無く止めれば国際問題になるぞ！」

　一いつ喝かつされ、当とう惑わくする警備員。

　当然彼等もウィーン条約程度は知ち悉しつしているだろうが、いきなり『国際問題だ』と恫どう喝かつされれば、尻しり込ごみするのが人情と云うものだ。

「亡命ぃー！　うーえーのーひーとー！」

　警備員に止められぬことを幸いとばかりに、受付前の床ゆかに転んで手足をジタバタさせる太宰。凡すべて作戦内の行動だが、無む闇やみに殺意の湧わく動作である。

　さて、何な故ぜ我われ等ら武装探たん偵てい社が、格調高き在外公館にして外交の要よう衝しようである大使館に於おいて、五歳児のオモチャ買って攻こう撃げきを敢かん行こうして居るのかと云うと。







「爆ばく弾だん魔まは国外の人間？」

　俺は訊ねた。先さき程ほどと同じ、表通りの珈琲コーヒー喫きつ茶さである。

「そう。しかも専門家プロだ」太宰が珈琲コーヒーを啜すすりながら答える。

　太宰がそう指し摘てきしたのは、佐々城女史が大だい學がくの同どう僚りようより連れん絡らくを受けた直後であった。

「私の大學での専せん攻こうは犯罪心理学なのです。何かお役に立てる情報が有るかも知れません」と女史は云った。

　何でも佐々城女史はこの世界では少しは知れた犯罪学の研究者なのだと云う。有名な学会で幾いく度どか表ひよう彰しようされ、有能な若き助教授なのだそうだ。故ゆえに同業者の資料から、過去の類るい似じ犯罪に就ついて独自調査をして呉くれていたのだ。

「同僚の犯罪学者が過去の事例に当たったところでは、この脅きよう迫はく文にあるような、百名を超こえる爆弾事件は日本国内には無いそうです。……勿もち論ろん、先の大戦による戦死者を除いて、の話ですが」

「では海外の事件か？」

「はい。……海外では、政治闘とう争そう、思イデオ想ロギーによるテロなど、過去に数十件の爆弾事件が起こって居ます。ですがその詳しよう細さい、爆弾の種類や製造者までは、資料が残って居ない事が殆ほとんどで……すみません」

「いや、良い情報だよ。つまり爆弾を造った《蒼の使徒》は、その爆ばく破は事件の爆弾構造や組成を知っていた訳だ。犯人像に一歩近付いたんじゃないかな？」

「しかしな。俺達はその犯人が、爆弾を何ど処こに仕し掛かけたか、まで解明せねばならんのだぞ。この調子で間に合うのか？」

　せめて、犯人の顔と名前までは知る必要がある。でなければ捜そう査さの仕様がない。

　太宰は口元に親指を当て、何か考え込んでいる。

「この犯人は、姿を隠かくして……決して見付からない」不意に太宰がそう呟つぶやいた。「私が……やるしかないか」

「何がだ？」

「ねえ国木田君。脅迫文には、はっきりと爆弾を『製造』したって書かれているよね。でも百人以上を殺傷する爆弾なんて、そう簡単に造れるのかな」

「一般人には難しいが、専門知識が在れば簡単だろうな」

　俺は理数系の学問を修め、かつこの探偵社と云う荒あら事ごと業務を続ける為、或ある程度の危険化学物質に就いての知識を有している。

　爆弾となる薬品製造は慎しん重ちようを極きわめ、温度や衝しよう撃げきなどの条件管理が厳しい。少し手順を間ま違ちがえば生成途と中ちゆうに爆ばく発はつする。だが材料自体は単純で、小学校の理科室級レベルでも手に入る物が多い。塩酸、硝しよう酸さん、窒ちつ素そ肥料、アルミニウム。合法で安価に入手出来るものばかりだ。爆弾製造で問題となるのは配合比率と生成手順、そして運うん搬ぱんと起き爆ばく技術である。

「一説には、爆弾を製造する専門家プロにはそれぞれ独自の配合比レシピがあり、それが爆弾売買の際の信頼銘柄ブランドともなっていると聞くが──」

「そこだよ。だから『過去の事件に使われたのと同じ構造の爆弾』なんて、そう簡単に造れない筈はずなのだよ」

「では……過去に百余名を殺した爆破事件と今回の事件、同じ人間が爆弾を造った……そう云いたいのか？」

「それだけじゃない。脅迫文にあった爆発の描びよう写しや、妙みように視覚的な現実リアリ感テイがあったと思わないかい？」

　俺は文面を再び眺ながめる。『太陽が落下したかのような白びやつ光こうと消えぬ炎ほのお。居並ぶ建物は根ね刮こそぎ崩くずれ、人々は焼けながら逃にげ惑まどい、路面は融ゆう解かいし、吹ふき飛んだ車しや輛りようが建物に刺ささって燃え盛り──』

「私思うんだけど、この文章を書いた人、実際にこの光景を見てるんじゃないかな」

「何？」

「佐々城さん。過去に何件かあった海外の爆破事件で、爆発の様子まで記録された報道映像って有る？」

「いえ……流石さすがに無いようです。これだけ大規模な爆発となると、巻き込まれた人は撮さつ影えいどころではないでしょうし」

「普ふ通つうそうだよね。でもこの脅迫文の表現は、しっかりと爆発後の市街を描写してる。それも表現からして、爆発から数分後の様子みたいだよ。この人、爆弾を設置して逃げた後、現場に戻もどって来たんじゃないかな。それでこの景色を見た」

「つまり……その過去の爆破の犯人もまた、この《蒼の使徒》だと云いたいのか？」

　だとすれば犯人像は絞しぼられる。爆弾の専門家プロで、過去の爆破事件の際海外に居おり、そして今日本に入国している人物。だが──

「駄だ目めだ。それだけでは判わからん」

「何で？」

「お前はサボっていたから知らんだろうが、既すでに公安や軍警の協力機関に、国内の爆弾製造専門家を洗って貰もらっていたのだ。結果は容疑者なし。数百人を殺傷出来る程の高純度の爆ばく薬やく精製技術を持ち、かつ行動を監かん視し出来ていない製造技術者は、国内の候補者リストには無いそうだ。かと云いって、今から国内の外国人を片かたっ端ぱしから訪ねて回る訳にもいかん」

「うふうん」太宰が若にや気ける。

「何だその気持ち悪い笑いは」

「時に軍警ですら助力を請こう名高き探偵社と謂いえど、覗のぞき見の許されない名簿リストが有る。海外の諜ちよう報ほう機関の情報だよ。彼等ならきっと、過去の爆弾事件の容疑者を把は握あくしてる」

「海外諜報機関だと？」

　海外諜報機関と云えば、米国の中央情報局ＣＩＡや米国国家安全保障局ＮＳＡ。英国の秘密情報部ＭＩ６等が有名だ。自国の安全と繁はん栄えいの為、各国で身分を隠して秘密活動を行っている。しかし──

「海外の諜報機関が、日本の民間企き業ぎようの為に自分達の秘密情報を『どうぞ』と渡わたす筈がない。第一お前、諜報機関の知り合いが居るのか？」

「いないね」

「そら見ろ」

「けど、どこに行けば逢あえるかは知ってるよ」

　──厭いやな予感がした。







　と云う訳で、俺達は大使館への隠おん密みつ潜せん入にゆう作戦を敢行したのである。

　太宰の立てた計画は単純シンプルだ。

　大使館で悶もん着ちやくを起こす。

　巧うまく運べば、事態を収拾しゆうする為ためにより上位の人間と接見可能となるだろう。その高官と交こう渉しようする。国外で活動する諜報員にとって自国大使館は拠きよ点てんにして安あん寧ねいの地だ。大使館ならば必ず諜報員との繫つながりが有る。

　確かに無む茶ちやで強ごう引いんな手段だ。

　しかし太宰が立てたこの策で、八はつ方ぽう塞ふさがりの捜査に一いち縷るの望みが生まれたことも確かである。

　太宰と仕事をする中で感じて居た事だが、太宰が時折見せる思考の速さ、深さには目を瞠みはるものがある。太宰は底が見えん。あの奇き矯きような振ふる舞まいの奥に潜ひそんだ、薄うすら寒い何か──悪あく魔ま的知性を感じずにはいられない。

　何の経歴も持たない風来人とは迚とても思えん。聞いても毎度逸はぐらかされる為ため問い詰つめてはいないが、太宰は何か後ろ暗い経歴を持って居るのではないか？　それこそ何か、非合法の──

「ねぇー、亡命させてよー受付のお姉さーん！　ねぇこっち見て聞いてー！　目を逸そらさずに私を見てー！　そう、その目！　もっと見てホラ！」

　──ないな。ただの阿あ呆ほうだ。

「あの、それでは、順番待ちの書類に記入を……」受付女性が恐おそる恐る紙し片へんを取り出す。

「それ先刻さつきも書いたよ！」太宰が大声で喚わめく。勿もち論ろん噓うそだ。「この愛用の万年筆で、小さい項こう目もくまでびっしり書かされて、それで何も進展が無いから直じか談だん判ぱんしてるんじゃないか」

　太宰は胸の衣囊ポケツトから太い黒の万年筆を取り出して見せる。

「この愛用の万年筆、さる中東の独裁者が使って居たのと同じ型タイプなのだよ。凄すごい？　見ても善いいよ。ほら、高くて、重くて、滅め茶ちや苦く茶ちや書き難にくいの。これでその細かい書類を何度も書かされたら、そりゃあ怒おこるでしょう。そう思わない？」

　そんな万年筆を使って居るお前が悪い、と思うが、黙だまって見る。

「お姉さん、私小説家なんだけど、読んだ事ある？　次回作は君を主人公にした奴やつ書いてあげるからさあ。上の人に話通してよ。私と君が心中するお話。亡命したらきっと書くから、この万年筆で」

　駄目作家の演技が妙に板についている太宰。あいつ、普ふ段だんああ云って飲み屋の女性を口説いているのだろうな、と云う予感がした。

「ねえ本当に何とか為してよ、このままだと拙まずいんだよ、私公安の怖こわい人達に殺されちゃうんだよ。小説に好き放題な事書いちゃった所せ為いでさあ、何なの、如ど何うして外務省の偉えらい人が実は鬘カツラだって書いただけで当局に狙ねらわれなくちゃならないのさ、言論の自由の侵しん害がいだ、政府の横暴を許すなー！　頭とう髪はつ偽ぎ装そうも許すなー！」

「おい五う月る蠅せえぞ兄ちゃん！　野球が聞こえねーだろうが！　あと鬘カツラのどこが悪い！」

　待合席で野球実じつ況きようを視みていた、黒帽ぼう子しの白人が濁だみ声ごえで叫さけぶ。だがその程度の野や次じで太宰を止める事など不可能だ。

「なにをう！　鬘カツラと云われて怒る方が悪いんだ！　そんなに怒るなら最初から輝かがやける禿はげ頭を天に晒さらしていれば良いんだ！」

「あの、お連れ様を、その」混乱した事務員が俺に救いの目を向ける。だが済まん、これも人命の為なのだ。
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「私は彼の担当編集だ。事務員たる貴女あなたの気苦労は察するが、ご覧の通り彼は全く聞く耳を持たん。権限を持つ文官が直々に判断を下せば諦あきらめるだろうから、申し訳ないが取り次いで頂きたい」

「はあ」

　もはや気力を奪うばわれ半ば放心状態の事務員は、ひとつ頷うなずくとふらふらと席を立った。

「お……お待ち下さい」

　これ以上自分の権限で太宰の相手をしたくないのだろう。気持ちは判る。そして心から同情する。

　待つことしばし。事務員の女性が戻り、俺と太宰を別室へと手招いた。

「こちらへどうぞ」







「困るのですよ、このような事は」

　外交用の応接室に通された先には、禿とく頭とうの白人外交官が待っていた。渡された名めい刺しに書かれた役職は三等サード理事アタツ官シユ。悪くない釣ちよう果かだ。

　だがまだ不足だ。諜報上の機密を知る程ほどの権限は彼には無い。ならば此所ここからが本番だ。

「お立場お察し致いたします」

　俺は頭を下げる。頭を下げる文化にない外とつ国くに人びとからすれば困こん惑わくこそすれ安心はせんだろう。

「この平和な国で政治亡命など前ぜん代だい未み聞もんですよ。本国外務省に問い合わせても、確実に拒きよ否ひの返答が待っているでしょう。ですから──」

「あ、その話はもういいよ。いやー御ご免めんねおじさん、態わざ々わざ部屋用意して貰ったけど、実は私、小説家じゃないんだ」

　俺は、懐ふところから手帳を取り出す。黒地に金の文字縁ふち取どりがされた手帳。

「我々は警視庁の公安警察です」

「こ……公安？」

　理事官が頓とん狂きような声をあげる。無理もない。相手が接受国の公安警察となれば、事態の重さが違ちがってくる。

「訳あって正規手続ルートでの接せつ触しよくが出来ませんでした。ですが我々が本物であることは、手帳を照合頂ければお判り頂けるかと」

　俺は警察手帳を掲かかげる。そこには黒地に金きんで公安部と書かれ、写真と所属が明記されている。

　理事官は手帳を受け取り、俺と写真を見比べる。

　無論、これは偽ぎ造ぞう手帳だ。俺の異能力『独歩吟ぎん客かく』で、本物と同等加工の公安警察手帳を生成したのだ。故ゆえに、この手帳からは俺達の噓うそは見破れん。

　──見破られるとすれば、此所ここからだ。

「我々は故あって秘ひ密みつ裏りに貴国の保安情報を必要としています。貴国諜ちよう報ほう機関が把は握あくしている、本ほん邦ぽう内の爆ばく弾だん製造技術者の情報を供きよう与よして頂きたい。これは国家保安上の重大事項です。迅じん速そくに御願いしたい」

　予あらかじめ憶おぼえた台詞せりふを一息に言い切る。

「そ……そんな無茶な」

「無茶は承知です」俺はさらに畳たたみ掛かける。「貴官がご存じないのであれば、権限を所有する方に取り次ぎ願えますか」

「確かに大使館に出入りしている諜報機関の人間は居ます……ですがそう簡単には」

「一刻を争う事態です。数百人の人命が失われる瀬せ戸と際ぎわなのです」

　数百人の人命、と聞いて理事官の顔色が青あお褪ざめる。善人では在るのだろう。

「す、少しお待ちを」

　理事官は豪えらく恐きよう縮しゆくしつつ額の汗あせを拭ふき、備え付けの電話で何ど処こかに連れん絡らくをした。小声で相手先と暫しばらく口論のような会話をした後、電話を切って俺達に向き直る。

「いやあ、善よかった。本来このような御ご依い頼らいは受け容いれかねるのですが……」

　笑え顔がおで理事官が云いう。巧うまく運びそうな気配に、内心安あん堵どの息を吐つく。

「有り難がとう御ご座ざいます」

「電話で秘書官と話したのですが、偶たま々たまこの近くで私の上司と、貴方あなたがたの長官である警視庁公安部長が会食を行っているそうなのです。公安部長からご依頼頂ければ、本国も交こう渉しように応じるでしょう。いやあ善かった善かった」

「……は」

「貴方がたの部長は十じつ分ぷん少しよう々しようでこちらに来るそうです。それまでおくつろぎ下さい」汗を拭きながら、安堵の笑みを浮うかべる理事官。

　……拙まずい。

　大変拙いぞ。

　警視庁公安部長と云えば、警視総そう監かん級の権限を持つ公安のトップだ。権限が在るには在るが、爆ばく弾だん脅きよう迫は騒くそ動うどうの事など寸すん毫ごうも知らん。よしんば知ったとしても、実際に存在するかも判わからん爆弾のために海外諜報機関の機密情報を奪うような作戦に同意する筈はずがない。

　ましてや俺達は、公安の名を騙かたった唯ただの民間企き業ぎようなのだ。

「あ、いや、理事官。申し訳ないが、それは……その、宜よろしくないんだが」

「は？　いえいえ、ご心配なさらず。幾いくら諜報の連中でも、警視総監級の依頼を無む礙げには断れませんよ、ええ。ご安心下さい」

　どうする。今部長に来られたら凡すべてが台無しだ。

「宜しくないのだ、本当に。何な故ぜかと云うとだな……つまり、ええと」

　きょとんとした顔で見返す理事官。

「部長は来られないのだ。ある都合で」

「そうなのですか？　ある都合とは？」

　いかん。俺はこう云う即興アドリブは駄だ目めなのだ、本当に。

「部長は……ご多た忙ぼうなのだ。することが沢たく山さんある」

「はあ、それは勿もち論ろんお忙いそがしいでしょう。ですが先程の電話では、問題無く来られると」

「ああ、そうなのだが、そういう意味ではなくてだな。そうは云いつつも何やかやあるわけで」

「……？」

「色々と、その……知り合いと会って話し込んだらつい長引いて了しまったり、飼い犬の餌えさが切れそうだから買ったり、役所に書類出したり」

「主婦？」

　首を傾かしげる理事官。あああ、自分でも何を云っているのか判らん。

「と、兎とに角かく、この件を部長に知られる訳にはいかんのだ」

「知られる、って……貴方がたは上司に内密でこちらにお越こしになったのですか？」

「そう云う訳では……いや、まあ、内密に来た」

「それは拙まずいでしょう。何な故ぜです？」

「うっかり」

「うっかり!?」驚おどろく理事官。

「そう、うっかりなのだ。えー、その、あまりに非常事態でうっかり連絡を忘れたのだ。だから、つまり何だ、あまりに非常事態で……うっかり連絡を忘れたのだ」

「何な故ぜ二回云ったんです？」

「こ、これ以上は機密のため云えん。兎に角ご存じの諜報員を呼んでくれ！」

　これ以上喋しやべっているとどうにかなってしまいそうだ！

「そんな無む茶ちやな。こちらも諜報員の所在は機密なのです。そのようなご説明では……」

「やれやれ……仕方ないなあ」

　太宰が嘆たん息そくし、身を乗り出す。

「理事官殿どの。この口くち下べ手たなアホ部下の代わりに説明いたしますとね。部長に内密でこちらに伺うかがったのには、やむを得ぬ事情が在るのです。公安内部、特に部長の側近に、爆弾犯への内通者が居る疑いが浮ふ上じようしたのです」

「何ですと？」

「その為ため我々は、内部監かん察さつ官と協力し、犯人の特定、及および公安内の内通者を特定すべく、こうして内密にご相談に上がった次し第だいなのです。部長が此所ここに来れば、事情を察知した内通者が爆弾を起き爆ばくさせる懼おそれがある。その前に爆弾の設置場所を摑つかまねばなりません」

　話を聞いた理事官の顔色が変わる。

「そ……それは確かに重じゆう篤とくな問題です。しかし、そうならそうと早く云って頂ければ」

　そう云いながらちらりと俺を見る理事官。

「彼が云えなかったのも、凡すべて漏ろう洩えいを心配しての事ですよ。噓が下手な男ですが、これも機密保持の為です。貴方が同じ立場であれば、自分の上司が内通者かも知れぬと云う事を日本警察においそれと明かせますか？」

「確かに……」頷うなずく理事官。

「幸い、爆弾を製造した主犯は或ある程度絞しぼられています。過去に海外で大規模な爆弾テロを起こした人間です。これは、世界のテロリストの敵たる貴国にとっても、国家保安上重要な捜そう査さです。体制内部に巣くう反政府因子を、貴国の諜報機関と協力し一いつ掃そうしたい。ご協力願えますか」

「判りました。ご協力させて頂きます」

　太宰………………お前、凄すごいな……。

「ご案内します。こちらへ」

　理事官は慌あわてて立ち上がり、俺達を手で促うながす。







　理事官に連れられて訪おとずれたのは、大使館の地下の一室。個人用の事務室だった。

　理事官は緊きん張ちようした面おも持もちで「しばしお待ちを」と云って去り、俺達だけが残される。

「うちの理事官殿を虐いじめるのはやめて欲しいな。あの人は良い人だ。加えて云えば、唯ただの良い人だ」

　やがて事務室に現れた壮そう年ねんの男に、俺達は見覚えが有った。

「お前は……待合室で野球を見ていた……お前が米国の諜報員か？」

　その男は、黒帽ぼう子しの白人。いかにも退たい屈くつそうに待合室で野球番組を観戦していた、壮年の男だった。

「所属ＩＤは事務室の清せい掃そう員いんだがな」諜ちよう報ほう員は胸の名札をつまんで見せる。「で？　爆ばく弾だん捜さがしに忙しいお二人がこんな所に何の用だ、武装探偵社？」

　俺と太宰は顔を見合わせる。

「知っていたのか？」

「この国で起こる問題を収集するのが俺の仕事だ。まして異能組織が朝から大おお騒さわぎともなれば、地球の反対側にだって情報は届く。おたくらが大使館に来た時から監かん視ししてたのさ」

　諜報組織が知りたがりなのは、映画や小説の中に限った話ではないと云う事か。

「俺達は市街に爆弾を仕し掛かけた奴やつを捜して居る。過去に似た爆ばく破は事件を海外で起こした奴だ。そちらの書類に無いか？　本人曰いわく『太陽が落下したかのような白びやつ光こうと消えぬ炎ほのお』で百余名を殺したらしいが──」

「ああ……やっぱり奴か」首を振ふる諜報員。

「心当たりが有るのか？」

「消えぬ炎、そして白い光と云えば、アルミ粉配合爆ばく薬やくのアラムタだろう。奴のファイルだ」

　諜報員が書類キヤビ棚ネツトから書類のひと束たばを取り出す。

「ザキエル・アラムタ。日系人で、中東のテロ組織御ご用よう達たしの爆弾屋だ。一年前から日本に入っていて、我々は奴を監視していた」

「日本の公安には知らせずにか？」書類を眺ながめながら、俺は反はん駁ばくする。

「事情があってね。我々の手で捕つかまえたかった。奴は爆ばく弾だん魔まであると同時に、同業のテロリストに爆弾を売る商売人だ。奴の顧こ客きやく名めい簿ぼがあれば、反米主義者どもを一いち網もう打だ尽じんに出来る」

　資料を捲めくる。アラムタの顔写真と、過去の爆破の手口。

「最悪の爆弾組成だ」俺は奥歯を嚙かみ締しめる。「こんなものが横浜の市街で爆ばく発はつしたら、被ひ害がいは百人どころではないぞ」

　アラムタが専門で使うのは、スラリー爆弾にアルミニウム粉末を組み合わせた車しや輛りよう爆弾だ。乗用車に数百瓩キロの爆薬を積み、携けい帯たい電話などの信号で信管を遠えん隔かく爆破させる。硝しよう酸さんアンモニウムを主原料とし、ＡＰ爆薬を補助剤ざいとして使用する。いずれも安価で大量に精製可能だ。

　資料の組成から推測する限り、爆ばく心しん地ちから半径二百米メートル程度の人間は爆ばく風ふうで即そく死し。そこから離はなれた距きよ離りに居ても、爆風の高熱と融ゆう解かいアルミの雨が降り注ぐ。

　アラムタがアルミニウム粉を爆弾に使う理由は、完全に対人殺傷が目的だ。アルミニウムは燃焼促そく進しん剤であり、強い白光を放ちながら燃えて爆炎の威い力りよくを増す。それと同時に、爆風に乗って飛散し、摂せつ氏し六百度の高熱飛ひ沫まつとなって被ひ害がい者しやの肉体を貫かん通つうし焼き尽つくす。とどめに、金属アルミニウムは水と反応して可燃性の水素瓦斯ガスを発生させる金属だ。つまり『水を掛かけると燃える』のである。そのため、消火の為の放水で更さらに爆発が連れん鎖さし救助活動を困難にする。

『太陽が落下したかのような白びやつ光こうと消えぬ炎』。言葉の通りだ。まさに悪あく魔まの爆弾である。

　市街の人口密集地で爆発すれば、後の停電や事故等の二次災害も含ふくめて、死傷者は恐おそらく千人を超こえるだろう。しかも車輛に乗せて運べる自動車爆弾は、警察の監視を容易に潜くぐり抜ぬけ市街へ潜せん入にゆう出来る。

　こんな物を、絶対に横浜で爆発させてはならない。

「アラムタは今何ど処こに居る」

「二日前から同どう僚りようの監視を撒まいて行ゆく方え知れずだ。何かしでかすと思っていた所だよ」

　糞くそ、爆弾を見付ける為には、まずアラムタの行方捜しからか。

　だが、敵の名と素す性じようが判わかっただけでも前進だ。このアラムタと云いう男が《蒼の使徒》である可能性も高い。

　アラムタが何な故ぜ探偵社を脅きよう迫はくするのかは、現時点では不明だ。探偵社への怨えん恨こんだとすれば、探偵社が解決した過去の事件を紐ひも解とく事で、手て掛がかりが摑めるかも知れん。

「それで？　この情報の代価は何かな、諜報員スパイさん？」太宰が含み笑いを込めて問う。

「何も。異国の民たみとは云え、何百人もの死を看過する訳にもいかない。正義のため、喜んで情報を提出するよ」

「信じないよ。隣となりの国木田君は兎とも角かく、私のような捻ひねくれ者はね」

　太宰が笑え顔がおで応じる。確かに、米国諜報部の任務は自国民の安全と繁はん栄えいでしかない。

　諜報員はしばし黙もつ考こうした後に答える。

「──もしアラムタを捕まえたら、公安には渡わたさず、我々に身み柄がらを引き渡せ。奴の顧こ客きやくについて、洗いざらい吐はかせたい」

「公安には渡さず、だと？」俺は眉まゆを寄せる。「奴が今回の事件を企くわだてた犯人なら、日本の警察組織と共同で尋じん問もんするのが筋ではないか」

「それはね国木田君。彼等は情報を得る為、爆弾魔を拷問する心算つもりなのだよ。それこそ、国際法で禁止されているほどのキツい奴をね。他国の警察機関と合同では、そこまでえげつない真ま似ねは出来ない。だから秘ひ密みつ裏りに犯人の身柄を手に入れたいのさ」

「…………」

　俺は眼前の諜報員を見る。諜報員は無表情のまま答えない。否定する気は無いと云う事か。

　法を破り、倫りん理りを侵おかすのは犯罪者ばかりではない。しかし、俺ごとき一いつ般ぱん民が、海外諜報機関の組織運営に説教をしたところで何も変わらん。

「この面会は非公式だ。お前は情報を誰だれへも漏もらして居ない。故ゆえに、我々が代価を支し払はらう必要も無い。行くぞ太宰」

　俺は太宰を促し、出口へと踵きびすを返す。

「次からは受付で『フェニモア運輸』と名乗れ。俺に連れん絡らくが行く。僅わずかな手掛かりからここまで辿たどり着いた手しゆ腕わん、お見事だよ。もし探偵社を馘首クビになったら連絡をくれ。諜報員候補としてスカウトしたい」

「だってさ。どうする国木田君？」

「日本で爆弾が設置されたと聞いても眉一つ動かさぬような職に、就つく心算つもりはない。ではな」

　返事を待たず事務室を出る。諜報員は何も云わなかった。
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　俺と太宰は資料の情報を整理する為ため、一度探偵社に戻もどった。

　刻限とされた日にち没ぼつまで、およそ二時間。

　その間に爆弾魔たるアラムタを捕とらえ、爆弾の在あり処かを吐かせねばならん。たったの二時間で。

　だが、吉きつ報ぽうがあった。探偵社に連絡を入れた際に、助力の報しらせがあったのだ。

　その報せを聞いた時、俺は確信した。爆弾は解除出来る、と。




「あーっはっはっは、駄だ目めだねえ皆みんな！　僕が居ないと真面まともに捜そう査さひとつ出来ないんだから！」

　探偵社の事務所に帰ると、何い時つもの高笑いが聞こえた。

「乱歩さん！　九州の事件は如ど何うしたのです」

「あれねえ。死体を一目見たら犯人と手口が判ったから、さっさと解決して帰って来ちゃった」

　脳天気に飲料水を啜すすりながら答えるのは、先せん輩ぱい探たん偵ていの江戸川乱歩。

「聞いたよ国木田。たかだか爆弾一つにてんてこ舞まいらしいじゃないか。駄目な後こう輩はいを持つと苦労するねえ全く。御お陰かげでこっちは九州観光も出来ずとんぼ返りだよ。温泉玉子たべたかったのに」

「済みません。ですが、乱歩さんの力が必要なのです」

「僕の力が？」

「はい……本来であれば我々だけで解明すべき事件なのですが……力及およばず、乱歩さんにご助力をお願いしてしまい、申し訳有りません」

　乱歩さんは俺を凝ぎよう視しした後、深く息を吸い込み、そして云った。

「っしょ──────がないなあ全く！　いや、そう恐きよう縮しゆくする事はないよ国木田、それと云うのも僕が有能過ぎるから悪い！　僕の【超ちよう推理】は世界最さい高こう峰ほうの異能力だからね、頼たよっちゃうのも仕方ないよね！」

　高笑いと共に、俺の肩かたをばしばしと叩たたく。

「全く、仰おつしやる通りです」俺は深く頷うなずく。

「く……国木田君、大だい丈じよう夫ぶ？　我が慢まんしてない？」

　横から太宰が恐る恐る声を掛かけてくる。

　我慢？　何を云っているのだ太宰は。凡すべて乱歩さんの云う通りではないか。

「太宰、乱歩さんに資料を」

「あ、はい。どうも、新人の太宰です。宜よろしくどうぞ」

「ああ、聞いてるよ。頑がん張ばって事件を見付けてね。解決は僕がやるから」

　資料を受け取りながら、乱歩さんがふと太宰に目を留とめる。

「新人君。えーと、太宰だっけ？……君の前職は何？」

「はい？」

　乱歩さんの表情が消えている。太宰を凝視みつめて居る。何かを探すように。

「学業を修しゆう了りようしてからは特に何もせず、ぶらぶらして居ましたが」

　太宰の答いらえにも、乱歩さんは応じず太宰を凝視して居る。やがて数秒後、

「そうか、なら善いいんだ。じゃ頑張ってね」と云ったきり、何も無かったかのように爆ばく弾だん魔まの資料を机に並べ始めた。

　何だったのだ？

「おい太宰、今のは何だ」

「知らないよ私に訊きかれても。──処ところであの乱歩さんって方は、どんな異能力者なの？」

　そう云えばまだ太宰には説明して居なかったか。

「乱歩さんは【超推理】と云う異能力を所持して居る。『見ただけで事件の真相が浮うかぶ』と云う凄すさまじい能力だ」

「そんな能力あるの!?」

　さしもの太宰も驚おどろいたようだ。

「ある。市警や官かん吏りの上層にも信しん奉ぽう者は多く、難解な事件がある度たび乱歩さんに依い頼らいが来る。探偵社を支える異能者だ」

「俄にわかには信じ難がたいなあ、そんな異能力」半信半疑の太宰。

「見れば判る」

「国木田！　僕の【超推理】で看破するのは、その爆弾が何ど処こに有るか、でいいの？」

「はい。時間がありません。爆弾の在あり処かが最優先です。それさえ判れば、俺達が解除します」

「このアラムタくんが何処に居るか、は調べなくても善いのね？」

「何よりも先まずは爆弾です」

「宜しい！　あっはっは、悪いねえ、僕が現れたからには、もう君達の活かつ躍やく場面シーンは無いからね。太宰、そこの眼鏡取って」

　太宰に渡された黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛ける。その眼鏡の使用が、乱歩さんの異能発動合図だそうだ。

　乱歩さんの目が細められる。

　視線は万ばん象しようを貫つらぬく燿かがやきと成り、思考は神の座よりの神託オラクルと成る。

　──【超推理】。

「…………………………………………………………判わかった」

　乱歩さんが眼鏡を置き、呟つぶやく。

「ええ、本当に？」

　乱歩さんの背後で固かた唾ずを吞のんでいた太宰が、興味深そうに身を乗り出す。

「地図」

　乱歩さんが指を振ふる。俺は書しよ棚だなから横浜近きん隣りんの大判地図を取り出し、机き上じように広げる。

　百余名を殺傷する悪あく魔まの兵器。造ったのは恐きよう慌こうと叫きよう喚かんの使徒たる職業的爆弾魔。

　一体──どのような悪魔的な設置場所を選んだのか。

　駅、大病院、学舎。或あるいは高層楼閣ビル、市庁舎、複合シヨツ商業ピング施設モール。最悪の可能性が次々と脳のう裏りを過よぎる。

「爆弾の場所は──」

　乱歩さんの指が地図の上に落ちる。俺は固唾を吞む。




「ここだ。釣り具屋さん」




　……………………、は？

　釣つり具屋？

　何かの聞き違ちがいか？　或いは何か重大な秘密施設か、危険物質を扱あつかう店なのか？

「……そうか。成る程ほど」

　しばしあってから、太宰がぽつりと云いった。

「そうだ、そうですよね！　乱歩さんの能力は本物だ！　うん、爆弾を仕し掛かけるならこの釣り具屋しか有り得ない！　さあ国木田君、急ぐよ！」

「僕の凄すごさに感動しただろう、新入り君」

「はい！　素す晴ばらしい、乱歩さんは間違い無く稀き代たいの名探偵だ！　最高です、探偵社に入って善よかった！　さあ行こう、何を惚ほうけて居るのだい国木田君、今なら日没に十分間に合う！」

「おい……太宰、しかし」

「移動し乍ながら説明するよ！　疾はやく！」

「頑張ってねー」

　太宰に袖そでを引かれ、俺は不承不承探偵社を後にした。







　俺達は社用車に乗り、一路釣り具屋を目指す。太宰が操縦桿ハンドルを握にぎると車が殺人箱と化す為ため、俺の運転である。

「説明しろ太宰。如ど何ういう事だ」運転し乍ながら、助手席の太宰に訊たずねる。

「説明は勿もち論ろんするけど、国木田君も乱歩さんの推理を疑ってる訳では無いのでしょう？」

「ああ、乱歩さんの推理なら間違いない。爆弾は釣り具屋に有る。だがお前が信じた理由は何だ？」

　乱歩さんの異能力は『真相を看破する能力』。その効果が不発に終わった事は一度も無い。だが太宰の得心具合には何かが引っ掛かる。

「地図を見れば明らかだよ」

　太宰の指し摘てきに、俺は脳内の記き憶おくを呼び起こした。釣り具屋周辺は、道路、企き業ぎよう施し設せつ、小さな商店などしかない。被ひ害がいが少ないとは云わんが、国際爆弾魔の標的にしては悪あく辣らつさに欠ける。

「俺を験ためすのは止よせ。考えることが他ほかに山ほどある。結論を云え」

「私も資料を見て考えたのだけど、爆弾魔たるアラムタは各国で大規模な爆ばく破は事件を起こして居るよね。しかも彼は同じ場所での爆破を二度と行わない。観光地では高級宿泊亭ホテル、軍事基地では通信所、高層楼閣ビルでは基部を支える支柱。その土地で標的に対し最大効果を得られる設置場所を常に選んで居る。では今回狙ねらうのは何ど処こか」

「勿もつ体たいぶるな、疾はやく結論を云え」

「アラムタの標的は──石油保管施設さ」

　頭を金かな槌づちでぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきが走る。

　横浜の──石油コンビナート！

　そうか。何な故ぜ気付かなかったのだ。

　日本有数の港こう湾わん都市たる横浜は、海運に依よる燃料輸送の一大拠きよ点てんである。湾わん岸がんには石油や天てん然ねん瓦斯ガスを保管する広大な敷しき地ちが並び、その燃料は関東一円の産業を支える為に、日夜膨ぼう大だいな量が運び込まれ保管されている。

　さらにコンビナートの周辺には、石油原料を利用する化学、鉄鋼、石油精製工場が建ち並び、その生産物が日本国内の主要産業を支えている。

　もし石油コンビナート近辺で爆ばく発はつが発生し貯ちよ蓄ちく槽タンクに引火したら。その爆ばく炎えんが類るい焼しようし港湾全域に広がるのは確実だ。恐おそらく何日も消えぬ、国内史上最悪の工業火災になる。石油化学系の火災は放水による消火が難しく、被害は長期に亘わたるだろう。人的な被ひ害がいもさることながら、何より国内経済に与あたえる衝撃は計り知れない。

「成る程。お前が乱歩さんに感心したのは、その推理が的確だった為か」

「違うよ」

　何？

「私が驚きよう嘆たんしたのは、石油保管施設を狙うと云う手口の斬ざん新しんさからでも、乱歩さんの異能力の為でもない」

「では何だ」

「うふふ。何より驚おどろきなのはね、乱歩さんのあれは異能力じゃないって事さ」

　──は？

「何だと？　莫ば迦かを云え、異能力無しにあのような為し業わざが出来るものか」

「だから凄いんじゃないか！　実は私ね、乱歩さんが推理している間、後ろでこっそり乱歩さんの髪かみの毛を抓つまんで居たのだよ」

「何？」

　確かに太宰はずっと乱歩さんの背後に居た。だが、何い時つの間に──

「知っての通り、私は触ふれた相手の異能発動を阻そ害がいする、反異能者だ。私が躰からだの一部に触れて居る限り、如い何かなる超ちよう人じん異能者と雖いえども力を振るうことは出来ないのだよ。つまり──」

　乱歩さんの【超推理】は、異能力では無い？

「では──」

「あれは推理だ。一個の人間が、観察と推断を基き礎そとして、一いつ瞬しゆんで論理的結論を導き出したのだよ。横浜の地図、アラムタの資料、火災に関する知識。手持ちの情報を結合させ、結論を一瞬で導き出したのさ。恰あたかも推理小説の名めい探たん偵ていの如ごとくに──否いや、名探偵が活かつ躍やくするのは凡すべての事件が終わった後、本の最後だ。ならば現場にも行かず容疑者にも逢あわず、ただ資料を一いち瞥べつしただけで爆ばく弾だんの居所を看破した乱歩さんは、凡ぼん庸ような名探偵程度では手の届かない、恐るべき推理力と観察力を有していると云う事になる」

　推理だと？

　異能でも超ちよう常じよう現象でもない、唯ただの思考の産物？

「そんな事が有り得るのか？　どうやって──」

「私が感かん嘆たんしたのはそこさ。異能力者ならば唯の現象だ。感心こそすれ驚きはしないよ。けど乱歩さんのあれは誰だれもが持つ思考力を働かせた結果なんだ。アラムタが米国諜ちよう報ほう員の監かん視しを撒まいて姿を消したのが二日前。となると、石油施し設せつ中ちゆう枢すうに入り込む許可証や、内部業者としての偽ぎ装そうは間に合わなかっただろう。一番簡単なのは、現金で賃借レン車タカーを借りて、そこに爆弾を積せき載さいして石油施設近辺の駐ちゆう車しや場に放置する手管だ。爆弾の有効殺傷範はん囲いが二百米メートルなら、それ以下の距きよ離りに石油保管槽タンクの在る店に絞しぼられる。湾岸地域でその条件に合がつ致ちするのが──」

「件くだんの釣り具屋と云う訳か」

「そう。その他にも風向、発見の難しさ等の要因があるけどね。いや、それを手持ちの資料を一いつ瞬しゆん眺ながめるだけで見み抜ぬいたとしたら、たいへんな推理力と観察力だよ！　しかもご本人は異能を使ってる心算つもりらしい。実に偉い大だいな御ご仁じんだね。私も精しよう進じんしなくては」

　太宰の感嘆に漸ようやく納なつ得とくした。確かに、それがいかに神かみ憑がかり的能力であっても、異能であれば単一の事象に過ぎぬ。だが本人の推理力であるとすれば話は別だ。乱歩さんが過去に解決した事件は十や二十ではない。それら凡すべての事件に於おいて、一いつ見けんしただけの僅わずかな情報から真相を一瞬で見抜き、そしてただの一度も推理を外さなかった事になる。神かみ業わざなどと云う表現では迚とても足りぬ、信じ難がたい偉い業ぎようである。

　異能者を超こえる非異能者。本ほん邦ぽう、いや世界にも稀まれな入神の技ぎとしか云えん。

　にしても──

　俺は助手席の太宰を見る。

「お前が他人の実力に驚く処ところなど初めて見たな」

「え、そう？　私よく驚くよ。食べようと蛤はまぐりに箸はしを伸のばしたら未まだ生きてた時なんて、そりゃもう吃びつ驚くり仰ぎよう天てんで──」
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「違う。お前には他人が凡すべて見えているような気がして居た」

　あれだけ惚けた奇き行こうを常としてい乍ながら、太宰の所作には何ど処こか世を達観した雰ふん囲い気きがある。それが何故かは判わからんが、太宰の感情は孰いずれもどこか作り物めいている。この男は飄ひよう々ひようとした仕草の裏で、実は何もかも見抜いているのではないか？

「確かに、国木田君に関しては大体判ったからね。もう驚かないと思う。何故なら国木田君は自分が考えて居るよりずっと単純だから」

「何だと！」

「その反応も凄すごく素す直なお。良いいねえ、この後暫しばらく『俺は単純だろうか』と密ひそかに悩なやむところまで予想出来て、それもまた良い」

「貴様──」

　何か反論したいが、何を云いっても『予想通り』と返されそうな気がして厭いやだ。

「ならば、孰いずれ必ずお前をあっと驚かせてやる。俺の実力で貴様の予想を覆くつがえす」

「それは楽しみだ。若もし私を驚かせられたなら、一いつ杯ぱい奢おごるよ」

「云ったな。忘れるなよ」

「忘れないよ。どちらに転んでも私に損はないからね。ほら、釣つり具屋さんが見えて来た」

　車しや輛りようは速度を落とし、釣り具屋の見える脇わき道みちに停車する。
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　車を降り、釣り具屋を目視する。刻限の日にち没ぼつまでは一時間余り。波瀾トラブルがない限り、爆弾解除が間に合わぬと云う事はないだろう。

「該がい当とうの車輛の目め処どは立つか？」

「簡単だよ。大きめの商ワン用ボツク車スカーで、内部を隠かくすように窓が遮光スモーク硝子ガラスになってる車を探せば善いい」

　少し離はなれた位置に社用車を停とめ、警けい戒かいしつつ進む。爆弾を守る為ため武装要員が待ち構えている可能性も捨てきれん。

　釣り具屋は休業日のようで、十数台を納める駐車場には疎まばらに車輛があるのみだ。駐車場内に人ひと影かげは無い。西側の斜しや面めんの陰かげになって、駐車場は何処も薄うす暗ぐらい。

　首を巡めぐらすと、すぐ背後に石油保管槽タンクの群が屹きつ立りつし、湾岸まで続いて居る。最も寄よりの槽タンクは百米メートル程度しか離れていない。駐車場で爆弾が炸さく裂れつすれば、業ごう火かは容易にあそこまで届くだろう。

「国木田君、見てあの車輛」

　太宰が指差す方に目を向ける。そこには白い小型商用車が停められている。「わ」で始まる賃借レン車タカーの識別番号。遠目からも判る遮光スモーク硝子ガラス。更さらに、内部に人が居る様子も無いのに、車輪ゴム護謨タイヤの設置部分が他車よりも深く撓たわんでいる。数百瓩キロの荷物を積載している証左だ。

　俺は手帳の頁ページに『無線電波妨害機ジヤマー』と印しるし、破って念を込める。手帳の頁は忽たちまち携けい帯たい型の電波抑よく制せい機へと姿を変じる。

「太宰。仕掛ブービーけ罠トラツプを警戒しつつ、これを車輛の近くに置け。俺は周囲を調べる」

　電波妨害機ジヤマーは、形状それ自体は携帯電話と酷こく似じしている。だがこの装置は、無線周波数帯域に干かん渉しようし、近くの無線機器の電波通信を不可能にする効用を持つ。有効範囲は半径五米メートル程度。これを爆弾の傍そばに置けば、犯人による爆弾の遠えん隔かく起動を妨害出来る。

　俺は拳けん銃じゆうを構えつつ、駐車場付近を索さく敵てきする。

　敵の妨害を警戒したが、付近に伏アン撃ブツシユや狙そ撃げきの気配は無い。その代わり、草葉に隠れて設置された撮さつ影えい装置を発見した。廃はい病院で見付けたものと同種の型タイプが一基、より小型の無線型タイプが一基。爆弾設置は此所ここで間ま違ちがい無さそうだ。

　ふと声に顔を上げる。

　──あれは何だ？

　道路の反対側で、ちょっとした人ひと集だかりが出来ている。十人前後の人々が、中心の何かを遠巻きに見ているようだ。彼等の不安げな表情に、厭な予感が過よぎる。

　拳銃を隠しつつ、人集りに近付く。声を掛かけて人々を搔かき分け、彼等が集まった原因を見る。

　呼吸が止まる。

　在るはずのないモノがそこには在った。




　アラムタの死体。




「国木田君、電波妨害機は置いたよ。次は何を──」

　肩かた越ごしに話し掛けてきた太宰も、それを見て言葉に詰つまる。

　何な故ぜだ。

　何故奴やつが此所で死んでいる。

　近寄って、死体の状態を観察する。死し斑はんなし。顎あごの死後硬こう直ちよくなし。脇わき下した体温はまだ人ひと肌はだを保っている。明らかに、つい今しがた殺されたのだ。俺達が到とう着ちやくする直前に。

　そのうえ、死体には外傷が無い。死因となり得る外的変化は一いつ切さい見られない。その代わり、皮ひ膚ふのあちこちに黒い文字が、斑はん点てんのように浮うき出ている。

　数字の「00」。躰からだに無数に刻まれている。一体何だ？　刺いれ青ずみか、或あるいは──

「国木田君。軍警の特とく殊しゆ爆ばく弾だん処理班が間もなく来るそうだよ。此所は専門家に任せて、一いつ旦たん離はなれよう」太宰が俺の肩に手を置く。

「──判った」

　アラムタの所持品を探さぐったが、小こ銭ぜにと偽ぎ造ぞう免めん許きよ証しようばかりで、何かの役に立ちそうなモノは所持して居なかった。

　謎なぞを残したまま、俺と太宰は増え始めた野や次じ馬うまを搔き分け、現場を後にした。
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　社用車を運転し乍ながら、俺は考える。

　アラムタは何故殺されねばならなかった？　そして誰だれに殺された？

「国木田君、考えるのも大事だけど、運転を疎おろそかにしないでね」助手席の太宰が云う。

「判っている」操縦桿ハンドルを握にぎりつつ返事をする。

　状じよう況きようを整理しよう。

　表面的には、事件は二つ。横浜旅行者誘ゆう拐かい事件と、爆ばく弾だん事件。実行犯はそれぞれ、運転手とアラムタ。そこまでは明らかだ。

　だがその二つの事件は裏の目的が在る。探たん偵てい社への醜しゆう聞ぶん攻こう撃げきだ。探偵社が仕事に失敗し被ひ害がいを出す瞬しゆん間かんの映像を世間に散ばら蒔まく。この目的には、運転手も、おそらくアラムタも関かん与よしていない。彼等を操あやつる、黒幕が考えた策だ。

　黒幕の名は《蒼の使徒》。

《蒼の使徒》は運転手、そしてアラムタを操り、実行犯に仕立て上げた。そして自らは何の罪も犯おかさず、実行犯が恰あたかも自発的に個々の事件を起こしたように見せかけ、探偵社への攻撃を実行した。

　この黒幕を攻撃するのは至難の業わざだ。何故なら、黒幕は実行犯達に殆ほとんど指示を出さず、彼等の自発的犯行に任せて居るからだ。運転手も爆ばく弾だん魔まも、犯罪を実行する際には自分の庭、自分の遣やり方に従っている。ひょっとすると、自分達が操られていると云う自覚すら無かったかも知れない。

　黒幕を潰つぶさない限り、孰いずれ第三の攻撃が開始される。今度こそ探偵社は潰されるだろう。だが、極きわめて手て掛がかりが少ない状況で、《蒼の使徒》まで辿たどり着けるだろうか。

　さらに懸け念ねんが一つ。

《蒼の使徒》は、果たして何の罪に問える？

　黒幕たる《蒼の使徒》が犯した罪は盗とう撮さつと脅きよう迫はくのみ。殺人も爆ばく破はも行っていない。事件そのものを実行犯達に自発的に行わせているため、殺人・誘拐の教きよう唆さ犯はんとして立件するのは限りなく困難だ。犯行指示の証しよう拠こをうっかり残していることを期待するか？　しかし──

　そこで携帯電話に連れん絡らくが入る。社長からだ。俺は路ろ肩かたに車を寄せて停車し、通話釦ボタンを押す。

「国木田か。軍警の協力筋より連絡が在った。運転手が──死んだそうだ」

　何──!?

「しかし、奴は軍警の空輸機で空の上では」

「そうだ。空輸機での尋じん問もん中、突とつ然ぜん苦しみ始め、間もなく事切れた。死因は不明だが、躰の至る所に黒色の「00」と書かれた刻印が浮き出て居たそうだ。──一度社に戻もどれ。状況を吟ぎん味み立てる」

　電話を切る。脳のう裏りを疑ぎ問もん符ふが吹ふき荒あれる。

　これで《蒼の使徒》への道は完全に絶たれた。運転手に臓器売買の手法を教えた人間が唯ゆい一いつ黒幕へと至る足あし掛がかりだったが、その追つい跡せきも運転手の死で不可能となった。

　まるで敵は此方こちらの動きを知り尽つくしているかのようだ。常に捜そう査さの半歩先を行かれている。

　俺達が現場に着く直前にアラムタは殺され、今最後の手掛かりである運転手も消された。

　敵は何者だ？　探偵社の捜査を知り尽くし、その動きを逐ちく一いち知る事の出来る人物。

　常に現場に干渉し、その状況を密ひそかに操る事の出来る人物。

「国木田君、怖こわい顔してるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりの太宰の声に、返答をする余よ裕ゆうも無い。

　敵はどうやって内部情報を手に入れる？　どうやって探偵社の先を行く？

　再び携帯電話が鳴り、思考が中断される。六蔵少年からだ。

「よオ眼鏡メガネ。今いいか？」

「何だ」

「その……依い頼らいされてた、書面メール送信者の追跡が完かん了りようしたぜ」

「何！」

　その手が在った。脅迫文の送信者は自ら《蒼の使徒》と名乗り、誘拐事件と爆弾事件への捜査を指示した。その送信元を辿れば──

「結論から云いうと、二通とも同じ筐コン体ピユータから送信されてた。かなりの防プロ壁テクトが組まれてたけど、まア何とか突とつ破ぱしたよ。それでな──」

「国木田君、誰からの電話？」

　助手席で太宰が訊たずねるのを、手を掲かかげて制する。

「続きを云え」

「でな、己等オイラはあくまで追跡を依頼されただけで、その解かい釈しやくなんかは依頼の外だ。だからこの結果について、己等オイラに尋たずねられても困るワケだよ。それを踏ふまえて聞いて欲しいンだが──」

「勿もつ体たいをつけるな。疾はやく云え」

「判わかった、云うよ。あのな──」




「書面メールの送信元は、探偵社。新人の太宰って奴の筐コン体ピユータからだった」




　────────────────────────何だと？

　脳が凍とう結けつする。思考が白く染まる。

　有り得ない。何かの罠わなだ。太宰はずっと俺と共に行動して居た。ずっと俺と捜査を──

　──探偵社の捜査を知り尽くし、その動きを逐一知る事の出来る人物。

　──常に現場に干かん渉しようし、その状況を密かに操る事の出来る人物。

「また連絡する」

　俺は電話を切る。

「何の電話だったの？　国木田君の口調からして、六蔵少年かな？」

「少し黙だまれ」

　思考が乱反射する。

　太宰。太宰治。突然現れた、探偵社の新人。

　太宰が現れた直後から、一連の事件が発生した。

　──軍警諜ちよう報ほう部に居る昵じつ懇こんの友を頼たよったが、不気味な程ほどに何も出ぬ。

　──恰も何者かが、念入りに過去を抹まつ消しようしたかの様に。




　廃はい病院の誘ゆう拐かい被ひ害がい者しや救出では、太宰が仕し掛かけに触ふれた為ために毒どく瓦斯ガスが発生した。

　だのに、公開された監かん視し映像には、太宰の姿は一いつ切さい映って居なかった。

　──あいつ、どうやってこの隠かくし撮どりを避けたのだ？

　狡こう猾かつで慎しん重ちような《蒼の使徒》。決して自らは手を汚よごさぬ黒幕。

　怜れい悧りな思考力。大使館員を欺あざむく演技力。臓器密売の知識。

　俺は停車していた車を始動させ、運転を再開する。

「太宰」

「何？」

「少し──寄り道するぞ」
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　操縦桿ハンドルを廻まわし、山道へ乗り入れる。

　立ち寄る人もない、寂さびれた道だ。

　俺は車しや輛りようを進め、山間にある、打ち棄すてられた廃倉庫へと乗り入れる。

「此所ここは何？」太宰が倉庫を見て訊ねる。

「以前に仕事で使った倉庫だ。嘗かつては工業資材の保管倉庫だったが、海外移転に伴ともない打ち棄てられた。今では誰だれも近寄らん。秘密の会話をするには持ってこいだ」

「ふうん。それは嬉うれしいね」気のない返事をする太宰。

　車輛を倉庫に乗り入れて停車する。

　この倉庫内は四方を壁かべに囲まれ、周辺から監視される心配が無い。援えん軍ぐんが来れば音で必ず知れる。

「降りろ」

　太宰は何も云わず降車する。俺は車を降りる前に、自動拳けん銃じゆうの弾倉マガジンを開き、弾だん丸がんを確かく認にんする。

　手帳を開き、文字を書き入れる。車輛を降りる。

「静かな場所だねえ。本当に秘密の会話には持ってこいだ。それで？　此所で何の話を──」




　太宰に拳銃をつきつける。




「……この拳銃は何？」

「中あててみろ」

「待ち給たまえよ国木田君。この手の冗句ジヨークは君は嫌きらいだと思って居たけど」

「ああ、嫌いだ。冗句ジヨークならな」

「──先刻さつきの電話で何か云われたね？　それが何にせよ、きっと勘かん違ちがいだ。内容を教えて呉くれれば、誤解だと判るだけの説明が出来るよ」

「そう願う」銃の引金に力を籠こめたまま、俺は問う。「最初の廃病院で、瓦斯ガスで被ひ害がい者しやが死んだ時……お前は監視映像に顔が映るのを、巧たくみに避けていた。何な故ぜだ？」

「そんな事？」太宰が困った様な顔をする。「あの室へやに入った時、監視装置の位置が偶ぐう然ぜん見えたからだよ。すぐ誘拐被害者が見付かって、君達に伝えるどころじゃなくなった。だから指し摘てきするのが遅おくれたのだよ。それに就ついては悪いと──」

「そうか？　最初から監視装置の位置と、その目的を知っていたのではないか？」俺は続ける。「ふたつめ。爆ばく弾だん犯を見付ける為に大使館に行くべきと提言したのはお前だったな。何故直すぐ思い付いた？　アラムタの事を予あらかじめ知って居たのではないか？」

「厭いやだな、本気？　冴さえてると褒ほめられこそすれ、疑われる謂いわれは無いでしょう。そんな理由で疑われて居るの？」

「臓器密売組シンジ織ケートの知識は何ど処こで仕入れた」

「それは……だから、飲み屋で……」

「もう少し真面まともな噓うそを吐つけ。異能特務課の種田先生と出で逢あったのは偶然か？」

「待っ……待ってよ！　銃下ろさない？　そうしたら話すよ」

「何故お前の筐コン体ピユータから《蒼の使徒》の電子書面メールが送信されて居たのだ！　答えろ！」拳銃の撃げき鉄てつを起こして叫さけぶ。

　その叫びを聞き、太宰の表情が消える。

「成る程。六蔵少年の電話はそれだね？　あの年齢としで凄すごい腕うでだ……きっと善いい探たん偵ていになれる」

　太宰の声は平へい坦たんで感情が無い。何も。

　思えば太宰には人間の底が見えない処ところがあった。印象の強い強きよう烈れつな奇き士しである一方、他人を搦からめ捕とる知性と策さく謀ぼうの権ごん化げであった。

　大使館で見せた公安刑けい事じの人格が優すぐれた演技であったように、今まで相対してきた太宰という人格が優れた演技でないと、誰が云いえる？

「今すぐ納なつ得とくのいく説明をしろ。でなければ撃うつ」

「国木田君には撃てないよ」太宰が頭かぶりを振ふる。「君は几き帳ちよう面めんで理想主義だ。凡すべての謎なぞを解き、犯人の自白を得てから逮たい捕ほし、司法に裁かせるのが君の理想だ。真実を有う耶や無む耶やにしたまま、こんな処で容疑者を撃ち殺す筈はずがない」

「《蒼の使徒》に対し、司法は無力だ」誘ゆう拐かいも殺人もせず、その教きよう唆さもして居ない犯人に対して下される求きゆう刑けいなど知れている。「撃つ。それが為なすべき事ならば」

　──その魂たましいに邪じや悪あく、奸かん凶きようの兆きざし在りし時は、お前が討うて。

　社長の言葉。

　掌しよう中ちゆうに託たくされた、重い拳銃。

　──『すべきことをすべきだ』。

「国木田君。仮に私が《蒼の使徒》であったとして、そして君にとっての理想が《蒼の使徒》を速すみやかに撃ち殺すことであったとしても──それでも私を撃つことは出来ない」

　太宰の瞳ひとみに酷こく薄はくな輝かがやきが宿る。

　凡てを見通すかのような、透とう徹てつした知性の怪かい人じん。

「思い出すんだ。殺されて居たアラムタは小こ銭ぜにと偽装免許証くらいしか持ち合わせて居なかった。では起爆スイッチは何処にある？」

　爆弾の起爆を無線送信する装置。

　それが無くては、爆ばく弾だん脅きよう迫はくなど成立しない。

「アラムタを裏で操あやつっていた黒幕が──持って居る」

「そう。その黒幕が、もし探偵社の動きを知っていたら？　そして爆弾の在あり処かを探偵社が割り出したと知ったら？　その黒幕は爆弾を移動させるか、別の予備を起動させると思わないかい？」

　何い時つの間にか太宰の右手が外套コートの衣囊ポケツトに入れられている。

　何かを衣囊ポケツトの中に握にぎって居たとしても、此所からでは確かめようが無い。

　爆弾はまだある、と云いたいのか。

　そしてその起爆スイッチを、今、押すことが出来ると。

　だから自分を撃つことなど出来まいと。




　──甘い。




「その考えは既すでに予測済みだ。これを見ろ」

　俺は胸の衣囊ポケツトからそれを取り出し、地面に置く。

「先さき程ほどの爆弾現場でも使った、無線妨害機ジヤマーだ。俺から周囲五米メートル以内では、凡あら百ゆる無線通信機はその機能を妨害される。遠えん隔かく起き爆ばくスイッチとて例外では無い」

「な──」

　驚おどろいた顔をする太宰。

　俺は太宰に銃じゆう口こうを向けたまま、太宰が手を入れている衣囊ポケツトに手を突つっ込む。手て応ごたえを感じ、それを取り出す。

　万年筆と、青い布。

「残念、騙だまされなかったね。それは唯ただの万年筆だよ」にっこり笑う太宰。

　確かにそれは、太宰が大使館で見せた、愛用しているとか云う万年筆だ。

「普ふ通つうの人間ならばこれで信じる。だがお前の遣やり口を知る相棒を騙すには、少し足りんぞ」

　万年筆の蓋ふたを回して外す。先せん端たんのペン先を外すと、本来のインキ芯しんではなく、細長い回路むき出しの電子装置が現れる。

　小型の無線機だ。

「これが起爆スイッチか？」

「……流石さすがは国木田君だ。そこまで看破してくれるとは。素す晴ばらしい」

　太宰の無機質な笑えみ。

「矢や張はり君が相パー棒トナーで善よかった」

　太宰の言葉に、感情が沸ふつ騰とうする。

「五月蠅うるさい！」

　俺は照準を外し、銃を一発撃つ。

　弾だん丸がんは太宰の足あし下もとの床ゆかに着ちやく弾だんする。だが太宰は顔色ひとつ変えぬ。

「何が目的だ！　何故あのような事件を組み上げ、探偵社を脅おどした！　何の為ために失しつ踪そう者を殺し、爆弾を仕し掛かけた！　お前は……お前は」




　有能だったのに。




　相パー棒トナーとして、申し分ない程に。




「最後の警告だ。凡て話せ。でなければ撃つ」

　太宰は何者だ。

《蒼の使徒》とは何者なのだ。

　自らは何もせず、犯罪者に罪を犯おかさせ、そして殺す。被ひ害がい者しやを巻き添ぞえにして。

　犯罪者を殺し──

　──ならば希求しよう、理想の世界を。

　──神の御み手しゆではなく、不完全な吾われらの血ち塗ぬられた手に依よって。
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　真ま逆さか。

　手て許もとの青い布を見る。太宰の衣囊ポケツトから奪うばい取ったものだ。

　これと同じものを最近見なかったか？

　──《蒼王》の遺い骸がいは跡あと形かたも無かったと聞きます。

　──あるいは死を偽ぎ装そうして逃とう亡ぼうし、今も何処かに隠いん伏ぷくして居るのでは。

　《蒼王》の素す性じようは既に明らかにされている。元エリート官かん僚りようだ。

　だが、顔と経歴を変える事など、その筋の専門家を頼たよれば不可能では無い。

　軍警の現場解かい析せき班を欺あざむいて死を偽装する方法も、あるいは。

　──太宰の過去を事務方に調べさせた。だが、何も無い。全くの空白だ。

　太宰ならば、あるいは。

「お前──お前が、あの《蒼王》なのか？　俺と探偵社に復ふく讐しゆうする為、こうして遠大な計画を練り上げたのか？」

「撃ち給え」

　太宰は今や超ちよう越えつした笑みを湛たたえている。そこには平へい穏おんがある。

「君の勝ちだ、国木田君。撃つのだ。君はそう指示を受けている筈だ。それが正しい事だよ。そして君にはその資格がある」

「資格とは何だ！」

「君になら撃たれてもいい」

　違ちがう。俺がしたいのはこんな事では無い。太宰から真実を、真実を聞き出さねば。

　──その魂に邪悪、奸かん凶きようの兆し在りし時は。

　違う。真実を見み極きわめろ。

　──お前が討て。




　君になら撃たれてもいい、だと？




　そうか。

　そう云う事か。




「判わかった」

　拳けん銃じゆうを構え、照準を太宰の眉み間けんにあわせる。

　脇わきを締しめ、片目を瞑つむり、狙ねらいを定める。この距きよ離りならば外さん。

「撃うつぞ太宰。本当に撃つ。最後に少し位狼狽うろたえて見せろ」

　俺の言葉にも、太宰の平穏な笑みは揺ゆるがぬ。

「撃ち給たまえ」

　太宰の言葉。




　もはや躊ちゆう躇ちよは無い。

　俺は、引金にかかった人差し指を、曲げた。

　銃口から弾丸が吐はき出される。




　弾丸は空を裂さいて直進し、

　眉間に命中した。

　太宰の頭部が、弾はじかれたように後方に跳はねる。

　その勢いのまま太宰の躰からだは仰のけ反り、

　弾かれた躰は宙を浮うき、そして──

　倒たおれた。




　俺は銃を下ろす。銃口からは白い硝しよう煙えんが薄うすく立ち上っている。

「…………」

　狙いは過あやまたず、弾丸は太宰の頭ず蓋がいの中心に命中した。

　この距離で外す筈はずがない。

　拳銃の安全装置を入れ直し、銃が誤発射されぬことを確かく認にんしてから、懐ふところに戻もどす。

　太宰から奪った万年筆型の起き爆ばくスイッチを力任せにへし折る。俺の手の中で、機器は拉ひしやげて捩ねじり折られ、機能を停止した。

　次の行動を考えなくてはならない。俺は停車してある車しや輛りようへと歩いて戻る。

　数歩ほど歩いた時、手持ちの携けい帯たい電話に通信があった。地面に置いた無線妨害機ジヤマーから離はなれた為に有効範はん囲い外がいとなり、通信が復活したのだろう。

　俺は無表情に携帯電話の表示盤ばんを確認する。探たん偵てい社からだ。

「もしもし」

　電話の相手は与謝野先生であった。

「国木田かい？　大おお事ごとだよ！　《蒼の使徒》とか云いう唐とう変へん木ぼくから、次の脅きよう迫はく文が来たよ！　転送するから、直すぐ動きな！」

「しかし今は」

　電話が文書受信機能に切り替かわり、通話は途と切ぎれた。

　俺は携帯電話を操作し、受信文書を表示する。そこには次のような文書が届けられて居た。





　謹きん啓けい




　貴社へ三み度たび御ご依い頼らいを申し上げます。

　本日現時刻に航空して居おります旅りよ客かく航空機ＪＡ８１５Ｓに於おいて、内燃機関エンジン及および操そう縦じゆう桿かんの機能を停止する干かん渉しよう信号を発信させて頂いております。

　この旅客機にて装置を除去、旅客の安全を確保して頂きたく存じ上げます。

　悪あしからずご了りよう承しよう下さいませ。




　敬白




蒼の使徒　　　　　






「飛行機……だと？」

　この機タイ会ミングで第三の脅迫。

　誘ゆう拐かいよりも爆ばく破はよりも、飛行機に対する攻こう撃げきを阻そ止しするのは困難を極きわめる。空中を超ちよう高こう速そくで飛ぶ旅客機に乗り込み仕し掛かけを排はい除じよするなど不可能だ。遣やるとするなら軍の戦せん闘とう機が要いる。否いな、軍を以もつてしても、旅客機に侵しん入にゆう対策が施ほどこされていた場合には為なす術すべも無い。

　内燃機関エンジン及び操縦桿の機能停止。それが何を意味するか。

　航行中の旅客機は、動力が停止しても揚よう力りよくでしばしの間航行する事が可能だ。しかしそれでも、操縦が不可能となれば高度低下は免まぬかれず、孰いずれは墜つい落らくする。左右の操そう舵だが不可能なら、比ひ較かく的てき安全な海上に着水するのも難しい。そして地上に激げき突とつすれば最後、宇宙が開かい闢びやくしてより最高の奇き跡せきでも起こらぬ限り、旅客は全員死亡するだろう。

　絶対に回かい避ひ不可能な、第三の脅迫。

　回避する方法は一つしかない。




　太宰を見る。

　太宰は仰あお向むけに倒れ、目を閉じている。

　そして仰向けで倒れる太宰に歩み寄っていく。
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「何い時つまで死んでいる気だ阿あ呆ほう。起きて働け」

　太宰の躰を蹴ける。

「えー？　もうちょっと寝ねてたいのに」

　太宰が口こう唇しんを尖とがらせた。
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「次の危機ピンチかい？」

「ああ。真犯人より、飛行機を墜落させるとの脅迫が来た。お前がこの脅迫の黒幕でないならば手伝え」

「国木田君ならきっとそれで撃つと思っていたよ」太宰が寝たまま微笑ほほえむ。

「相変わらずだ貴様は。策さく謀ぼうは結構だが、要らん寸劇に俺を巻き込むな」

　俺は先さき程ほど撃った拳銃を太宰に向かって放り投げる。

　太宰が拳銃を摑つかむ。

　拳銃は、太宰の手の中で手帳の頁に戻った。

「だが何な故ぜ判った？　俺は社長から全く同じ型の拳銃を下か賜しされていた。そちらで撃つとは思わなかったのか」

「それは勿もち論ろん、信しん頼らいだよ。慎しん重ちような国木田君がいきなり本物で脅おどす訳ないもの」

「お前が云うと、信頼と云う言葉が汚けがれるな」

　俺が太宰に向けて撃った拳銃は、異能『独歩吟ぎん客かく』で創つくり出した、手帳の頁ページだった。

　弾だん丸がんも同じく異能によって生成された物のため、太宰の躰に着ちやく弾だんした瞬しゆん間かん、太宰の異能無効化能力が発動し、消しよう滅めつしたのだ。

「最初に気付いたのは？」

「お前の台詞せりふからだ」

　太宰が本気で『君になら撃たれてもいい』などと云う筈がない。太宰との仕事で学んだ事は、その手のクサい台詞を太宰が吐はく時は、十中八九相手をおちょくる時だと云う事だ。今回の状シチユエ況ーシヨンならば、太宰は『これで死ねる』と小こ躍おどりして喜ぶのが正しい。異常が正常で、正常が異常な男なのだ。

「それともう一つ。この万年筆だ。これは起爆スイッチではなく、盗聴器だな？」

「ご明察」太宰が笑え顔がおで俺を指差す。

　伊だ達てに探偵業を続けていない。起爆スイッチか否かくらいは、間近で見れば判わかる。

　太宰はこの盗とう聴ちよう器きを無効化する為ために、この寸劇を仕組んだのだ。

　俺が無線妨害機ジヤマーを用意し、盗聴器を無力化すると読んで。

「いつ掏すり替えられた」

「釣つり具屋の処ところで、死体を見に来た野や次じ馬うまを搔かき分けたでしょう？　あの時の一人に。全く、本当に愛用の万年筆だったのだよ。弁べん償しようさせてやる。凄すごく書き難にくかったけど」

「その時、盗聴器を入れられると同時に蒼そう色しよく旗きも仕込まれたのか」

　この仕込みで敵は、太宰を真犯人に仕立て上げる心算つもりだったのだ。

　だが、相手が悪かった。

「お前のことだ。敵が接せつ触しよくすると知っていて、ただ擦すれ違ちがうだけと云う事はなかったのだろう？」

「勿論。むしろ私がずっと黒幕役を演じてきたのは、その瞬間の為だよ。盗聴器を仕込む為に接触される刹せつ那なを狙ねらい、逆に相手に座標発信器を取り付けてやった。私を出し抜ぬこうなんて二千年早いね」

　太宰は、相手の魂こん胆たんを凡すべて読み切り、その計画に敢あえて乗ったのだ。

《蒼の使徒》は自ら手を汚さず、必ず実行犯を用意する型タイプの犯罪者だ。誘拐も、爆ばく弾だんも、実行犯に凡て委い託たくし、自分まで嫌けん疑ぎが掛かからぬよう、凡あら百ゆる状況を綿密に設定して居る。

　ならば、《蒼の使徒》と云う役割自体も、誰だれかに委託してしまうのではないか。

　太宰はそう考えた。

「最初に気付いたのは、廃はい病院の監かん獄ごくで瓦斯ガスが発生した時だね。あの時、私は未まだ電子端末に触れていなかったのだよ。なのに瓦斯が発生した。と云うことは、犯人は私達の状況を監かん視ししていて、恰あたかも私の所せ為いで毒瓦斯が散布された様に見せかけるべく、仕掛けを遠えん隔かく操作した事になる。敵は何故そんな事をするのか？　私の疑いは其そ処こから始まった。状況を理解するのに、さほど時間は掛からなかったよ」

　敵の狙いは真犯人の偽造。

　経歴不ふ詳しようの新人は、真犯人として最も適任だ。

　太宰はしかし、その企たくらみを妨害する為の措そ置ちを一いつ切さい執とらなかった。

「この敵は、一切表おもて舞ぶ台たいに出てこない。敵を特定する証しよう拠こも、追つい跡せきする好機も徹てつ底てい的に潰つぶされている。でも、そんな敵にも、一度だけ外部と接触せねばならない瞬間があった。操あやつり人形を造る時さ。真犯人と接触する好機は、運転手、爆ばく弾だん魔ま、つまり実行犯にのみ、一いつ瞬しゆんだけ許されている。ならば敵の尻尾しつぽを摑む為には、自ら実行犯となるしかない。国木田君がその真相に気付いてくれなければ、そのまま犯人として投とう獄ごくされる処だったよ」

　そして太宰は、相手の計略に乗せられ嵌はめられている演技を続け、極めて自然な流れで盗聴器を無効化した。盗聴している黒幕からすれば、今この瞬しゆん間かん盗聴器が機能していないことも、計画通りの結果であり何の問題もないと考えるしかない。

　ほんの僅わずかな監視外時間。

　その一瞬の油断を引き出す為に、俺に真実を話さず、疑いを持たせたのだ。

　改めて感かん嘆たんする。

　恐おそろしい男だ。

　敵は歴戦の爆弾魔をも操る知略の権ごん化げ。その敵から、濡ぬれ衣ぎぬを着せられようとして居ると見み抜ぬくだけでも相当な観察眼が要る。

　だが太宰は、それを自らの策に取り込み、敵を引き摺ずり出す銛もりとして相手に突つき刺さし返したのだ。

「さて、盗聴器を仕し掛かけた敵は今、笑いが止まらない事だろうね。予定通り私は疑われ、身内によって断罪された。そして、この瞬間は敵が次の手を打つのに絶好の時だ」

　俺は頷うなずく。飛行機を利用した脅きよう迫はくがこの機タイ会ミングだった事実は、恐らく偶ぐう然ぜんでは無い。

　盗聴器から、俺が太宰を疑っていると云いう会話を聞いた時点で、敵は太宰が処しよ刑けいされることを確信した筈はずだ。その確信は、ほぼ正答だったと云う事になる。

　そして、太宰が倒たおれる頃ころ合あいを狙って、第三の脅迫。

「探たん偵てい社からすれば最悪の機タイ会ミングだよ。空を飛ぶ飛行機に飛び移って解除など出来る筈がない。その脅迫文を書いた筈の私は、つい今しがた国木田君が撃うち殺して了しまった。八はつ方ぽう塞ふさがりで投とう了りよう。探偵社は終わりだ」

　そうだ。本来の、敵の筋書き通りならば、そうなっていた。

　──相手が、よりによって太宰でさえなければ。

「方法は一つしかない……お前が仕掛けた座標発信器を追って、敵の本拠地を直接叩く！」

「奴やつ等らに一ひと泡あわ吹ふかせてやろうじゃあないか」太宰が立ち上がる。
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　盗聴器と無線妨害機をともに廃倉庫に残し、俺達は車しや輛りようで移動を開始した。

　太宰が携けい帯たい式の発信器追つい跡せき端たん末まつを起動する。発信器は俺達よりほど近い、山間部にて停止して居た。探偵社にその地点の情報収集を依い頼らいする。敵の本拠地だとすれば、何らかの防衛施し設せつである可能性も否定出来ん。

　だが先に探偵社から届いた連れん絡らくは、『航空機内と連絡がついた』と云うものであった。

　旅りよ客かくの持込品を確かく認にんしたところ、偶然通話可能な映像通信端末を発見したのだ。

　携帯端末に映像を転送させる。映像が機内の旅客席を映し出す。




「あ……あたし、ひこうきに乗ってる、人、です。これを持ってたママは気持ち悪くなって……かわりに、あたしが、話しています。ひこうきの、高さが、どんどん、下がって、たくさんの人が、泣いたり、さけんだりで……」




「糞くそッ！」

　映像に向けて話しているのは、およそ十に足るか足らぬかの、年とし端はもゆかぬ少女だった。

　揺ゆれる機内で、映像装置に向けて話すその顔は涙なみだで崩くずれている。

「放送で、すわってなさいって、機長さんが……でもみんなきかなくて、あばれてる人もいて……」

「こちら地上だ。聞こえるか？　辛つらいだろうが、飛行機の状況を教えてくれ」

「ひこうきが、どんどん下がってます。エンジンがうごかなくて、そうじゅうも、できない、って」

　恐きよう怖ふに崩れそうな顔の少女は、しかし自分の置かれた状況と為なすべき行動を察知して居るのだろう。必死に状況を伝えようとする。

「きこえますか、あたしたちは、しぬんですか、みんな、そういって……こわいです、ママ、うごかなくなって、返事もなくって、だからおねがいです、どうか、あたしたちを……」

「お嬢じようちゃん。聞こえるかい？」太宰が通信を引き継つぐ。「私達は飛行機の専門家プロだ。私達が知ったからには、もう大だい丈じよう夫ぶだよ。飛行機はちゃんと直る。お嬢ちゃん、名前は？」

「ち……千ち世よ」

「千ち世よちゃん。心配なんて無いよ。何かお菓か子しは持っているかい？」

「ママがくれた……飴あめがある」

「飴か。お兄さんも飴は大好きだよ。甘い飴をなめると、ほっとするよね」

「おい、太宰」

「いいから。……千世ちゃん、その飴をなめて、ゆっくり味わうんだ。そうしたら、今お話をしてる機械を持って、機長さんのお部屋に行くんだよ。機長さんのお部屋は判わかる？」

　涙を拭ふきながら、ひとつ頷うなずく少女。

「そこに行けば、叫さけぶ人は居ないよ。だから大丈夫だ。ママもきっとよくなる」

「ひとりじゃ……いけない。ママが、ここに」

「ママは大丈夫だ。機長さんがなんとかしてくれる。機長さんの処ところに行って、その機械を渡わたすんだ。いいね」

　少女は暫しばらく俯うつむいて震ふるえていたが、やがて飴を手にとって立ち上がり、機長室へと歩き出した。

　車の操縦桿ハンドルを持つ手に力が籠こもる。

「こちら旅客機８１５Ｓの機長だ。現在管制との通信、内燃機関エンジンが停止し慣性航行中だ。其方そちらは誰だ？」

　機長が通信に出る。不惑しじゅうを過ぎた、熟練と云った風ふう貌ぼうの操縦士だ。

　俺は通信機に向け返答する。

「我々は武装探偵社。軍警の対応部隊では間に合わぬ為ため、状じよう況きようを知る我々が対応にあたる。機の状態は？」

「武装探偵社？──彼かの失しつ踪そう者を毒どく瓦斯ガスで死なせた探偵屋か？　大丈夫なのか、万一──」

「悪いが、事件の全容を知るのは我々だけだ。軍警では情報の把は握あくと指揮系統形成に数時間は掛かかる」

「数時間など持たないぞ！　当機はほぼ凡すべての電子機器が停止し、加減速は疎おろか、旋回ロールすら不可能だ。計算上では一時間程ほどで陸地に激げき突とつする！」

「聞いて呉くれ。これは人じん為い的な破は壊かい工作だ。機内に怪あやしい機器か、又または破は壊かい痕こんは無いか？」

「……副操縦士が貨物室で、大きな鉄てつ筐きようを見付けた。機内の配線と接続されているらしい事は判ったが、鉄筐自体が旅客機に溶よう接せつされている。手持ちの道具では破壊も撤てつ去きよも出来ない」

　成る程。恐らく、その装置が航空機のシステムに干かん渉しようしているのだろう。

　犯人は航空機格納庫にあった旅客機のひとつに侵しん入にゆうし、旅客機の操作系統を一時的に麻ま痺ひさせる装置を溶接した。その装置を離り陸りく後に遠えん隔かく起動させ、航空能力を機より奪うばったのだ。

　確か仕事上の資料で読んだ記き憶おくがある。旧国防軍が、敵の航空機の能力を奪う設備を開発中であったと──結局事前に装置を機内に仕掛ける必要があり運用は断念されたそうだが、しかし今回の状況はそれに酷こく似じして居る。

　若もし今回の旅客機に同じ型タイプが設置されて居るのなら、地上からの信号で干渉を制せい御ぎよして居る筈だ。つまり、地上の制御装置を切れば、航空機の操作を回復させられる可能性が高い。

「機長。これから俺達は、旅客機の操作を麻痺させている原因を取り除く。合図があったら直ぐに高度を立て直せるよう、準備をしておいてくれ」

「了りよう解かいした。しかし、あまり地表に近すぎると高度回復が間に合わない。急いでくれ。こちらには乗客四百十名が搭とう乗じようしている。そのうえ計算上では、あと一時間で横浜の租税タツクス回避区ヘイヴン近辺に墜つい落らくする」

　あと一時間。

　どのような形で墜落するにせよ、乗員四百余名のほぼ全員が死亡することは避さけがたい。しかも租税タツクス回避区ヘイヴンの商業密集地に激突すれば、更さらに地上にも甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす。被害規模はアラムタの爆ばく弾だんの比では無いだろう。

　時間が無い。

　加速板アクセルを踏ふみ込む。







　発信器を追い、俺達は横浜の山間部を疾しつ走そうする。

　周囲に民家も無く、荒あれた低木林地が車輛に陰いん影えいを投げかける。

「此こ所こか」

　車輛を停とめる。視線の先にあるのは、山やま肌はだに設しつらえられた黒い鉄てつ扉ぴ。

　先の大戦で敷ふ設せつされた、旧国防軍の軍事施し設せつ跡あと地ち、その防ぼう空くう壕ごうの入口である。

　使われる事無く放置され、朽くち果てるのを待つ軍事基地。成る程、此所であれば機器を運び入れても、或あるいは中で大たい砲ほうをぶちかましても、気に留とめる者などない。

　突とつ然ぜん、両りよう脇わきの斜しや面めんから銃じゆう声せい。社用車に弾だん丸がんの驟しゆう雨うが降り注ぎ、車体が悲鳴を上げる。

「敵てき襲しゆうだ！　車から降りろ！」

　加速板アクセルを踏み込み、車体を急加速させる。同時に車輛から飛び降り、叢そう林りんに逃にげ込む。

「どうやら此所で間ま違ちがい無いようだな……！」

　斜面の岩いわ陰かげ、小銃で武装した敵から射しや撃げきを受けている。敵は三……四名。

「どうするの国木田君！」斜面の陰かげに隠かくれて、太宰が叫ぶ。

「連中の目的は時間稼かせぎだ！　俺が援えん護ごする、施設に突とつ入にゆうしろ！」

　叫ぶ俺の頭上を、銃じゆう弾だんが飛び去っていく。

　敵の状況を窺うかがう。遮しや蔽へい物に隠れて小銃を乱射するだけ。銃は上物だが、ポートマフィアに較くらべれば兵の練度は高くない。

「『独歩吟ぎん客かく』──閃光フラツシ榴弾ユバン！」

　今回は手帳の頁ページを使い過ぎだ！

　閃光榴弾を投とう擲てきする。敵の頭上で炸さく裂れつした閃せん光こうと爆ばく音おんが、敵を怯ひるませる。

「今だ！　行け！」

　拳けん銃じゆうを撃うちつつ、太宰に檄げきを飛ばす。太宰が弾はじかれたように駆かけ出す。
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　太宰は国木田と別れ、朽ちた防空壕を駆けた。

　発信器の信号は防空壕を抜ぬけた先の整備場より発せられていた。竪たて穴あなを登り、操車場を抜ける。トタン造づくりの外がい壁へきを持つ、二階建ての整備場に駆け込む。

　放置された整備場は、車しや輛りようや航空機を納める一階の格納庫と、格納庫を見下ろす二階の通信室から成る。太宰は階段を駆け上り、二階の通信室に入った。

「此所か」

　通信室は床ゆか材ざいが剝はげ、随ずい所しよに錆さびの浮うく古こ色しよく蒼そう然ぜんたる代しろ物ものであったが、何者かが頻ひん繁ぱんに出入りした事を示すように、扉とびらの蝶ちよう番つがいは新調されて居た。机には中身の少し残った醸じよう造ぞう酒しゆの瓶びんと、まだ煙けむりの残る葉は煙草たばこが置かれて居た。

　壁かべに設えられた大型の通信機には電光が点ともり、未いまだ稼か働どう中であることを示している。

　太宰は通信機に近付く。

　その刹せつ那な、太宰の背後に影かげが差した。

　何い時つの間にか立っていたのは、異国風の大男であった。

　褐かつ色しよくの肌はだに隆りゆう々りゆうたる筋骨。腕うでに椿つばきの刺いれ青ずみ。瞳ひとみは暗緑色。禿とく頭とうには幾いく筋すじも古傷が走る。

　大男は無言で太宰を見下ろしている。

「何を為して居る」大男が嘯うそぶいた。

「何って……決まって居るじゃないか！　警告だよ！」振ふり返るなり、太宰は叫んだ。「探たん偵てい社が此所を突つき止めた！　早く逃げないと、全員縛しばり首だよ！　頭領ボスは何ど処こだい？　入口も間もなく突とつ破ぱされる、時間が無い！」

　太宰は切せつ羽ぱ詰つまってまくし立てる。

「俺は貴様など知らぬ」

「勿もち論ろんだよ。私は頭領ボスしか知らない潜せん入にゆう員だからね。頭領ボスは秘密主義だ、そうだろう？　善いいから早く頭領ボスを呼んできてくれ給たまえよ！」

　大男の顔に当とう惑わくの色が浮いた。

「判った」

　大男が踵きびすを返し、通信室から立ち去ろうと太宰に背を向ける。

　破は砕さい音。

　大男が緩かん慢まんな動作で床ゆかに倒たおれた。頭部に大きな打だ撲ぼく傷きずがある。

　大男の背後には、半ばより砕くだけ割れた醸造酒の瓶を握にぎった太宰が、笑え顔がおで立っていた。

「頭領ボスは秘密主義だ。会ったことないから勘かんだけど」

　大男を油断させて背後から酒瓶で殴なぐった太宰は、瓶を捨てて通信機に向き直った。

「あとは通信機で停止信号を送るだけ、と」
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　相対した小銃部隊を制圧し、俺は太宰の後を追う。

　入口の迎げい撃げきから一転、軍事敷しき地ち内は死者のような静せい寂じやくに包まれている。所々に新しい靴くつ跡あとや車輪跡あとがある為、連中の巣窟アジトに間違いは無いのだろうが、これでは太宰を追えぬ。発信器の追つい跡せき装置は太宰が持って居る。

　と、トタン壁かべの整備場前を通り過ぎた時、内より硝子ガラスの破砕するような衝しよう撃げき音がした。

　──太宰が敵と争って居るのか？

　整備場の壁に背をつけ、拳銃を構える。入口より飛び込み、銃じゆう口こうを内部に向けて索さく敵てきする。

　この建築物の一階は装そう甲こう車や航空艇ていの格納庫であったようだが、今は引き払はらわれ、地じ肌はだを晒さらした更さら地ちとなっている。二階は通信室と事務室か。目標の通信機があるとすれば二階だが──

　その時、躰からだに猛もう烈れつな違い和わ感かんと悪お寒かんを感じた。

　皮ひ膚ふの直下を無数の見えぬ蟲むしが這はい回っているかのような不快感。堪たまらず膝ひざをつく。

　足あし下もとの地面に、何か紋もん様ようが描えがかれていることに気付いた。円と直線、様々な図形に文字。文字は判読不能の古代記号のようだ。神霊グリモ魔術ワールか何かの儀ぎ式しきに用いる魔ま方ほう陣じんにも似ているが──これを踏んだ直後に悪寒に襲おそわれた。即すなわち──

　躰の不快な痛つう痒ように直感を覚え、服の袖そでを捲まくる。




　皮膚に「39」の文字が浮き出ている。




　躰中を確かく認にんする。腕、胸むな板いた、足首。確認出来るだけでも躰の九箇か所しよに刺青の如ごとき刻印が生じている。数秒前までは絶対に無かった刻印だ。

「キミの、キミの数字を、おくれよ」

　か細い声の方へ、反射的に銃口を向ける。

　声の先には、矮わい軀くの少年──否いな、青年──が居た。ふらふらした足取りで、此方こちらに向かって来る。俺は銃の照準を合わせる。

「動くな！　俺達は武装探」

　云いい切る事が出来なかった。

　横よこ殴なぐりの見えぬ衝撃に、吹ふき飛ばされたのである。

　俺の躰が水平に飛んだ。地上に叩たたき付けられて再び跳はね、壁に激げき突とつする。トタンの壁が拉ひしやげ曲がる。

　脳が回る。世界が踊おどる。回転し叩き付けられた所せ為いで、平へい衡こう感覚が保てん。反はん撃げきを──

　傍かたわらに落ちていた拳銃を、何とか摑つかみ上げる。

　再度、腕に突き上げるような透とう明めいの衝しよう撃げき波はを受けて俺は仰のけ反る。骨が軋きしむ。拳銃が宙を舞まう。

「元気、元気で素す敵てきだよ、キミ。さぞいい数字を持ってるだろうね」

　瘦やせた青年が拳銃を拾い上げる。不思議な物のように銃口を覗のぞき込む。

　明らかに──異能者。それも戦せん闘とう型、遠えん隔かく攻こう撃げき系の異能だ。

　自分の皮膚に生じた刻印を見る。

　その数字は、「32」。

　真ま逆さか──

「ここを嗅かぎ付けるなんて、さすが武装探偵社だなあ。さすが武装探偵社だなあ」

　矮軀の青年は拾った拳銃を俺に向け、全ぜん弾だんを発射。弾倉の銃じゆう弾だんを撃ち尽つくし、撃げき針しんが空を叩く。

　弾丸は凡すべて、俺の前方の地面に着弾して居る。

「厭いやだなあ。大事な数字なのに、銃なんか使うわけないじゃないか。厭だなあ」

　瘦そう身しんの青年は、病的な薄うすい笑みを浮かべて歩み寄ってくる。

「その数字は毀傷ダメージを受ける度たびに減るよ。時間経過でも減るよ。そして、ゼロに成れば──」

「お前が……運転手とアラムタを殺した異能者か」

「うふふ、うふ、あはははは、それ知ってる、探偵だ、探偵が云う奴やつだよねそれ、あははは」

　青年を見る。金きん髪ぱつ瘦そう軀く、擦すれた頭巾衣パーカー。およそ戦闘に向いた人種には見えん。

　だが、俺は確信する。

　──この異能者が、敵の頭領ボスだ。
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　太宰は通信機の端たん末まつを操作する。

「旧式にも程ほどがあるよ、この通信機！　こっちが周波数で、これが方角で──」

　太宰の背後で、影が動いた。

「駄だ目めだ、最後の指示を認識しない──これは、制せい御ぎよ鍵かぎが無いと命令を変へん更こう出来ないのか！」

　背後から降る巨きよ大だいな拳げん骨こつが、太宰の顳こめ顬かみに激突。

　太宰は人形のように吹き飛ばされ、錐きり揉もみ回転をし乍ながら床を滑すべった。机に衝しよう突とつし、鈍にぶい音を立てて停止する。

「……痛いじゃあないか」

　太宰が起き上がり、嗤わらう。凄せい絶ぜつな笑み。太宰の頰ほおを鮮せん血けつが伝う。

　大男が無表情に歩き、太宰へと近寄って行く。両手の拳こぶしに、金かな槌づちのような大型の鋼鉄カイザー拳鍔ナツクルを塡はめる。

　大男が再び振りかぶり、拳の一いち撃げき。太宰は机を蹴けって回かい避ひ。鋼鉄の拳が叩き付けられた木製の机が、一撃で粉々に砕ける。

「これは凄すごい腕わん力りよく！　荷運び業者に転職しなよ！」

　床を滑るように移動した太宰は、大男から距きよ離りを取って相対する。

「困ったね、非力なのだよ私は。君みたいな益ま荒すら男おと拳骨で殴り合ったら、粘ねん土ど細工のように粉ふん砕さいされてしまう。……でも助けるって千世ちゃんと約束したしなあ」

「通信機は……使わせぬ」

　大男が通信機への道を塞ふさぐように立ちはだかる。

「そうかい。じゃ諦あきらめて逃にげよう」

　太宰はいきなり躰を翻ひるがえし、出口に向かって疾しつ走そうした。

「待て！」

　木製の扉とびらを抜ぬけて、太宰が逃げる。大男が追う。

　太宰は逃げ乍ながら、木製の扉を閉める。大男が扉を開けようと手を伸のばした瞬しゆん間かん、

　太宰が扉の向こうから、扉ごと大男を蹴り飛ばす跳躍両ドロツプ脚蹴りキツクを叩き込む！

　太宰の跳ちよう躍やくの体重を支えきれず、また扉に阻はばまれて防ぼう禦ぎよ動作も出来ない大男が、真面まともに蹴りを受けて後方に吹き飛ぶ。粉砕された扉の木もく片へんを撒まき散らし、大男が転がる。

「ストラーイク！」

　太宰が着地。さらに追つい撃げきを加えるべく大男に歩み寄る。

　大男は毀傷ダメージを全く感じさせぬ素す早ばやい動作で太宰の膝に低空回し蹴り。攻こう撃げきを予測して居た太宰が後方に跳ねて回避。

「頑丈タフだなあ君！」

　大男が背筋の膂りよ力りよくで跳ね起き、右の鉤突きフツクを放つ。上体を反らして回避する太宰だが、僅わずかに衣服が拳鍔ナツクルに巻き込まれ、引っ張られて均きん衡こうを崩くずす。

「しまっ──」

　太宰の腹部に拳がめり込む。即そく座ざに後方に跳ねて威い力りよくを殺そうとするも、大男の巨きよ腕わんが真っ直すぐ突つき出され、太宰の躰を吹き飛ばす！

　机を粉砕する拳を真面に喰くらった太宰は、くの字に折れ曲がったまま水平飛ひ翔しよう。部屋の反対側の壁かべに叩き付けられる。

　衝撃で太宰の口こう唇しんから血混じりの胃液が漏もれる。

　大男の追撃。振ふり下ろされた棍こん棒ぼうの如き豪ごう腕わんを、横に転がって避よける。さらに追撃の裏拳が太宰の頰にめり込み、首が千切れそうな程に弾はじき飛ばされる。

　太宰が震ふるえながら立ち上がる。

「重いだけでなく、疾はやいね……大猩々ゴリラにでも育てられたのかい？」

　軽口を叩きながらも、太宰の目は危機感に眇すがめられている。

　──勝てない。

　ちらりと視線を窓の外、眼下に広がる格納庫を見る。

　そこには、敵の異能者と戦う、国木田の姿があった。
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　俺は異能者たる青年に向け突とつ進しんした。銃じゆうを失った以上、近接武術で制圧するしか無い。

　青年が後退するが、俺は構わず前進し、青年の腕を摑むべく手を伸ばす。

　俺の武術は、敵の攻撃の速度を利用して投げる技わざが殆ほとんどを占しめる。その為ため、今回のように相手が向かって来ない場合は、先まず相手を捕つかまえる必要がある。

　青年が崩れるように体を引いて躱かわす。捕まえるべく更さらに踏ふみ出す俺だが、青年の腕が掲かかげられるのを見て動作を急停止。

　──衝撃波が来る！

　地面を横に転がり、掲げられた腕の射線から逃のがれた。

　逃れたが、逃れられなかった。

　俺の躰からだが後方に弾かれ、吹き飛ぶ。全身の骨が軋きしむ。身体からだの急加速に脳がついてゆかず、意識が暗ブラツ転クアウトしそうになる。

　確かに──避けた筈はずだ。何な故ぜ──

「ぼくの力はねえ、避けられないんだ。衝撃波を飛ばしてるんじゃない、『数字』のある人間を、好きな方向に加速、加速、加速出来るのさ。だから──」

「がッ!?」

　背骨が軋む。青年の腕が振り下ろされるのに合わせ、俺は地面に叩たたき伏ふせられる。まるで重力が瞬間的に、万倍にも増したかのようだ。

「そうれ、蠅はえ叩たたきだ！」

　青年が腕を上下に振るたび、地面が俺に激げき突とつする。下方向への加速を、連続で行われているのだ。連続で列車に撥はねられているに等しい。骨が軋み、皮ひ膚ふが裂さける。

　躰中に刻まれた刻印は既すでに「21」にまで減っている。

「その数字は君の残り寿じゆ命みようさ！　それがゼロになった時、苦しみ藻も搔がいて死ぬ！　その運命からは誰だれも逃れられない！　誰も！　誰も！　誰も！　誰も！」

　加速が収まる。だが指一本動かせぬ。全身の筋肉がずたずたに裂けたかのようだ。呼吸に熱い液体が混じる。

「リタイアかなあ、武装探たん偵てい社のお兄さん？」

　青年が無造作に近寄るが、俺は地に伏したまま動けない。息が苦しい。全身の関節が悲鳴を上げている。

「最初からこうやって一人ずつ殺していけばよかったなあ。よく判わからない新人を黒幕に仕立てて内部崩ほう壊かいなんてさせなくてもさ。結局そっちは見破られたもの」

　青年が近寄り、俺の頭部を無造作に蹴る。眼がん窩かの裏に紅あかい火花が飛ぶ。だが何の抵てい抗こうも出来ん。

「でも前向きは大事だね。ここでお兄さんを殺して、殺して、上に居る新人も殺して殺せば、それから飛行機が落ちて探偵社が面めん目ぼくを失えば、少しは横浜での仕事がしやすくなるもの。しやすくなるよね？」

「仕事……だと？」

「君達のような民間異能組織に怯おびえてこそこそ荷物を運ぶなんて御ご免めんだよ。堂々と臓器を買って、堂々と武器を売る。商売繁はん盛じようさ」

　臓器に──武器。

　こいつら、臓器密売組シンジ織ケートか！

　ポートマフィアを売り手とすれば、此奴こいつらは買い手だ。臓器、化学兵器、更には犯罪者人材。裏社会に関かかわる違い法ほう商品の悉ことごとくを扱あつかう、闇やみの総合商社。幾いくつもの密輸業者を傘さん下かに置き、海外の犯罪組織と本ほん邦ぽうとを結びつける。

「《蒼王》の事件で学んだね。武装探偵社の捜そう査さ力は舐なめちゃいけない。ぼく達は慎しん重ちようが売りだ。危ない敵は最初に潰つぶす。これ商売の基本の基本」

　自分の躰の数字を見る。「11」。これが「00」になれば、運転手やアラムタのような死因なき死体の出来上がりと云いう訳だ。

「異国の武器商人に……随ずい分ぶんと高く、買われたものだ」

「この土地にはポートマフィア、異国街の抗こう争そう、無法地帯の横浜租そ界かいと、そこらじゅうに諍いさかいの火種がある。おいしい市場だよ」

　武器商人の青年が云う通り、この街に諍いの種が消えることは無い。

　彼等武器商人からすれば、新たな開拓フロン地テイアに上陸した航海士の気分だろう。臓器、或あるいは命知らずの破落戸ごろつきを買って海外の組織に売る一方、海外から来る軍の横流し武器、歴戦の傭よう兵へいを日本国内に持ち込み富を得る。

　法も道徳も通用しない闇の世界に、新たな死の商人が海外より引き寄せられた、と云う訳だ。

　だが。

「貴様等に……武器をバラ撒かせる訳にはいかん。街角の些さ細さいな喧けん嘩かでも、刃は物ものがあれば大おお怪け我がが起こり、銃じゆう火かがあれば人が死ぬ。それが……」

「おっと、何してる？」

　青年が腕を掲げ、俺の躰が上方に跳はね上げられる。肺から呼気が絞しぼり出されると同時に、胸むな元もとに隠かくして居た手帳が飛ぶ。

　しまった──！

「話で時間を稼かせいで、手帳に字を書こうとしてたね。でも無む駄だだね、無駄だね。君の異能は知ってる。手帳は貰もらったよ」

　青年が俺の手帳を掲げてゆらゆらと振る。

　俺の異能の弱点は二点ある。字を書き破るという動作時間が必要な点。そして──手帳を奪うばわれると異能が使えない点だ。

　これで俺の異能は完全に封ふうじられた。

　腰こしの裏には、前回の戦いで使った鉄線ワイヤー銃ガンを所持して居る。しかしこれは敵を殺傷出来る程ほどの威力は無い。

　だが、諦あきらめる訳にはいかん。それだけは出来ん。

　それは飛行機の人命が諦められないからでも、探偵社員という仕事を守りたいからでも無い。

　そうするべきだと、俺が決めているからだ。

　全身に激痛が走るが、無視して躰を起こす。

「おっと……まだ目が死んでないね。それじゃあお代わりだ！」

　さらなる衝撃。後方に吹ふき飛ばされ、地面を転がる。

「がはっ……」

　吐と血けつ。視界が霞かすむ。もはや自分がどんな姿勢で居るのかも判らない。

「それじゃあダメ押しだ。ここに鍵かぎがある。旅りよ客かく機きに干かん渉しよう無線を送っている通信機の解除鍵だよ。これが無ければ旅客機は救えない。──欲しいかい？　欲しいよね？」

　青年が衣囊ポケツトから薄うすい鍵を取り出す。小さく脆もろい、黄色く濁にごった鍵。

　俺は鍵を凝ぎよう視しする。

「欲しいなら、こうだ」

　青年が力を込めて捩ねじると、鍵は音を立てて半ばから折れた。

「な──」

「あははは、ははは！　これで希望は潰ついえた。これでもう誰も墜つい落らくを止められない！　もう終わりだ、終わりだよね！　あはははは！」

　青年が嘲ちよう笑しようする。泥どろの煮に立たつような、世界の終わりの嘲笑。

「さあ、幕引きだ。君を殺そう。殺してぼく達の鬨かちどきをあげるんだ！」

　青年が手を掲かかげる。

　肌はだの数字が「04」を示している。
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　二階の通信室に思わず目を遣やる。

　そこには太宰が居た。殴なぐられて傷だらけの──

　太宰が──
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　窓の下には国木田が居た。

　全身に攻こう撃げきを受け、満まん身しん創そう痍いの。

　大男のさらなる一いち撃げき。顔面を吹き飛ばすような強打が太宰に突つき刺ささり、その勢いで太宰は窓まど硝子ガラスに激げき突とつ。

　飛び散る破は片へん。

　太宰は国木田を見た。

　視線が交こう錯さくする。

　そして叫さけんだ。
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「国木田君！」

「太宰ィ！」
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　それだけで凡すべて諒りよう解かいした。

　俺は腰の鉄線ワイヤー銃ガンを素す早ばやく構え、太宰に向けて発射する。

　鉄線銃の鉤かぎ針ばりは過あやまたず、太宰のすぐ傍の壁に刺さる。

　鉄線を巻き取る。俺の躰からだが宙に浮うく。
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　太宰は跳とんだ。

　窓の外へ、一階の格納庫へ。

　窓まど枠わくを蹴けって跳ちよう躍やくし、空中に身を躍おどり出す。

　空中を躍る太宰の視線が、国木田に向けられる。

　国木田の視線も太宰を捉とらえている。国木田は鉄線に引かれるように地上を疾しつ走そうしている。




　両者の視線が、交錯し、何かを対話し、また離はなれる。
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　俺は鉄線銃を巻き取り、その張力に引かれるように疾走した。

　太宰は既すでに通信室を離れ、空中に躍り出している。

　通信室の窓の直下まで辿たどり着く。俺は、上方へと向いた鉄線の勢いに引かれるまま──

　──壁を垂直に駆け上った。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　壁を蹴りつけ、上方に加速する。窓にはすぐに届いた。窓枠を踏ふみつけ、室内に躍り込む。

　視線を上げると、眼前には褐かつ色しよく肌はだの大男。その両手には拳鍔ナツクル。

　人体など簡単に粉ふん砕さいする拳こぶしが、すぐさま俺の頭部へと振ふり抜ぬかれる。




　大男は空中に飛ばされた。




　飛んだ勢いのまま壁に激突する大男。その表情は驚きよう愕がくと当とう惑わく。

　何が起こったのか理解出来ないのだ。勢いを利用され、投げ飛ばされたと云いう事が。

　大男はすぐさま起き上がり、第二の鉄てつ拳けんを放つ。

「何度来ようが同じだ」

　俺は敵の勢いに逆らわず、躰を流しつつ相手の手首を取る。躰を斜ななめに引き乍ながら、大男の肘ひじを軽く支える。

　そのまま体重を後方に引くと、大男の躰は下方から巨きよ大だいな壁に突き上げられたかのように吹き飛び、天てん井じように激突する。

　衝しよう撃げきに、大男の眼球が裏返る。
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「な……貴様、は」

「悪いねえ。君の相手は私だよ」

　一階の格納庫に降りた太宰は、軽い足取りで青年へと近寄っていく。

「何な故ぜだ！　数字が……出ない！　『加速』も出来ない！　何故だ何故だ何故なんだよ！」

「調査不足だねえ。私に異能は効かない」

　青年が後退し乍ながら太宰に手を掲げるが、太宰は全く頓とん着ちやくせずに歩み寄って行く。

「それに今の真ま似ねは何だ？　一いつ切さいの言葉もなく、ただ目配せしただけでお互たがいの敵を交換スイツチ……それも全く同時に！　どうやったらそんな芸当が」

　笑え顔がおのまま、青年へと近付いていく太宰。気け圧おされるように青年が後退する。

「お、お前は一体何なんだ！　お前の素す性じようは完全に抹まつ消しようされていた！　一体何者、何者、何者なんだ！」

「ああ、自己紹しよう介かいがまだだったね」

　太宰が青年の眼前に立ち、見下ろす。

　ゆっくりと拳を握にぎり、目の前に掲げて見せる。




　太宰の右拳が青年の顔面を捉え、振り抜く。

　衝撃に半回転した青年は、そのまま白目を剝むいて昏こん倒とうした。




「私の名は太宰。探たん偵てい社員だ」
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　獣けものの如ごとく向かってくる大男を投げ飛ばす。

　相手の力が強いほど、俺の投げ技わざの威い力りよくは増す。

　何度目かの投げ技で大男は窓枠を突き破って室へやの外に飛び出し、一階に落下した。

　窓から下を覗のぞくと、泡あわを吹ふいて気絶している。当分起きることはあるまい。

　肌を見ると、刻印の数字は消えていた。太宰が敵の異能者を倒たおしたのだろう。

　やれやれ。

　安心し、通信機を見る。後はこれを切るだけだ。

　旧式の端たん末まつを操作し、周波数と方角を探さぐる。かなり古い型だが、何とか操作出来る。

「国木田君！」

　階下で敵を倒した太宰が、階段を駆け上がって来る。

「その通信機を使うには、おそらくこの解除鍵かぎが必要だよ！　けど、あいつ、今わの際きわでこれ、折っちゃったみたいだ！」

　太宰が慌あわてた表情で、折れた鍵を見せてくる。

「知って居る」

「これじゃ通信機が使えない！　航空機が──」

「俺は常に問題トラブルを抱かかえている。不測の事態こそが俺の日常だ。故ゆえに、こうして──」

　俺は腰こしの衣囊ポケツトの縫ぬい付けを破り、中から紙し片へんを取り出す。

「緊きん急きゆう用の手帳の頁ページを、いつも仕込んでいる」

　紙片を開き、自らの血液で文字を書き込む。

「『独歩吟ぎん客かく』──解除鍵！」

　紙片は姿を変え、黄色い解除鍵になる。

「そして俺の異能は、一度聢しつかり見た物体であれば、同等の形状を再現することが出来る」

「そ……そうなの？」さしもの太宰も目を丸くする。

「そうだ。驚おどろいたか。驚いたな？　約束通り一いつ杯ぱい奢おごれ」

　通信機の操作盤ばんを操あやつり条件を合わせ、解除鍵を差し込んで回す。操作盤に緑の電灯が点ともる。

　俺は無効化の釦ボタンを強く押し込む。

「これで航空機の操縦は回復した筈はずだ！　太宰、機長に通信を！」

「もうやってるよ！」

　俺達は外へ向かって走る。しかし同時に、何ど処こからともなく、大気を震ふるわす地鳴りのような低音が響ひびいて来る。

　この音は──

　外に向けて走るうち、低音はみるみる大きくなり、耳を聾ろうする轟ごう音おんとなる。

「機長！　聞こえるか!?　こちらで妨ぼう害がい装置を止めた！　もう操縦出来る筈だ、疾はやく機首を上げて高度を稼かせげ！」

「もうやっている！　だが、既に高度が下がりすぎている！　くそっ、間に合え！」

　先さき程ほどから聞こえる轟音は、旅りよ客かく機きがすぐ近くを飛行する噴流ジエツト音だ！

　太宰と二人、建物の外に駆け出る。

　大地に影かげが差す。大気が轟ごう轟ごうと叫さけぶ。俺達は空を見る。

　空の下、俺達のすぐ目の前に、巨大な旅客機が迫せまっている！　俺達を追い越こし、前方の大地へ吸い込まれていく。街並みへ。地上へ。

　落ちるな。落ちてはならん。

　落ちるな。飛べ、空へ。飛べ。




「飛べええええええええええええええええええええっ!!」

　吼ほえるように叫ぶ。




　旅客機の影が地表をかすめ、機首を上げる。

　高度を取り戻もどし、大地に澎ほう湃はいたる颶ぐ風ふうを巻き起こし、前方の夕ゆう陽ひへと飛ひ翔しようしていく。

　──飛んだ。

　間に合ったのだ。

　紅あかく濃のう密みつな夕刻の空に、白い旅客機が吸い込まれて、やがて輝かがやき消えていくのを。

　俺と太宰は、何い時つまでも眺ながめ続けた。






　　　四．








十三日。




久しく帰せざる拙せつ宅たくに帰し是これを認したたむ。




命に安んずるの道、一日を一日として満足するに在り。




吾われと傍ほう輩ばいとの尽じん力りよくにより死せる人救え、されど死せる人強あながち生いき出いでず。




事実なり。問題は事実より起おこる。事実をはなれて何の問題か人間界に起らむ。人間を動かさんものは事実なり。なれば生くるといふこと、死といふこと、是これ何の事実に依よらんや。吾われ等らその事実を知らむぞかし。




我われ等ら実じつに是これ達らの事実を見みて観みる能あたはざるなり。









　連続脅きよう迫はく事件は、こうして終しゆう熄そくした。

　俺と探たん偵てい社は後処理に追われた。市警軍警からの事情聴ちよう取しゆ、損害保険の報告書、報道機関への対応。調査員とは云いえ、やらねばならん事務作業は山ほど在る。忙ぼう殺さつされ、感傷に浸ひたる余よ裕ゆうなど寸すん毫ごうも持たなかった。

　事務仕事の存在を察知したのか、太宰は『調べ物が在る』などと言い訳して早々に雑務を放ほう棄きし、何処かに姿を消した。見付けたら締しめ上げてやる。

　今回の事件では、多くの市民が上空すれすれを飛び去る大型旅客機を目もく撃げきした。報道では異国の非合法組織が主犯であると報道され、首しゆ謀ぼう者しやの発見と逮たい捕ほに探偵社の活かつ躍やくがあったことが附ふ記きされた。

　未み曾ぞ有うの大事故を水際で防いだ探偵社の功績が賞賛される一方で、探偵社周辺で発生した一連の凶きよう悪あく事件について、探偵社自身の責を問う向きも多かった。特に誘ゆう拐かい被ひ害がい者しやの瓦斯ガスによる死に対する批判は当分後を引くだろう。




　例によって膨ぼう大だいな雑務届出の類たぐいを熟こなした日、俺は社長室に喚よばれた。

「失礼します」一礼し、社長室へ足を踏ふみ入れる。

「業務は如ど何うだ」社長が卓たく上じようの書類に目を落としたまま問う。

「相変わらず目の回る忙いそがしさです。おまけに太宰の奴やつが逃にげました。あの男、事務仕事が厭いやだからと事務員に書類仕事を丸投げし、軍警調査部の取り調べからも逃げ通しです。奴は一度熱湯の釜かまに突つき落としてやらねばなりません。死んだら喜ぶので、死なない程度に」

「官憲の目の届かぬ処ところで、露ろ見けんせぬように遣やれ」

　社長は書類を纏まとめ、封ふう筒とうに仕し舞まってから此方こちらを見た。

「今回は良く遣った。軍警の将官より、直接褒ほう状じようが有った。『爾なんじら市し井せい探偵業の鑑かがみなるべし』──だそうだ。私も肩かたの荷にが下りた。一時は──探偵社の看板を仕舞おうかとも考えた」

　それは。

　俺が何か云うより先に、社長は続ける。

「人命より尊き看板など存在せぬ。探偵社の存続が人命を危あやうくするのならば──とも思った。だが、解決した。国木田、お前の力だ」

　そう云って、社長は眉み間けんを指で揉もんだ。

　誰だれにも職務の心労を見せない社長だが──少し疲つかれたのかも知れない。

「それで国木田。宿題の答えは出たか」

　宿題。

　──『入社試験』。

　社長に依い頼らいされた、太宰の入社可否判断。

「太宰の事であれば、もう結論は出ています。あの男は最悪です。先せん輩ぱいの命令は無視する、職務中にふらりと消える、自殺が趣しゆ味み、女に甘い、力仕事が嫌きらいで事務仕事は怠なまける。社会不適格者の旗手カリスマのような男です。他ほかの仕事に就つけば、三日と持たずに放ほう逐ちくされるでしょう」

　俺はそこで間をおき、予あらかじめ決めておいた台詞せりふを云う。

「──ですが、探偵として見れば、太宰は最高の逸いつ材ざいです。数年と待たず、奴は探偵社屈くつ指しの調査員となるでしょう。奴は──合格です」

「成る程。お前が其そ処こまで断ずるならば間ま違ちがい無かろう」

　社長は入社書類に筆を走らせ、印を押した。太宰治──探偵社への入社を認める。

「処ところで社長。もし宜よろしければ、午後は請せい暇かしたいのですが」

「構わぬ。何か用か？」

「少し──所用で」
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　藪やぶの小道を抜ぬけると、湾わん岸がんを見下ろす小さな墓地に出る。

　小さな墓がぽつぽつと斜しや面めんに並び、海の反射光を受けて白く輝かがやいている。俺は墓の間を縫ぬいながら歩き、墓の一つ、真新しく小さい墓の前で立ち止まった。

　献けん花かし、手を合わせる。

「犠ぎ牲せいとなった方のお墓参りですか、国木田様」

　澄すんだ声に目を開けると、傍かたわらに白い和服姿の佐々城女史が居た。右手には白しら菊ぎくの束。

　女史は俺の横に並び花を添そえると、そっと目を伏ふせた。

「和服の方が似合う」

「喪も服ふくが善よいのでしょうけれど、生あい憎にくこれしか持ち合わせがありませんで。……国木田様は何い時つも、仕事で関かかわった方が亡なくなると、こうして墓前に献花されるのですか」

　俺と佐々城女史が来たのは、誘ゆう拐かいされ、廃はい病院の地下で死んだ事件の被ひ害がい者しやの墓だった。

「ああ。──別に理由は無い。そうすべきと思ったから、そうしているまでだ」

　佐々城女史は否定も肯こう定ていもせず、ただ俺を見て微笑ほほえんでいる。

　海風が通り抜けて、林道の木々をかさかさと揺ゆらした。

　俺は独り言のように続ける。

「……初めて仕事で死者を出した時は、起き上がれぬ程ほどに泣いて仕事を無断欠けつ勤きんした。もう立ち直れんと思った。だが最近では涙なみだひとつ出ん。故ゆえに、涙の代だい替たいとしてこうして墓に参るべきだと、そう思って居るだけだ。せめてそうしなければ、被害者が浮うかばれぬ」

「涙を流せば……死んだ方々は浮かばれますか」

「判わからん。おそらく浮かばれも救われもせんだろう。涙を流そうが、墓前で祈いのろうが、死者には届かん。彼等の時間は、もう止まっている。俺達に出来るのは、ただ悼いたむ事だけだ。そして人が死に、生者がそれを悼む事が出来ると云う事実を以もつて、正常な世界なのだと信ずる事だけだ」

「……残ざん酷こくなのですね、国木田様は」

　佐々城女史の言葉に、振ふり返る。

　驚おどろいた。

　何い時つの間にか、佐々城女史は瞳ひとみに涙を湛たたえている。

「先せん般ぱんのお話で……私ひとつ噓うそを吐つきました。別れた恋こい人びととは……死別したのです。理想に燃える人でした。私は彼あの人の力になろうと尽つくしましたが……私に愛の言葉ひとつ囁ささやくことなく、ひとり逝ゆきました」

　こんな時、心ある人は何か気の利きいた慰なぐさめの言葉を掛かける事が出来るのだろう。

「そうか」

　だが俺は、そんな間の抜けた相あい槌づちを打つ事しか出来なかった。

「死んだ人は卑ひ怯きようです。国木田様の仰おつしやる通りです。死んだ人の時間はもう止まって居て、今から何をしても彼の人は喜ばず、何をしても微笑みません。もう──疲れました」

　佐々城女史の頰ほおを一筋、瞳が支えきれなくなった大きな涙が流れ落ちた。

　若もしこの世を知り尽くした仙せん人にんが居て、その仙人が完かん璧ぺきな言葉をひとつ云えば、今の涙を止められたのだろうか。

　判らん。俺は理想を求め、手帳に理想を記して、その実現の為ためならば何だって耐たえてきた。今も完璧な言葉、世界の万ばん民みんが救われる完璧な救済は無いかと考えて居る。

　だがその奮ふん励れいも、ひとりの女性の涙の前にはあまりに無力だ。

「失礼致いたしました。取り乱しまして……私、そろそろ失礼致します」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　我ながら間ま抜ぬけな質問だ。

「ええ。実は軍警察の方より、今回の事件の分ぶん析せき官の外部顧こ問もんに任ぜられたのです。私はそちらの専門ですし、今回の事件は余りに複雑ですから……これから担当官かん吏りの方と打合せに」

　軍警の外部顧問と云いえば、相当に優ゆう秀しゆうな人間でなくては成れん筈はずだ。事件解決の協力者だったと云う事実を差し引いても、元来よりそちらの世界で相応な実績があったのだろう。

「ならば、仕事で困ることがあったら、俺も貴女あなたを頼たよろう」

「ええ、是ぜ非ひ」

　佐々城女史がようやく微笑む。

　水平線から吹ふく渚なぎさ風かぜが、山の稜りよう線せんを撫なでて通り過ぎていく。

　黙もく礼れいをして、佐々城女史は去った。それを見送って後、俺は横浜の風景を眺ながめるともなく眺めた。

　ふと携けい帯たい電話が鳴って意識を移す。太宰からだ。

「国木田君。ちょっと来て欲しいのだけど」

　太宰の声は珍めずらしく暗かった。
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「何だ、こんな処で？」

　太宰が俺を呼び出したのは、第一の事件があった件くだんの廃病院だった。

　闇やみ夜よに見ればおどろおどろしく不気味な廃病院も、日中の陽ひの下ではただの色いろ褪あせた廃はい屋おくに過ぎん。元は病室であったらしい一室では、割れた窓から斜ななめに射さす陽光が、床ゆかに白い模様を作っている。

「この銃じゆう、どうやって安全装置外すの？」

　見れば太宰が、珍しく拳けん銃じゆうを持って居る。複式ダブル弾倉カラムの小型拳銃で、社用の備品だ。探たん偵てい社員ならば何い時つでも持ち出せる。

「そんな事を訊きく為に呼び出したのか？」俺は呆あきれながら、黒色拳銃の安全セイフ装置テイを外してやる。

　太宰は何度か銃じゆう口こうを虚こ空くうに向け狙ねらいをつけて、それから云った。

「私、あの武器商人達が《蒼の使徒》だとは、迚とても思えないのだよね」

　──何？

「だってそうでしょう？　彼等にはこれだけの事件は起こせない。動機も無い」

「動機なら、俺が聞いた──横浜進出の為、邪じや魔まとなる探偵社を潰つぶすべく事件を仕組んだ、と云う奴やつではないのか？」

「そうだよ。本人達もそう思ってた筈だ。でもそれって、どうしてもやらなきゃならない事かな？」

「……どう云う意味だ」

「彼等は《蒼王》の一件もあって、探偵社を非常に危険視して居た。でも彼等の邪魔をする武力組織は、何も武装探偵社だけでは無い筈だよ。軍警、沿岸警備隊、異能者なら内務省の異能特務課も警けい戒かいしなきゃならない。これだけの規模の脅きよう迫はくを起こしておいて、相手が探偵社だけと云うのは、費用コスト対パフオー効果マンスが悪すぎないかな？」

「結論を聞かせろ」

「彼等は、何者かによって歪ゆがんだ状じよう況きよう認にん識しきをさせられて来た──つまり、探偵社こそ最大最悪の敵と過大評価するような情報を、彼等に吹き込んだ奴が居る」

　真ま逆さか。

　それが真の《蒼の使徒》──この事件の黒幕だと云うのか？

「おい太宰、教えろ。お前はもう『その人物』の目め処どが付いているのか？」

「うん」

「それは誰だれだ！」

　思わず太宰の襟えり首くびを摑つかむ。

　太宰は表情を変えず、真っ直すぐ俺を見返して云った。

「その人物に、此こ所こに来るように電子書面メールを出した。真犯人である証しよう拠こを持って居るぞ、とね。間もなく現れる筈だ」

　何だと？

　室内を見回す。

　元は病室だったであろう、極ごく一いつ般ぱん的な室へや──目前に入口がひとつ、背後には窓。俺達の前には朽くちて骨組みだけになった介かい護ご寝台ベツドが二つ。傍かたわらに空の薬品棚だながひとつ。他ほかには何も無い。床にも砂じや利りや塵ちりはあまり無く、がらんと空くう虚きよだ。──此所に、真犯人が来る？

「跫あし音おとだ」不意に太宰が云った。

　俺は反射的に入口を見る。

　聞こえる。床を踏ふむ音だ。ゆっくりと近付いて来る。

　太宰が銃を握にぎりしめているのに気付く。そのための銃か。

　俺の銃は既すでに社長に返へん還かんして居る。今から手帳を使って拳銃を創つくるか──否いな、間に合わん。

　知らず頰を汗あせが流れる。

　音が近い。間もなく現れる。

　足が現れ、躰からだが見え、その人物の姿が、顔が、明らかに──




「こんな処で何やってンだよ、眼鏡メガネ」




　入口に立って居た人物。それは。

「何な故ぜ……お前が此所に居る」

「そりゃあ己等オイラの台詞せりふだよ。事件の真相を見物に来たか？」

　そこに居たのは、電網潜士ハツカーの六蔵少年だった。

　──お前が犯人？

　お前が《蒼の使徒》なのか？

　頭脳が自動的に働く。六蔵少年ならば、太宰の筐コン体ピユータを遠えん隔かく操作して電子書面メールを送信することも可能だ。否、それ以前に太宰が《蒼の使徒》であると云う疑ぎ惑わくは、六蔵少年の情報提供に端たんを発はつするのだ。

　違い法ほうの電網潜士ハツカーならば、海外の非合法組織と連れん絡らくを取り、偏かたよった情報を提供する事も不可能ではないだろう。

　そして何より──彼には動機が有る。

　探偵社を憎にくむ動機が。

　俺を憎む動機が。

「何故だ、六蔵。俺の所せ為いか？　そうなのか？　俺の所為でお前の父親が死んだから──その事をお前は、そんなにも、恨うらんで居たのか？」

「父上？　父上を殺した奴は憎い。当然だぜ。けどな眼鏡メガネ──」

　その時不意に、太宰が口を挟はさんだ。

「成る程ほど、そうか。六蔵君、君は──私の電子書面メールを、覗き見たね？」

　何？

　太宰、お前は──真犯人に電子書面メールを送ったのではないのか？

　その時。




　銃じゆう声せい。




　六蔵少年の胸に、大きな穴が開く。

　鮮せん血けつがしぶく。




「────」

　口を開けて何か云おうとした恰かつ好こうのまま、六蔵少年は前のめりに倒たおれた。

　撃うたれたのだ。

　反射的に太宰を見た。

　だが、太宰の銃はまだ構えられて居ない。

　太宰の表情も凍こおり付いている。

　入口の方向、倒れた六蔵少年の背後から、声がした。




「申し訳ありません……国木田様」




　入口から人ひと影かげが現れる。

　長い黒くろ髪かみ。細い頸くび。白い和服。

　手には拳銃。立ち上る薄うすい硝しよう煙えん。

　倒れた六蔵少年の躰を乗り越こえ、こちらに歩いて来る。

　不思議だ──

　彼女は──美しかった。

「貴女あなたが、《蒼の使徒》か」

　自分の声が、他人のもののように室へやに響ひびく。

「はい」

　彼女の声は、凜りんとして響き、俺の鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

「佐々城さん。貴女が凡すべての計画者だ。それは……認めるのだね？」

　太宰が問う。

「太宰様。御願いが御ご座ざいます。銃じゆうを……お捨てになって下さい。でなければ」

　佐々城女史の銃口が太宰を向く。

「捨てるよ。その代わり、幾いくつか質問をしてもいいかな」

「構いません。何でもお答え致いたします」

「判った。じゃあ銃は捨てよう」

　太宰はあっさり、拳けん銃じゆうを足あし下もとに落とした。拳銃は床ゆか材ざいに当たって乾かわいた音を立てる。

「佐々城さん。貴女は何故、探たん偵てい社を狙ねらったんだい？」

「太宰様は──既にご存じかとお見受けしますが」

「うん、流石さすがだ。私達の前では敢あえて隠かくしていたけど、貴女はおそろしく頭の回転が速い。その年ねん齢れいで犯罪心理学の高名な研究者と云いうのも頷うなずける」

　太宰は諦あきらめたように、言葉の続きを云った。

「貴女がやりたかった事は二つ。犯罪者への断罪と、探偵社への復ふく讐しゆう。そうだね？」

　犯罪者への断罪？

　それでは、まるで──

「この方法しか……思い付きませんでした」

「復讐する事に意味は有ったのかな？」

「太宰様、世の凡あら百ゆる復讐には意味など有りません。ただ……そうするしか無かった。間ま違ちがいであると自分で判わかっていても、死者の為に、そうしなければ我を失いそうだったのです」

　復讐？

　探偵社は善く恨みを買う。復讐したがる人間には事欠かない。

「そうだね。意味はないと判っていても、しなくてはならないのが復讐だ。そして不幸にも──貴女には他に、復讐するべき相手が居なかった」

　──死別したのです。

　──理想に燃える人でした。

「貴女という個人は非力だ。だが貴女にはその頭脳と、犯罪に関する知識があった。それを活いかして実際に何度も犯罪者を断罪した。だからこの《蒼の使徒》事件は、そんな貴女にとって必然とも云える計画だったのだろう」

　太宰はそこで言葉を切り、俺を一度見てから、云った。




「貴女の行動は凡て、亡なき恋こい人びとの──《蒼王》の為の、弔とむらい合がつ戦せんだね」




《蒼王》。

　犯罪によって犯罪者を断罪した、稀き代たいの反乱テロ者リスト。

　探偵社がその居所を突つき止め──そして死んだ。

「《蒼王》に共犯者が居るのではないかと云う推測は、以前から囁ささやかれていた。余りに犯行が鮮あざやか過ぎたからね。だが、金銭で雇やとわれた何も知らぬ実行犯は兎とも角かく、《蒼王》には思想を共有する共犯は居ない、と云う結論を当局は下した。何故なら、犯罪者が徒党を組むのは概おおむね政治的思想の共有か、金銭の山分けが動機だ。《蒼そう色しよく旗きの反乱テロ者リスト》事件にはどちらも無い。──けど真ま逆さか《蒼王》の恋人が、本人よりも遥はるかに優ゆう秀しゆうな策略家であったなどと、誰だれひとり想像さえしなかった」

「彼あの人は……高潔な人でした。無くならぬ犯罪に心を痛め、虐しいたげられる人のない理想の世界を模も索さくして苦く悶もんして居ました。法理の遵じゆん守しゆでは凡ての人は救えぬと判っていた為、彼の人は法理を作る側──国家官かん僚りようの道を志しました」

　佐々城女史は胸にある何かを吐はき出すように、淡たん々たんと続ける。

「それでも道は険しかった。体制の悪あく癖へき、同どう僚りようの容よう喙かい、上司の不理解──彼の人は挫ざ折せつして悶もだえ、また立ち上がっては悶えました。その道が刃やいばの群むれを素す足あしで踏ふみ往ゆく道であることは、傍かたわらで見ている私にでも判りました。或ある日、彼の人は壊こわれました。理想に絶望し、腹を捌さばいて死のうとしました。私は耐たえきれずに──云ってはならぬ計画を口にしました」

　犯罪による悪の断罪。

　理想を叶かなえる修しゆ羅らの道。

「佐々城さん、おそらく《蒼王》が為なした一連の犯行は、殆ほとんど貴女が考えたものではないのかな。愛する恋人の為に」

「後こう悔かいはしておりません」佐々城女史ははっきりと云った。「彼の人の理想は、私の理想です。彼の人が報むくわれるならば、私は修羅にも悪あつ鬼きにもなりましょう」

「けれど、その《蒼王》は死んだ。探偵社に追い詰つめられ、六蔵少年の父親と共に爆ばく死しした。そこで──止やめれば善よかったんだ」

「いいえ、止める事は出来ません。計画はまだ半ばでした。彼の人の計画にあった、断罪せねばならない犯罪者には残りが居ました。そして……嗤わらわれるでしょうが、彼の人が死んだと云う現実の前に、何もしないで居ることなど、私自身が耐えられなかった」

「そこで貴女は、断罪すべき残りの犯罪者に自発的に犯罪を起こさせ、探偵社にそれを裁かせる、と云う計画を組み上げた。醜しゆう聞ぶん攻こう撃げきで刺し激げきすれば、探偵社は犯人逮たい捕ほの為ために動かざるを得ない」

　証しよう拠この残らぬ誘ゆう拐かいを続けたタクシー運転手。

　国内からでは犯罪者であると云う資料すらない爆ばく弾だん魔まアラムタ。

　違い法ほう臓器売買を行い、密ひそかに武器を輸入しようとした武器商人。

　孰いずれも現行法の法規では極きわめて裁くことが難しい、姿なき犯罪者達だ。

「この計画で最も素す晴ばらしいのは、貴女自身は何の罪も犯おかしていない、と云う事だ。恐おそらく実際の撮さつ影えい装置、誘拐監かん禁きん場所の設営、爆弾魔アラムタとの取引などは凡て武器商人達が行っていて、貴女は何一つ協力していないのだろう。武器商人達も、自分の意思と計画に基もとづき行動していると最さい期ごまで思って居た筈はずだ。だから証拠も出ない。その武器商人達からしても、情報源である貴女から得た状じよう況きようが真ま逆さか意図的に歪ゆがめられていた、とは思わない。だから幾ら当局が捜そう査さしても、『武器商人達の情報収集ミス』としか判断出来ない」

　誘拐犯を追い詰めた時も、太宰を問とい詰めた時も、常に感じて居た事だ。

『この犯人は、自ら手を汚けがさない』。

　法規上、何の罪も犯して居ない犯人は、誰にも裁く事が出来ない。

　──善いのか？

　──そのような理り不ふ尽じんが罷まかり通る世界で、本当に善いのか？

「そして、貴女あなたは計画者である匂においを消すため自ら廃はい病院で誘ゆう拐かい被ひ害がい者しやに成りすまし、探偵社に接近した。運転手は貴女だけは誘拐して居ないのだよ。辻つじ褄つまが合う為私達も深く追つい及きゆうしなかったが、運転手は『宿泊亭ホテルに向かう客を攫さらう』と云う当初の計画を外してまで、駅で気絶した女性を誘拐する理由がない。目もく撃げき者が大勢居るからね。そして、『その駅の女性は本当に知らない』と我々に弁解すれば、他ほかの被ひ害がい者しやは知っていると公言したに等しい為、それも云えない。そうやって貴女は、全員の心理の隙すき間まを衝ついて、見事に探偵社の懐ふところに忍しのび込んだ」

　太宰の眉み間けんには、何い時つしか深い皺しわが刻まれて居る。

「佐々城さん。理解に苦しむよ。貴女ほどの頭脳があれば、犯罪心理学に輝かがやかしい成果を打ち立て、或あるいは中央の犯罪捜査の仕組み造りに関かかわって、より先進的な犯罪者撲ぼく滅めつ組織を創設する事だって出来たかも知れない。そうすれば理想通りとは云わずとも、犯罪のより少ない世界になっただろう。なのに」

「私は……野心の無い女です。私はただ……彼の人が苦しむ顔を、見たくなかっただけで」

　何な故ぜだ。

　俺の脳のう裏りを、ただ一つの問いが回り続ける。

　何故なのだ。

　誰が間違って居るのだ。

　理想から外れた人間は誰なのだ。

「佐々城さん。貴女の犯行もこれで終わりだ。幾いくら貴女が自らの手を汚さない不可視の犯罪者と謂いえど、たった今六蔵少年を撃うち殺した罪は隠かくせはしない。我々が目撃者だ。貴女は、現行法の下もとに裁かれる」

「いいえ、裁かれません」

　佐々城女史は太宰に向けて銃じゆうを構える。

　今いま更さら──そんな物で、何を脅おどそうと云いうのだ。

「目撃者は居おりません。貴方あなたがたは証言出来ません。何故ならば、若もし此所ここでの出来事を第三者に明かせば、再び探偵社への攻撃が再開されるからです」

　佐々城女史の眼めが細められる。

　脅きよう迫はくか。

　其そ処こまで計算して、この場に──

「止めろ」

　自分の喉のどから、かすれて乾かわいた声が出た。

「止めろ。もう善い。探偵社への攻撃など二度とさせん」

「国木田様、動かないで下さい」

「止めろ！　何故だ！　何故なのだ！　貴女が銃を向けるべきは俺達ではない！」

「では国木田様、お教え下さい。私が銃を向けるべきは誰なのですか。私が憎にくむべきは誰なのですか」

「それは──」

　誰か居る筈だ。

　こうなってしまった元げん凶きようが。

　全員が報われ救われる、理想の世界がある筈だ。そこへ至る道を阻そ害がいする、何か邪じや悪あくなものが居る筈だ。

　何か、何かが、きっと──

　俺の逡しゆん巡じゆんを、回答の不在と取ったのか。

　佐々城女史は、眉まゆを寄せて目を伏ふせる。

「私はこれまで通り、彼の人──《蒼王》の理想に殉じゆんずる一個の銃じゆう口こうであり続けます。それを貴方がた探偵社に邪じや魔まする事は出来ません。ですから、これは──」

　佐々城女史は、ゆっくりと、銃口を下ろした。

「これは契けい約やくです。貴方がたは私に干かん渉しようしない。私は探偵社を攻撃しない。私はこのまま、此所を去ります。そしてまた別の場所、別の組織を使って、同じ事件を起こします。次も、その次も。貴方がたにそれを防ぐことは許されません」

「いいのだね、それで」

　太宰の透とう徹てつした視線が佐々城女史に投げられる。

「太宰様、貴方ならば判わかる筈です。貴方は常に先を読み、感情に流されず全体最適となる行動を選び続けました。ならば此所で取るべき行動は一つと判る筈です」

「その通りだ。私は何もしないよ」

「それでは──」

　佐々城女史が、俺を見み詰つめて、ほんの僅わずかに微笑ほほえむ。

　彼女はこれからも謀はかり続けるのだろうか。

　他者を欺あざむき、犯罪者を操あやつって、死者と断罪の堆うずたかき山を築き続けるのだろうか。《蒼王》の亡ぼう霊れいにして従者──《蒼の使徒》として。

　──死んだ人の時間はもう止まって居て、今から何をしても彼あの人は喜ばず、何をしても微笑みません。

　──もう、疲つかれました。

　彼女に人を殺させてはならない。

　こんなものは理想ではない。

　理想の世界は必ずある。

　邪じや魔ま者ものは誰だれだ。どうすれば見える。どうすれば理想に至れる。

「国木田様」

　佐々城女史が俺に囁ささやきかける。

「欺ぎ瞞まんかも知れませんが、地下の貯水槽タンクで……迷いなく一直線に、私を助けて下さいましたね。少し……嬉うれしかった。これが最期ですから、ひとつお伝えしたい事が御ご座ざいます。国木田様は」




　銃じゆう声せい。




　佐々城女史の胸を、三発の銃じゆう弾だんが貫かん通つうした。




　胸部の穴から鮮せん血けつが散る。

　白き和装の佐々城女史は、舞まう花弁のようにくるくると回った。

　糸が切れた人形のように、彼女は──




「佐々城いっ！」

　俺は駆かけ寄る。彼女の躰からだを抱だき上げる。

　軽い。肉を持たぬ人形のようだ。

　胸の傷口からあふれた鮮血が、和服を深しん紅くに染めてゆく。




「ざ……まァ、みやがれ……」

　顔を上げる。

　床ゆかに倒たおれた六蔵少年が、黒色の拳けん銃じゆうを構えている。

「《蒼王》が……お前が、父上を……殺し、たんだッ……！」

　流血し真っ青な顔をした六蔵少年が、凄せい絶ぜつに笑えむ。

　手の拳銃からは硝しよう煙えん。

「父上の、仇かたきだ……！　父上は正義の、人だ……！　ざまァ、みやがれ……！」

　六蔵少年の手から、拳銃が落ちる。

　六蔵少年は自らの流血の溜たまりに顔を落とし、一度幽かすかに痙けい攣れんして──動かなくなった。




「国、木田、様……」

　俺の腕うでの中で、佐々城女史が囁く。

　口くちの端はしから一筋の鮮血が、静かに流れている。

「貴方は……どこか、彼の人に……似ています……」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが光を反射して揺ゆれる。

「どう、か……理想に、殺されぬ、よう…………私、は………………好す………………」




　………………………………………………。

　死んだ。




「国木田君。彼女は人を殺し過ぎた。こうなるしかなかったんだ」

　太宰の言葉に、かっと頭に血が上る。

「太宰ィ！」

　太宰の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる。

　太宰は表情ひとつ変えず、ただ激げき昂こうする俺を見返している。

「国木田君。君が考えるような、理想の世界はない。諦あきらめるんだ」

「黙だまれ太宰！　相手はたかが、拳銃に慣れぬ女性一人だぞ！　殺す事など無かった！　殺さずとも、お前が時間を掛かけて正しく対策をすれば、これ以上の犠ぎ牲せいは避さけられた筈はずだ！　なのに！」

「殺したのは私じゃあない。六蔵少年だ」

「俺が判らんとでも思ったか！」

　俺は六蔵少年の傍かたわらに落ちる黒色拳銃を指差す。

「あれはお前の拳銃だ！　俺が話をしている隙すきに、お前は密ひそかに足あし下もとの拳銃を蹴けって、六蔵少年に渡わたしたのだ！　そうすれば六蔵が、彼女を撃うち殺すと知っていて！」

　太宰の位置からであれば、寝しん台だいの下を通して、佐々城女史から見えぬように拳銃を蹴り渡すことが可能だ。

「私は殺してない」

「殺したも同然だ！」

「残念だけど、その殺意は証明出来ないよ。拳銃を握にぎったのも、引金を引いたのも、殺意を持って居たのも六蔵少年だ。私はただ、足下の拳銃に躓つまずいただけだ」

　手を汚よごさぬ殺人──

　太宰がしたことは、佐々城女史がしたことと同じだ。

　第三者の手で、第三者の殺意を以もつて、人を殺させる。

　現行法では、その殺意を証明することは出来ない。裁く事も出来ない。

「国木田君。あれが彼女にとって唯ゆい一いつの救いだ。これが一番善よかったのだよ」

「違ちがう！」俺は叫さけぶ。「こんなものが理想であって善い筈がない！　何かあった筈だ、本当の問題が何かあった筈だ！　何な故ぜなら」

　若もし佐々城女史が本当に世界を憎にくんでいたのなら。

　俺達を本気で滅ほろぼす気で居たのなら。

　あの時──廃はい病院で、俺が毒どく瓦斯ガスに踏ふみ込もうとした時。間近に居た佐々城女史が咄とつ嗟さに止めなければ、俺は瓦斯を吸い込んで死んで居た。殺す気があれば、あの時簡単に俺を殺せたのだ。復ふく讐しゆう出来たのだ。唯ただの過失に見せかけて。何の罪も負わずに。

　だが彼女は俺の命を助けた。それは何故だ？

　それが──本能から出た、反射的な行動だったからではないのか？

　俺は喉のどから絞しぼり出すように、太宰に言葉を叩たたきつける。

「何故なら佐々城女史は、本当はこんな事件など起こしたくなかったからだ！　彼女は、犯罪者が断罪される世界など少しも望んでは居なかった！　彼女はただ」

　──私はただ……彼の人が苦しむ顔を、見たくなかっただけで。

　──駄だ目めです、その錠じよう前まえに触ふれては不い可けません！

「教えろ太宰！　彼女が撃たれて死ぬのが正しい事なのか！　こんなものが俺の求める……理想の世界なのか……！」

　太宰は俺を眺ながめ、ただ静かに言葉を紡つむぐ。

「国木田君。どこかに正しい、理想の世界が存在する──そう云いう考え方をする人間が、理想通りにならぬ世界を憎み、周囲を傷つける。《蒼王》がそうだった。理想や正しさを貫つらぬいて傷つくのは、周囲の弱い人間なんだ」

　太宰の視線は、何ど処こか遠くに向けられている。

「正しさを求める言葉は刃は物ものだ。それは弱者を傷つけこそすれ、守り救済する事は出来ない。佐々城さんを殺したのは──《蒼王》の正しさだ」

　太宰の弾だん劾がいは、そのまま俺を剔えぐる。

　正しい、理想の世界を求めて来た。

　理想を実現するために、凡すべての困難を退けて来た。

「国木田君。君がそのまま理想を求め、理想を阻はばむもの達を排はい除じよし続ける限り、いつか君にも《蒼王》の炎ほのおが宿るだろう。そして周囲を焼き尽つくすだろう。私は──そう云う人間を、何人も見てきた」

　太宰の視線は、他ほかの誰だれにも見えぬ何かに向けられている。

　その視線は、俺には理解も及およばぬような人間の闇やみ、この世の深しん淵えんを見み詰つめている。

「俺は──」

　俺は太宰から手を離はなす。

　太宰の云う事は判わかる。

　正しさとは外にではなく、自らの内に求めるものかも知れん。

　だが──

　佐々城女史は死に、六蔵少年も死んだ。

　自らの内に正しさを求め、返ってくるのは無力感ばかりだ。

「…………」

　廃病院の窓から、外を眺める。

　朽くちた前庭に、朱あかい彼岸花が揺れている。

　目を閉じても、その朱あかは消えずに瞼まぶたの裏に残った。

　微笑ほほえんだ彼女の面おも影かげも。






　　　幕まく間あい　二．







　黄たそ昏がれ。

　横浜の港こう湾わんを眺める湾わん岸がん沿いの道に、車しや輛りようが一台、横転し炎えん上じようしていた。

　軍警の護送車である。二人の護送憲兵は殺され、車輛に引っ掛かって揺れていた。

「や、やめやめろ、な何故お前らマフィアがぼぼくを」

　生きている影かげは二つ。

　一つは武器商人である青年。逮たい捕ほされ、軍警基地へと輸送される最中、襲おそわれ負傷した。

「何故か？　理由を問うか武器商人。愚おろかな」

　もう一つは黯くろき影。蠢うごめく外がい套とうを背負い、青年に近寄る芥川である。

「貴様は僕やつがれらポートマフィアを愚ぐ弄ろうした。臓器を鬻ひさぎし運転手を、ポートマフィアに情報を態わざと流し処理させようとしたな。自らの利が為ためにマフィアを騙だまし動かす者はこれまで必ず滅びてきた。今この瞬しゆん間かんもそれは変わらぬ」

　芥川の黒くろ靴くつが進む。青年が尻しり餅もちをつく。

「だ、誰も誰もぼくを処分など出来ない！　死ね！」

　青年が腕うでを掲かかげると、芥川の皮ひ膚ふに、刺いれ青ずみの如ごとき紋もん様ようが浮うかび上がる。数字の「21」。

　更さらに青年が腕を振ふり下ろす。芥川が後方に『加速』し、吹ふき飛ばされる。

　だが。

「な──」

　芥川は後方に飛ばされたが、柔やわらかく止まり、ゆっくりと元の位置に戻もどった。顔色ひとつ変わらない。

「その程度か」

　芥川の外套は無数の黒針となって地面に刺ささっており、それが緩衝クツ剤シヨンの役割を果たして芥川の躰からだを支え、衝しよう撃げきを殺したのだ。

　応おう酬しゆうとばかりに芥川が『羅ら生しよう門もん』の黒こく獣じゆうを展開。

　外套より生じた黒獣が二頭、武器商人の青年に殺さつ到とうする。青年は回かい避ひしようとするが間に合わず、黒獣の鋭するどき顎あぎとに食い裂さかれた。

　苦痛の絶ぜつ叫きようをあげながら、青年は食い千切られ引き裂かれ、無数の肉にく片へんとなって死に果てた。

　芥川は醒さめた表情のまま、その様子を眺め続けた。

「凄すごいな。食しよく欲よくが無くなる光景だ」

　芥川が振り返る。人ひと影かげ。

　言葉を発するより疾はやく、芥川が『羅生門』の黒こく刃じんを射出した。人影、その頸くびに向けて、鉄をも裂く黒刃が飛ひ翔しようする。

　だが、人影の頸に刃やいばが至ろうとした瞬間、衝撃。

　何か不可視の力が働き、黒刃が弾はじかれる。

　黒刃は頸の皮を薄うすく削そいだのみ。異能の力による防ぼう禦ぎよである。

「いきなり攻こう撃げきするなよ。商売相手だろう」

「貴様らとて、ポートマフィアを動かし利を得る不ふ届とどき者ものである事は変わらぬ」

　芥川の視線の先より、男が近付いて来る。

　黒帽ぼう子しの白人。壮そう年ねんの男。

　太宰と国木田が大使館にて対面した、米国諜ちよう報ほう員である。

　諜報員は頸を搔かきながら、芥川に気安く話し掛かける。

「そりゃ誤解だ。俺は謂いわばクライアントだろう。あんたらマフィアはそこの武器商人に代わって武器取引の海外流通路ルートを手に入れた。俺達は自国の違い法ほう輸出業者が、日本で問題を起こすのを阻そ止しした。立派な取引だろう。泥どろ棒ぼう扱あつかいはやめてほしいね」

「貴様ら諜報員は騙し唆そそのかしが常じよう套とうだ。この事件に関かかわるのも、別の狙ねらいがある筈はずだ」

「そりゃあるさ。だが心配するな、もう終わった」

　諜報員は笑えみとともに続ける。

「《蒼王》事件が起こった時は俺達の顔も青くなったもんだ。何しろ《蒼王》が断罪した与よ党とう議員は、俺達が弱みを握って利用していた非合法協力員だったからな。《蒼王》はそれを知らなかったろうが、事件が長引けばそれが露ろ見けんする。だから俺達は《蒼王》には出来ればこの世から退場して欲しかった訳さ。そこで俺達は秘ひ密みつ裏りに事件を調べ、《蒼王》の隠れ家を探偵社にこっそり教えた。勿もち論ろん、情報源の偽ぎ装そうをしたうえでね。更に市警の捜そう査さ本部に誤情報を流し、指示系統を混乱させた。狙い通り《蒼王》は少数の警官に包囲され、自じ爆ばくして死んだ。これで真相は闇の中。凶きよう悪あく犯も死んで、全員が幸せになったって訳だ」

　芥川は諜報員の言葉を暫しばらく思議した後、口を開いた。

「武器商人排はい除じよは兎とも角かく、海外諜報組織が秘密保持の為に日本の擾乱テロ者リストを消すとは思えぬ。何な故ぜだ？」

「ああ。そっちの件は政府諜報組織として動いた訳じゃない。俺はある別組織にも列席していてね。そちらの仕事で動いたのさ。組合ギルドって云いう組織のね」

「二重間諜スパイか。陳ちん腐ぷな内情だ」

「副業だよ。組合ギルドの構成員はそれぞれ表の顔を持っているからな」

　諜報員は踵きびすを返し、歩き去って行く。

「マフィアにはまた仕事を頼たのむかも知れない。その時は宜よろしく」

　芥川は鋭い視線で、諜報員の背中を見詰める。

「待て。一つ聞きたい」

　芥川の声に諜報員が足を止める。

「僕やつがれはある人物を捜さがして居る。『触ふれた相手の異能力を無効化する』と云う異能力を持つ男だ。心当たりは無いか」

「無いね、悪いが」

「では消えろ」

「はいはい」

　再び歩き始めた諜報員は、宵よい闇やみの向こうへと消えていった。

「──貴方あなたは何ど処こに居る。何故突とつ然ぜん消えた」

　誰だれも居なくなった路上で、芥川は独白する。「《蒼王》が貴方ではと、一いつ瞬しゆん疑った。だが違ちがった。何処に居る。貴方が死んで居る筈が無い。この横浜の何処かに生きている」

　芥川の言葉は黄昏の渚なぎさ風かぜにさらわれ、発せられた端はしから消えていく。

「必ず見付け出す。僕やつがれが師──元ポートマフィア幹部の太宰さん」






　　　結エピ幕ロオグ







　探偵社の事務机に座り、手帳をぱらぱらと捲めくる。

「以上だ。これが二年前の事件──《蒼の使徒》事件の全容だ」

　長い語りを終え、俺は手帳の頁ページを閉じる。

「それが国木田さんが太宰さんと組んだッて云う、最初の事件だったンですね」

　隣となりで話を聞いていた谷たに崎ざきが、感心した声をあげた。

「そうだ。全くあの男はあれから全く変わらん。相も変わらず人を喰くった態度で、相も変わらず俺に面めん倒どうを掛ける。今日も仕事だと云うのに姿を現さん。──ナオミ、発信器の信号は摑つかめたか？」

「結果が出ましたわ。発信器は、二十分ほど前から動いていない様子ですわね。場所は──河かしら」

　河？

　ナオミが広げた地図を覗のぞき込む。

　太宰に渡わたしていた小こ銭ぜに型の発信器が、河の中腹で静止している。

　暫しばし黙もつ考こう。

「判わかったぞ。あの阿あ呆ほう、移動中にふらっと河に飛び込んで、発信器ごと財さい布ふを河に流したな。そして財布は流され、此所ここで止まった。本人はもっと下流だろう」

　捜査中の太宰と携けい帯たい電話で会話中、『良いい河だね』と云ったきり通話が切れた時は何事かと思ったが──

　どれだけ仕事の相棒たる俺に迷めい惑わくを掛ければ済むのだ、あの自殺嗜癖マニアは。

「あの唐とう変へん木ぼくを捜して来る。全く、何が悲しくて、探偵の仕事をする前に相棒の居所を捜査せねばならんのだ」

「お気をつけて、国木田さん。今日の仕事は？」谷崎が立ち上がる俺に声をかける。

「虎捜しだ。横浜を騒がす『人喰い虎とら』を捕ほ縛ばくする」

　厄やつ介かいな依い頼らいだが、それでも──

　──数年と待たず、奴やつは探偵社屈くつ指しの調査員となるでしょう。

　それでも、太宰であれば容易に解決するだろう。




　俺は手帳を持って探偵社を出る。

　黄たそ昏がれは迫せまり、横浜の空は蒼あおと紅あかに塗ぬり分けられている。

　何処かで嗅かいだような匂においの風が鼻び腔こうをくすぐり、俺は足を止めた。

　街を眺ながめる。

　街が在り、人が在り、時には事件と悲かなしみが在る。

　深き悲ひ哀あいに突つき当たるたび、俺の理想は打ち拉ひしがれ、言葉は意味を失い、心は血を流す。

　理想を追うのは余りに無益で困難だ。

　だが、敢あえて、それでも敢あえて──




　横浜の雑ざつ踏とうに身を預け、俺はまた、歩き出した。






　あとがき







　初めましての方は初めまして。そうでない方は久しぶりだな！　朝霧です。

　私は漫まん画が『文豪ストレイドッグス』でお話づくりを担当しています。普ふ段だんは


太宰「やあ敦君、仕事？　おつかれさま」にっこりする太宰。

敦「ま……また入水自殺ですか？」なんともいえない顔の敦。



　というふうに適当な文章を書くと、作画の春河35先生が実に生き生きしたキャラたちの掛かけ合いを絵にしてくれます。なのでとっても楽ちんなのです。

　ですが本作は違ちがいます。

　私がすべての文章を責任をもって執しつ筆ぴつし、舞ぶ台たいのすべてを──机のコップ一個から、街のおっさん一人に至るまで──監かん修しゆうし調節し支配して書き上げたのがこの小説です。

　たとえるなら、漫画のほうでは春河先生が「役者」「カメラマン」「音おん響きよう」「照明」「シーン編集」などをぜんぶ担当し、私の担当はせいぜい脚きやく本ほんと監かん督とく助手くらいでした。

　それが今回は私がぜんぶ担当です。大だい抜ばつ擢てきです。責任重大です。あまりのコトの大きさと初小説という重圧とで、私の体は携けい帯たい電でん話わのマナーモードのように震ふるえっぱなしでした。

　しかし震えた甲か斐いあって、漫画よりもある意味で濃のう厚こうな『文豪ストレイドッグス』の世界観をご堪たん能のういただけたかと思います。




　この小説は漫画『文豪ストレイドッグス』の二年前を描えがく外伝的作品です。ですが予備知識なくこの小説から読んでもハラハラしたり、ビックリしたりできるよう工夫されています。さらに現在、本作でも登場したポートマフィアの過去を描く小説第二巻も予定されています。その責任と重圧で、今も私はこたつの脚あしが壊こわれるほど震えています。床ゆかが抜ぬける前に書き切りたいと思いますので、ご期待ください。

　最後に、漫画担当編集の加藤様、ビーンズにて小説担当編集の越川様。いつも通りのスタイリッシュな表紙と挿さし絵えを描いてくださった春河先生（先生に描いていただかなければ本作は『文豪ストレイドッグスっぽいけどパクりっぽくもある何か』で終わってしまうところでした！）。広報、取とり次つぎ、書店の皆みな様さま、ここまで読んでいただいた皆様！　誠まことにありがとうございました。

　次回作でお会いしましょう。
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